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Ⅰ 全 体 総 括 

 令和６年度における法人の運営全般においては、代表理事の交代、理事及び評議員の同時改選があ

り、新たな執行体制による財団運営となりました。その中において、令和３年度に策定した「経営計

画２０２４」計画期間の最終年度として、「人材育成」、「財務運営」、「事業運営」、「組織運営」

の４つの視点により、次のとおり令和６年度事業計画の経営方針で予定した取組に注力して取り組み

ました。 

 はじめに人材育成については、基本研修や階層別研修において、対面研修やメニューの豊富なオン

デマンド型ｅラーニングの継続実施により職位に必要とされる知識とスキルの修得に努めるとともに、

各種専門研修への職員派遣や職場独自テーマでの合同研修の実施等により、専門性向上に努めました。

また、これまで、一部運用に留まってきた「人事評価制度」を、令和７年度から財団全体で「人財育

成型人事評価制度」として、本格運用をしていくため、「人財育成ポリシー」や「人財育成型人事評

価マニュアル」の策定など制度構築を推進するとともに、非管理職職員を対象とした人事評価の被評

価者研修を開催し、導入予定の制度の目的と効果の浸透を図りました。 

 次に財務運営においては、物価及び賃金の継続的上昇等による支出の大幅増大がありましたが、電

気契約の見直しを含め細かいところからの費用節減の積み重ねと、期中適宜執行状況の確認と情報共

有を行い支出の抑制を図るとともに、各課事業等において協賛や補助金の獲得にも注力するなど収入

増に努めました。 

 また、新しい公益法人会計基準に対応するための情報収集や制度の理解に努め、新会計基準移行へ

向けて中期的スケジュールの作成を行いました。加えて、国が制度適用要件緩和を行った特定費用準

備資金について検討及び協議を行い、芸術文化事業において、この制度を初めて適用して余剰金の一

部を将来的に必要となる財源確保のための計画的積立を行いました。 

 事業運営においては、青少年事業では、放課後の居場所として学校から直接児童館に来て過ごすラ

ンドセル来館を２館で試行しました。また、青少年団体の交流事業として、藤沢市社会福祉協議会の

コミュニティソーシャルワーカーを講師に青少年との関わりをテーマとした研修を行い、青少年が抱

える問題と対策について理解を深めました。放課後児童健全育成事業では、本課の管理職とエリアマ

ネージャー、担当ブロック長などによる児童クラブ運営会議を新設し、大きな組織体にあっても各ク

ラブで生じている課題を事業課全体で解決していく仕組みを整えました。スポーツ事業では、現指定

管理期間の最終年度として、事業計画に掲げた提案を着実に成し遂げるとともに、前年度に包括連携

協定を締結した日本体育大学とは相互の人的資源の確保として、生涯スポーツ推進のマネジメント実

習生を受け入れるなど次世代の育成に寄与しました。また、第１５回を迎えた湘南藤沢市民マラソン

においては、念願であった公認ハーフマラソンを初開催しました。芸術文化事業では、市民会館再整

備中の芸術文化事業の継続を見据え、他事業課管理施設での出張音楽会等を実施しました。藤沢市民

オペラ本公演『魔笛』では、積極的かつ広角的な広報活動を展開し、４日間ほぼ完売とすることがで

きました。特に、「Ｗｅｂふじさわびと」と連携したＰＲ活動及び文化庁の補助事業を活用した「こ

どもの無料招待」については、初めての試みながら大きな成果があり、多くの市民等に質の高い藤沢

市民オペラの鑑賞機会を提供することができました。 

 また、藤沢市との協働事業である「みらいサマースクール」実施２年目として、財団各部門の専門

性を生かした全部門連携プログラムをバージョンアップさせ、引き続き参加児童、保護者から高い評

価をいただきました。 

 これらのほか、各事業部門において就学援助世帯を対象とした参加料減額やインクルーシブスポー

ツの普及及び推進を継続して行い、誰もが事業に参加できる環境整備に寄与しました。 

 最後に、組織運営では、財団として「こどもまんなか応援サポーター宣言」を行い、この趣旨を意

識した取組を進めるとともに、ＳＤＧｓ共創パートナー同士の連携事業として学生服のリユース事業

を支援しました。また、各種イベントへの参加促進と財団の活動のＰＲを目的とした「みらい横断ウ
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ルトラスタンプラリー」の実施やマスコットキャラクター「みらぞう」の着ぐるみの新調、より効果

的な広報を行うための記事作成スキルアップ研修などを行い、財団認知度の更なる向上に努めました。

このほか、財団全体の安全衛生組織において、健康づくりの第１歩である「ウォーキング研修」を全

職員対象として開催したほか、執務中のすき間時間でできる体操「ちょこトレ」動画を追加制作し、

職員の健康維持への取組を推進しました。 

 令和６年度は、生活様式の変化や価値観の多様化等、物価高騰、継続的賃金上昇への対応に苦慮し

ながらも、各種計画事業はほぼ計画どおりに実施することができました。 

 令和７年度は市民会館や少年の森の再整備の計画の更なる進捗、青少年会館等の次期指定管理者選

定など、本財団の運営全般に関係する大きな事業が予定されておりますが、これまでの実績に加え、

専門性と企画力を更に高めるとともに全事業部門の連携により、藤沢市民の「笑顔あふれるみらいを

応援する」事業を展開してまいります。 
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公益財団法人藤沢市みらい創造財団事業体系図 
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法人管理運営状況  
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Ⅰ 法人管理 

 【組織運営】 

１ 組織図 

※【 】内は人数                          2025年 3月 31日現在 

(正：正規職員 任：任期付職員 再：再雇用職員 非：非常勤職員 臨：臨時職員) 

 

                                

公

益

財

団

法

人

藤

沢

市

み
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創

造

財

団 

児童支援担当 

事務局 

【正 9 非 1】 

指
定
管
理

者 

青少年育成委員会

【18人】 

青 少 年 事 業 課 

課長【正 1】 

辻 堂 青 少 年 会 館 

【非 3 臨 1】 

藤 沢 青 少 年 会 館 

【非 3 臨 2】 

少 年 の 森 

【正 2 任 1 非 1 臨 18】 

児 童 館 

5施設 【非 32】 

地 域 子 ど も の 家 

18施設 

児童クラブ 54施設 

【正 49 任 6 再 5 非 190 

 臨 39】 

スポーツ事業課 

参事兼課長 

ス ポ ー ツ 事 業 担 当 

【正 7 再 2 非 3 臨 5】 

芸術文化事業課 

参事兼課長 

芸術文化専門委員

会【15人】 

指
定
管
理

者 

青 少 年 事 業 部 

事業部長【正 1】 

理事会 
【21人】 

評議員会
【17人】 

青少年事業 

施設担当 

【正 6 任 1 臨 1】 

管理運営担当  

【正 7 再 1 非 3 臨 1】 

ｽﾎﾟｰﾂ・芸術文化事業部 

事業部長(常務理事兼任) 

参  事【正 2】 

放課後児童育成課 

課長【正 1】 

監 事 
【2人】 

生涯スポーツ推進

委員会【17 人】 

秩 父 宮 記 念 体 育 館 

【正 6 非 6 臨 14】 

鵠 沼 運 動 施 設 事 務 所 

【正 10 任 1 非 5 臨 74】 

秋葉台運動施設事務所 

【正 10 再 1 非 3 臨 57】 

石名坂温水プール事務所 

【正 6 臨 34】 

総 務 課 

参事兼課長 

総 務 担 当 

【正 6 非 1 臨 1】 

事 務 局 

事務局長【正 1】 

参  事【正 1】 

 

芸 術 文 化 事 業 担 当 

【正 6 臨 1】 
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2 役員等に関する事項 

 (1) 役員                            2025年 3月 31日現在 

役  職 氏  名 就任年月日 選出団体等 

理 事 長 宮 治 正 志 令和 6年 6月 23日 学識経験者 

副理事長 村 上 孝 行 令和 6年 6月 23日 学識経験者 

副理事長 佐 藤 和 義 令和 6年 6月 23日 藤沢市体育協会 

副理事長 森 中  勸 令和 6年 6月 23日 藤沢市文化団体連合会 

専務理事 神 原 勇 人 令和 6年 6月 23日 学識経験者（藤沢市） 

常務理事 齋 藤 直 昭 令和 6年 6月 23日 学識経験者（藤沢市） 

理 事 三 觜  忠 令和 6年 6月 23日 藤沢市青少年育成協議会 

〃 越 智 明 美 令和 6年 6月 23日 藤沢市子ども会連絡協議会 

〃 古 市 勝 巳 令和 6年 6月 23日 藤沢市ボーイスカウト連絡会 

〃 新 海 政 雄 令和 6年 6月 23日 藤沢市地区社会体育振興協議会連合会 

〃 谷 口 三千也 令和 6年 6月 23日 藤沢市スポーツ少年団本部 

〃 橋 本 美知子 令和 6年 6月 23日 藤沢市レクリエーション協会 

〃 中 根 邦 継 令和 6年 6月 23日 藤沢市スポーツ推進委員協議会 

〃 門 井 淑 治 令和 6年 6月 23日 藤沢市合唱連盟 

〃 太 田 修 二 令和 6年 6月 23日 藤沢市民交響楽団 

〃 竹 村 裕 幸 令和 6年 6月 23日 藤沢商工会議所 

〃 小 野 俊 明 令和 6年 6月 23日 公益社団法人藤沢市医師会 

〃 田 中  覚 令和 6年 6月 23日 藤沢エフエム放送株式会社 

〃 近  尚 昭 令和 6年 6月 23日 藤沢市立小学校長会 

〃 山 田  大 令和 6年 6月 23日 藤沢市立中学校長会 

〃 三ツ井 幸 子 令和 6年 6月 23日 藤沢市子ども青少年部 

監 事 岡 本 由美子 令和 4年 6月 24日 東京地方税理士会藤沢支部 

〃 橋 本 幸 直 令和 6年 6月 23日 藤沢市会計課 
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 (2) 評議員                           2025年 3月 31日現在 

役  職 氏  名 就任年月日 選出団体等 

会 長 新 村 幸 裕 令和 6年 6月 23日 藤沢市体育協会 

評議員 金 子 真由美 令和 6年 6月 23日 藤沢市青少年指導員協議会 

〃 大 橋 鉄 雄 令和 6年 6月 23日 児童クラブ運営委員長会議 

〃 吉 見 美 江 令和 6年 6月 23日 地域子どもの家運営委員長会議 

〃 近 藤 忠 幸 令和 6年 6月 23日 藤沢ＳＬ少年団 

〃 望 月 隆 雄 令和 6年 6月 23日 藤沢地区保護司会 

〃 澤 田  薫 令和 6年 6月 23日 藤沢市地区社会体育振興協議会連合会 

〃 三 角 恵美子 令和 6年 6月 23日 藤沢市スポーツ少年団本部 

〃 横 須 賀 義忠 令和 6年 6月 23日 藤沢市レクリエーション協会 

〃 渡 部 久美子 令和 6年 6月 23日 藤沢市スポーツ推進委員協議会 

〃 隈 元 英 孝 令和 6年 6月 23日 藤沢市障がい者スポーツ連絡協議会 

 岩 田 克 司 令和 7年 3月 24日 藤沢市民交響楽団 

〃 湯 本 光 子 令和 6年 6月 23日 藤沢市文化団体連合会 

〃 大 島  武 令和 6年 6月 23日 学識経験者 

〃 古 川  泉 令和 6年 6月 23日 学識経験者 

〃 間 瀬 勝 一 令和 6年 6月 23日 学識経験者 

〃 板 垣 朋 彦 令和 6年 6月 23日 藤沢市生涯学習部 
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 (3) 専門委員 

 ① 青少年育成委員会                        2025年 3月 31日現在 

役  職 氏  名 就任年月日 選出団体等 

委 員 長 櫻 井  茂 令和 5年 6月 9日 学識経験者 

副委員長 遠 藤  智 令和 5年 6月 9日 藤沢市宇宙少年団 

委 員 遠 藤 孝 夫 令和 5年 6月 9日 藤沢市科学少年団 

〃 山 口 仁 美 令和 5年 6月 9日 藤沢市ガールスカウト連絡会 

〃 手 塚 明 美 令和 6年 10月 9日 藤沢市社会教育委員会議 

〃 亀 井 晃 子 令和 5年 6月 9日 藤沢子ども劇場 

〃 水 沼  学 令和 5年 6月 9日 藤沢 SL少年団 

〃 三 村  信 令和 5年 6月 9日 藤沢海洋少年団 

〃 永 島 柳 子 令和 5年 6月 9日 児童クラブ運営委員長会議 

〃 柏 野 洋 子 令和 6年 6月 6日 児童館運営委員長会議 

〃 森 も と 江 令和 5年 6月 9日 地域子どもの家運営委員長会議 

〃 近  尚 昭 令和 6年 6月 6日 
藤沢市立小学校長会 

(藤沢市みらい創造財団理事) 

〃 三 觜  忠 令和 5年 6月 9日 
藤沢市青少年育成協議会 

(藤沢市みらい創造財団理事) 

〃 越 智 明 美 令和 6年 6月 6日 
藤沢市子ども会連絡協議会 

(藤沢市みらい創造財団理事) 

〃 金 子 真由美 令和 6年 6月 6日 
藤沢市青少年指導員協議会 

(藤沢市みらい創造財団評議員) 

〃 齊 藤  康 令和 5年 6月 9日 藤沢市行政関係者(青少年課) 

〃 川 手 隆 生 令和 5年 6月 9日 学識経験者 

〃 宮 脇 文 恵 令和 5年 6月 9日 学識経験者 

 

 

 ② 生涯スポーツ推進委員会                     2025年 3月 31日現在 

役  職 氏  名 就任年月日 選出団体等 

委 員 長 筒 井 富 夫 令和 5年 6月 9日 藤沢市スポーツ少年団本部 

副委員長 武 井  創 令和 5年 6月 9日 藤沢市障がい者スポーツ連絡協議会 

委 員 植村 佳余子 令和 5年 6月 9日 藤沢市体育協会 
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役  職 氏  名 就任年月日 選出団体等 

委 員 杉 渕  武 令和 5年 6月 9日 藤沢市体育協会 

〃 遠 藤  浩 令和 5年 6月 9日 藤沢市体育協会 

〃 仙洞田 英 樹 令和 6年 6月 6日 藤沢市地区社会体育振興協議会連合会 

〃 櫻 井 善 彰 令和 5年 6月 9日 藤沢市スポーツ推進委員協議会 

〃 山 田  大 令和 6年 6月 6日 藤沢市中学校体育連盟 

〃 川 井 裕 之 令和 6年 6月 6日 藤沢商工会議所 

〃 小 野 俊 明 令和 5年 10月 11日 公益社団法人藤沢市医師会 

〃 小 熊 祐 子 令和 5年 6月 9日 学識経験者 

〃 田中 あゆみ 令和 5年 6月 9日 公益財団法人藤沢市保健医療財団 

〃 浅 野 智 一 令和 6年 6月 6日 藤沢市行政関係者(スポーツ推進課) 

〃 神 谷 忠 良 令和 5年 6月 9日 藤沢市行政関係者(健康づくり課) 

〃 橋本 美知子 令和 5年 6月 9日 
藤沢市レクリエーション協会 

(藤沢市みらい創造財団理事) 

〃 澤 田  薫 令和 5年 6月 9日 
藤沢市地区社会体育振興協議会連合会 

(藤沢市みらい創造財団評議員) 

〃 渡 部 久美子 令和 6年 10月 9日 
藤沢市スポーツ推進委員協議会 

(藤沢市みらい創造財団評議員) 

 

 

 

 ③ 芸術文化専門委員会                       2025年 3月 31日現在 

役  職 氏  名 就任年月日 選出団体等 

委員長 塚 本 雅 一 令和 5年 6月 9日 学識経験者 

副委員長 太 田 修 二 令和 5年 6月 9日 
藤沢市民交響楽団 

(藤沢市みらい創造財団理事） 

委 員 大 島  武 令和 5年 6月 9日 
学識経験者 

(藤沢市みらい創造財団評議員） 

〃 大 西  健 令和 5年 6月 9日 藤沢市合唱連盟 

〃 門 井 淑 治 令和 5年 6月 9日 
藤沢市合唱連盟 

(藤沢市みらい創造財団理事） 

〃 熊 田 松 雄 令和 5年 6月 9日 学識経験者 

〃 小松﨑 友貴 令和 5年 6月 9日 藤沢商工会議所 
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役  職 氏  名 就任年月日 選出団体等 

委 員 齊 藤 雅 子 令和 5年 6月 9日 藤沢市行政関係者(文化芸術課) 

〃 中 島  直 令和 5年 6月 9日 学識経験者 

〃 中 野 仁 詞 令和 5年 6月 9日 学識経験者 

〃 古 川  泉 令和 5年 6月 9日 
学識経験者 

(藤沢市みらい創造財団評議員） 

〃 間 瀬 勝 一 令和 5年 6月 9日 
学識経験者 

(藤沢市みらい創造財団評議員） 

〃 松 口 直 樹 令和 5年 6月 9日 学識経験者 

〃 湯 本 光 子 令和 5年 6月 9日 
藤沢市文化団体連合会 

(藤沢市みらい創造財団評議員） 

〃 吉 原 秀 夫 令和 5年 6月 9日 藤沢市文化団体連合会 

 

 

 

 

3 職員に関する事項 

                                    2025年3月31日現在 

事  務  局 正規職員 任期付職員 再雇用職員 非常勤職員 臨時職員 合 計 

事 務 局 長 1人  0人 0人 0人 0人 1人 

総 務 課 7人  0人 0人 1人 1人 9人 

事 業 部 長 1人  0人 0人 0人 0人 1人 

青 少 年 事 業 課 9人 2人 0人 39人 22人 72人 

放課後児童育成課 66人 6人 6人 194人 40人 312人 

ス ポ ーツ 事 業課 40人 1人 3人 17人 184人 245人 

芸 術 文化 事 業課 7人 0人 0人 0人 1人 8人 

合 計 131人 9人 9人 251人 248人 648人 
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4 会議開催状況 

 (1) 理事会 

開催年月日 議案等番号 議 題 

R6年 4月 1日(月) 

 第 1回理事会 

  出席 理事 13人 

  出席 監事 1人 

議案第 1号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

代表理事の選定について 

議案第 2号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

常務理事の選定について 

議案第 3号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

代表理事及び業務執行理事の報酬額の決定について 

議案第 4号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

重要な職員の任命について 

 

R6年 6月 6日(木) 

 第 2回理事会 

  出席 理事 18人 

  出席 監事 2人 

議案第 5号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 5年度事業報告について 

議案第 6号 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 5年度公益目的事業会計・収益事業等会計・法人会計 

決算について 

議案第 7号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 6年度公益目的事業会計資金収支補正予算(第 1号) 

議案第 8号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 6年度収益事業等会計資金収支補正予算(第 1号) 

議案第 9号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 
令和 6年度法人会計資金収支補正予算(第 1号) 

議案第 10号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 6年度定時評議員会の招集について 

議案第 11号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

専門委員の選任について 

 

R6年 6月 23日(日) 

 第 3回理事会 

  出席 理事 18人 

  出席 監事 2人 

議案第 12号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

代表理事の選定について 

議案第 13号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

副理事長の選定について 

議案第 14号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

専務理事の選定について 

議案第 15号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

常務理事の選定について 
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開催年月日 議案等番号 議 題 

 

R6年 10月 9日(水) 

 第 4回理事会 

  出席 理事 18人 

  出席 監事 1人 

報告第 1号 

専決処分の報告について 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 6年度公益目的事業会計資金収支補正予算(第 2号) 

議案第 16号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 6年度公益目的事業会計資金収支補正予算(第 3号) 

議案第 17号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 
令和 6年度収益事業等会計資金収支補正予算(第 2号) 

議案第 18号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 
令和 6年度第 1回臨時評議員会の招集について 

議案第 19号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 
専門委員の選任について 

報告第 2号 藤沢市運動施設等指定管理者の募集状況について 

報告第 3号 業務執行理事の職務執行状況報告 

報告第 4号 
各事業部門における上半期の事業実施状況及び今後の予定 

について 

 

R7年 1月 17日(金) 

 第 5回理事会 

  出席 理事 19人 

  出席 監事 1人 

報告第 5号 

専決処分の報告について 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

職員の給与に関する規程の一部改正について 

報告第 6号 

専決処分の報告について 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 6年度公益目的事業会計資金収支補正予算(第 4号) 

議案第 20号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

就業規程の一部改正について 

議案第 21号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

職員の退職手当に関する規程の一部改正について 

報告第 7号 藤沢市運動施設等指定管理者の次期選定結果について 

報告第 8号 専門委員会の報告について 

 

 

 

 

 

13



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催年月日 議案等番号 議 題 

 

R7年 3月 7日(金) 

 第 6回理事会 

  出席 理事 17人 

  出席 監事 1人 

議案第 22号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 6年度公益目的事業会計資金収支補正予算(第 5号) 

議案第 23号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

就業規程の一部改正について 

議案第 24号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

職員の給与に関する規程の一部改正について 

議案第 25号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 7年度事業計画書 

議案第 26号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 7年度収支予算書 

議案第 27号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

資金調達及び設備投資の見込みについて 

議案第 28号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 6年度第 2回臨時評議員会の招集について 

報告第 9号 業務執行理事の職務執行状況報告 
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 (2) 評議員会 

開催年月日 議案等番号 議 題 

 

R6年 6月 23日(日) 

 定時評議員会 

  出席 評議員 12人 

  出席 監事 1人 

報告第 1号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 5年度事業報告について 

議案第 1号 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 5年度公益目的事業会計・収益事業等会計・法人会計 

決算について 

議案第 2号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

評議員 17名の選任について 

議案第 3号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

理事 21名の選任について 

議案第 4号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

監事 1名の選任について 

 

R6年 10月 30日(水) 

 第 1回臨時評議員会 

  出席 評議員 14人 

議案第 5号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 
評議員会会長の選定について 

報告第 2号 藤沢市運動施設等指定管理者の募集状況について 

報告第 3号 
各事業部門における上半期の事業実施状況及び今後の 

予定について 

 

R7年 3月 24日(月) 

 第 2回臨時評議員会 

  出席 評議員 15人 

議案第 6号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

理事 1名の選任について 

議案第 7号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

評議員 1名の選任について 

報告第 4号 藤沢市運動施設等指定管理者の次期選定結果について 

報告第 5号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 7年度事業計画書 

報告第 6号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 7年度収支予算書 

報告第 7号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

資金調達及び設備投資の見込みについて 
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 (3) 専門委員会 

 ① 青少年育成委員会 

開催年月日 議題・内容 

R6年 7月 11日(木) 

出席委員 17人 

第 1回青少年育成委員会 

1 議題 

 (1)令和 5年度事業報告及び事業評価について 

 (2)令和 6年度事業計画について 

 (3)グループディスカッション 

  「こどもまんなか社会」を見据えた藤沢市みらい創造財団の取組について 

  《テーマ》 

    ・こどもの貧困  ・こどもの居場所づくり  ・こどもの意見聴取 

2 情報交換・意見交換 

R6年 10月 23日(水) 

出席委員 16人 

第 2回青少年育成委員会 

1 議題 

 (1) グループディスカッション 

  「こどもまんなか社会」を見据えた藤沢市みらい創造財団の取組について 

  《テーマ》 

    ・こどもの貧困  ・こどもの居場所づくり  ・こどもの意見聴取 

 (2)意見交換した内容をグループごとに発表 

2 情報交換・意見交換 

R6年 12月 18日(水) 

出席委員 13人 

第 3回青少年育成委員会 

1 議題 

 (1)令和 6年度青少年育成委員会報告(案)について 

  前回の委員会で行ったグループごとの発表内容を報告(案)としてまとめた。そ

の内容を委員会で確認し、頂いた意見を反映させて報告書を作成した。 

 (2)令和 6年度青少年育成委員会実施報告(案)について 

  令和 6年度青少年育成委員会の協議内容や経過を実施報告(案)として提示し、

意見等をいただいた上で実施報告を作成した。 

2 情報交換・意見交換 

 

 ② 生涯スポーツ推進委員会 

開催年月日 議題・内容 

R6年 7月 26日(金) 

出席委員 14人 

第 1回生涯スポーツ推進委員会 

1 議題 

 (1)令和 5年度事業報告について 

 (2)令和 6年度事業計画について 

 (3)今後の施設運営課題について 

2 その他 

 (1)情報交換・意見交換 

 (2)湘南藤沢市民マラソンについて 
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開催年月日 議題・内容 

R6年 9月 25日(水) 

出席委員 15人 

第 2回生涯スポーツ推進委員会 

1 議題 

 (1)事業の改善・見直しに向けた検討 

  秋葉台キッズアクアスロンの実施報告と熱中症リスクの検討 

 (2)施設運営の課題について 

  令和 5年度に実施された藤沢市の施設指定管理者評価結果や、日頃のスポーツ

施設利用から窺える課題や改善点について、4グループに分かれ洗い出しなどの

意見交換を行った。 

2 情報交換・意見交換 

R6年 11月 27日（水） 

出席委員 12人 

第 3回生涯スポーツ推進委員会 

1 議題 

 (1) 「秋葉台キッズアクアスロン」次年度実施に向けた改善案報告 

  暑さによる中止基準を明確にし、予備日を設けるなど、熱中症対策について十

分配慮することとした。 

 (2)施設運営課題について 

  「なぜなぜ分析」の手法を用い、グループワークにより課題の原因追及を行っ

た。 

2 情報交換・意見交換 

 

 ③ 芸術文化専門委員会 

開催年月日 議題・内容 

R6年 7月 3日(水) 

出席委員 13人 

第 1回芸術文化専門委員会 

1 議題 

 (1)経営計画 2024について 

 (2)令和 5年度事業報告と評価 

 (3)令和 6年度事業計画及び事業の進捗状況 

 (4)令和 6年度｢文化芸術活動団体事業助成金｣の交付決定事業について 

2 その他 

R6年 11月 28日(木) 

出席委員 11人 

第 2回芸術文化専門委員会 

1 議題 

 (1)令和 6年度上半期の事業実施状況及び｢経営計画 2024｣上半期取組実績報告 

 (2)令和 7年度事業計画策定について 

 (3)令和 7年度｢文化芸術活動団体事業助成金｣について 

 (4)委員より視察報告 

2 その他 

R7年 3月 25日(火) 

出席委員 10人 

第 3回芸術文化専門委員会 

1 議題 

 (1)令和 7年度｢文化芸術活動団体事業助成金｣の応募事業の審査、助成の適否・

助成交付金額の決定 

2 その他 
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 (4) その他会議 

会議等の名称 内    容 

管理運営会議 

 理事長、常勤役員及び事務局・事業部全管理職の出席により、事務
執行上の課題や重要事項について検討するとともに情報の共有を図っ
た。 
 会議の方法については、オンライン開催を基本とし、職員の会場へ
の移動のための時間削減など、業務の効率化を図った。 
 
 原則 毎月 1回 第 4木曜日開催 
 4/25(対面),5/23(ｵﾝﾗｲﾝ),6/27(ｵﾝﾗｲﾝ),7/25(ｵﾝﾗｲﾝ),8/22(ｵﾝﾗｲﾝ), 
 9/26(ｵﾝﾗｲﾝ),10/24(ｵﾝﾗｲﾝ),11/28(ｵﾝﾗｲﾝ),12/26(対面), 
 1/23(ｵﾝﾗｲﾝ),2/27(ｵﾝﾗｲﾝ),3/27(対面)  

課題調整会議 

 理事長、常勤役員及び課長以上職員により、管理運営会議に諮るべ
き重要事項の審議や、時間的暇が無い課題に対する対応方針等につい
て検討した。 
 ・運営方針の改訂 ・経営計画の策定など 
 原則 隔週水曜日開催 

全体調整会議 

 専務理事、常務理事、部長、参事級職員及び事務局総務課管理職と、
市関係事業所管課管理職による定例会議を開催し、法人運営上の課題
等について情報共有を図った。 
 
 原則 毎月 1回 第 3水曜日開催 
4/17,5/15,6/19,7/17,8/20,9/18,10/16,11/20,12/18,1/15,2/19,3/19 

部門別会議 
 各事業部門職員と市当該事業所管課の職員により、部門特有課題の

情報の共有を図り、対応等を検討した。 

 原則 毎月 1回 開催 

課内会議 
(所内会議) 

 職員全員が必要な情報を共有できるよう、財団内での諸会議におけ

る重要事項の報告を行うとともに、所管業務に関する課題解決へ向け

た協議を行った。 

 原則 毎月 1回 開催(課(各施設)毎に開催) 

コンプライアンス委員会 
 理事長を委員長として、専務理事、常務理事、事務局長、部長によ

り、コンプライアンスに関する取組方針や職員等のコンプライアンス

意識の高揚を図るため委員会を組織し、定例会を 7/10に開催した。 

総括管理委員会 
(法人全体衛生委員会) 

及び 
衛生委員会 

(法定施設衛生委員会) 

 財団全体及び常時50人以上の職員を雇用する施設(鵠沼運動施設・秋

葉台運動施設)において、産業医、衛生管理者、管理職、職員代表等に

より構成する衛生委員会を組織し、職員の安全衛生に関する事項につ

いて調査審議を行った。年間の活動としては原則毎月1回の会議に加

え、産業医による健康相談、セルフケアのための合同研修などを計画

し、実施した。また、職場環境の現地視察を行う職場巡視を夏と冬と

にローテーションで行い、改善に向けた聴き取り調査及び改善を行っ

た。 

 

 原則 毎月1回 第3木曜日開催 
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会議等の名称 内    容 

広報・CI活動推進委員会 

 各職場から選任された委員により、季刊誌「Fujisawa MIRAI.net」

の編集、発行や財団ホームページの運用に関することの他、財団の広

報及び CI活動の推進に関する取組等、本財団の存在や実施事業等につ

いて、効果的な PR手法や価値を高めるための活動について検討し、管

理運営会議へ提案した。 

 また、委員会の下に季刊誌編集部会を設置し、読者に有益な情報を

提供するとともに、事業 PRができるよう内容を検討した。 

 

◆季刊誌「Fujisawa MIRAI.net」の発行(季刊誌編集部会) 

 本財団で実施している事業の予定、報告、その他特集を中心に掲載

した季刊誌を藤沢市内各所で配布することにより、多くの市民に本財

団事業、本財団運営施設等の情報提供と利用の拡大を促すことができ

た。 

◆主な取組 

 ・「みらぞう」着ぐるみの新調について 

 財団マスコットキャラクター「みらぞう」の着ぐるみを新調した。 

 併せて、着ぐるみの運用マニュアルも作成した。 

 ・インスタグラムの運用について 

 インスタグラムの運用マニュアルを改訂し、よりタイムリーに情報 

提供が行えるよう見直しを図った。 

◆ホームページの運用、拡充と各種広報媒体の活用 

 本財団のホームページを活用して、管理施設の基本情報やイベント

事業に関する情報など、市民の利便性向上を図ることを目的にリアル

タイムな情報提供を行った。また、各事業部門の主要事業等を重点的

に周知するクローズアップコーナーを半月毎に更新し、事業周知など

効果的な広報活動に努めた。 

 既存ホームページについて、令和 8 年度からのリニューアルを目指

し、プロジェクトチームを立ち上げ、検討を開始した。 

◆研修の実施 
 季刊誌等の編集における記事作成スキル向上を目的に研修を開催し

た。 

  記事作成スキルアップ研修 

   R7年2月5日(水) 

   R7年2月19日(水)   2日間 

 

発行月 内 容 配布先 発行部数 

年 4回 

(4月、7月、10月、1月) 

事業開催情

報・報告他 

藤沢市内公共施

設、小・中学校、

関係団体他 

各号 

4,000部 
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 【人材育成】 
1 各種研修等の実施 

 (1) 基本研修 

  ① 階層別研修 

  ア 自主開催 

実施日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R6年 4月 27日(土) 

秩父宮記念体育館 

総務課 

財団新規採用職員研修 

新期採用職員

(任期付含む) 
8人 

R6年 6月～R7年 3月 

各事業課・施設 

総務課 

事業課間研修 

新規採用職員、

採用 5年目及び

10年目の職員 

9人 

R6年 11月 26日(火) 

オンライン開催 

総務課 

管理職研修 

人事評価研修 

課長補佐昇任者 2人 

①R7年 3月 4日(火)午前 

②R7年 3月 4日(火)午後 

③R7年 3月 5日(水)午後 

秩父宮記念体育館 

総務課 

上級主査以下研修 

人事評価研修 

上級主査級以下

の職員 

(事務職) 

① 15人 

② 21人 

③ 15人 

合計 51人 

 

  イ 外部主催 

実施日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R6年 4月 

藤沢市役所本庁舎 他 

藤沢市職員課 

新採用職員 前期研修 
新採用事務職員 3人 

R6年 10月～12月 

藤沢市役所本庁舎 

藤沢市職員課 

新採用職員 後期研修 
新採用事務職員 3人 

R6年 4月～12月 

藤沢市役所本庁舎 

藤沢市職員課 

一般職員一部研修 

採用 3年目 

事務職員 
1人 

R6年 4月～12月 

藤沢市役所本庁舎 

藤沢市職員課 

一般職員二部研修 

採用 5～6年目 

事務職員 
2人 

R6年 4月～10月 

藤沢市役所本庁舎 

藤沢市職員課 

監督者一部研修 
主査昇任者 6人 

R6年 4月～12月 

藤沢市役所本庁舎 

藤沢市職員課 

監督者二部研修 
上級主査昇任者 1人 
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実施日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R6年 7月～11月 

オンデマンド視聴 

株式会社manebi 

e ラーニング 

1 指定講座 

(1)参事級 

①管理監督者として、②コンプライアン

ス、③労務管理･メンタルヘルス、④マネ

ジメント・リーダーシップ 

(2)課長、課長補佐級 

①管理監督者として、②コンプライアン

ス、③労務管理･メンタルヘルス、④マネ

ジメント・リーダーシップ 

(3)上級主査・主査級 

①職場のリーダーとして、②コンプライ

アンス、③ビジネススキル、④労務管理 

(4)新採用職員 

①社会人として、②ビジネススキル、③

セルフマネジメント、④コンプライアン

ス 

参事、課長、課

長補佐、上級主

査、主査昇任者 

新採用職員 

21人 

                                                                                                                                

  ②合同研修 

  ア 自主開催 

実施日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R6年 8月 5日(月)～ 
8月 6日(火) 

オンライン開催 

公益財団法人公益法人協会 
公益法人・一般法人会計「基礎編」 

各事業課経理担
当者 

4人 

R6年10月11日(金) 

R6年10月25日(金) 

それぞれ午前、午後で開催 

合計4回実施 
オンライン開催 

総括管理員会フィジカルヘルス分科会 

令和 6年度衛生管理全体研修 
「ウォーキング研修」 

全職員 212人 

R7年2月5日(水) 

R7年2月19日(水) 2日間 

秩父宮記念体育館 

広報・CI活動推進委員会 

記事作成スキルアップ研修 
各課広報担当者
他 

21人 

R7年3月18日(火) 

秩父宮記念体育館 

総務課 

公益法人、公益法人会計の理解促進研修 

採用 5～10年目

の職員及び主任

級職員 

10人 

 

  ③ 職場研修 

  ア 青少年事業課 

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R6年 6月 25日(火) 

藤沢青少年会館 

児童館新人研修 

「児童館について」 
児童館指導員 3人 

R6年 6月 25日(火) 

藤沢青少年会館 

第 1回 児童館スタッフ研修 

「自己紹介と出し物」 
児童館指導員 26人 
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実施日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R6年 9月 25日(水) 

藤沢青少年会館 

第 2回 児童館スタッフ研修 

「目を引く、興味を持ってもらう 

        ポスターの描き方」 

講師：古川 琢磨 氏 

青少年事業課職

員、青少年事業

施設担当職員、

児童館指導員、

青少年会館指導

員 

34人 

R6年 12月 3日(火) 

藤沢青少年会館 

児童館館長研修 

「ランドセル来館について」 
児童館指導員 5人 

R6年 12月 19日(木) 

藤沢青少年会館 

第 3回 児童館スタッフ研修 

「よりよいコミュニケーションのための 

3つの視点」 

講師：青少年と家族の未来研究所 

    増渕 広美 氏 

青少年事業課職

員、青少年事業

施設担当職員、

児童館指導員 

32人 

R7年 2月 19日(水) 

藤沢青少年会館 

課内研修(団体交流事業) 

「コミュニティソーシャルワーカー

（CSW）と青少年との関わりについて」 

講師：藤沢市社会福祉協議会 CSW 

   松本美由紀 氏・北野範之 氏 

青少年事業課職

員、青少年事業

施設担当職員、

児童館指導員 

7人 

R7年 3月 11日(火) 

藤沢商工会館ミナパーク 

青少年事業課 

「情報セキュリティ」 

講師：藤沢市 情報システム課 

宮尾 勇佑 氏、野村 祥平 氏 

青少年事業課職

員、青少年事業

施設担当職員、

少年の森担当職

員、青少年会館

指導員、児童館

指導員及び他事

業課希望者 

38人 

 

  イ 放課後児童育成課 

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R6年 5月 14日(火) 

藤沢青少年会館 

児童クラブ研修担当 

第 1回フォローアップ研修 

「戦略の階層」 

採用１年目・2

年目児童クラブ

長、常勤指導員 

9人 

R6年 6月 7日(金) 

少年の森 

児童クラブ研修担当 

第 2回フォローアップ研修 

「自然体験活動」 

採用１年目・2

年目児童クラブ

長、常勤指導員 

9人 

R6年6月20日(木) 

Ｆプレイス 

児童クラブ研修担当 

課題別研修 

「包括的性教育」 

講師：中野 久恵 氏 

児童クラブ指導

員・本課職員 
81人 

R6年10月22日(火) 

藤沢青少年会館 

児童クラブ研修担当 

第 3回フォローアップ研修 

「場面検討」 

採用１年目・2

年目児童クラブ

長、常勤指導員 

9人 
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実施日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R7年1月21日(火) 

R7年3月5日(水) 

藤沢青少年会館 

児童クラブ研修担当 

「実践検討会」 

講師：福田 敦志 氏  

採用 3年目以上 

児童クラブ長 

常勤指導員 

本課支援担当 

50人 

R6年 12月～ R7年 2月 

フォローアップ対象者 

クラブミーティング内にて 

児童クラブ研修担当 

第 4回フォローアップ研修 

「実践検討」 

採用１年目、2

年目児童クラブ

長、常勤指導員 

9人 

 

  ウ スポーツ事業課 

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R6年 9月 6日(金) 

R6年 9月 18日(水) 

秩父宮記念体育館 

課内研修 グループワーク 

「専門委員会での外部評価に関する事前

分析」 

スポーツ事業課

従事者 
16人 

R７年2月7日(金) 

八部公園プール 

鵠沼運動施設事務所安全衛生委員会 
「健康と病気の境目 
～生きるってなんだろう？～」 

鵠沼運動施設従

事者 
7人 

R７年2月18日(火) 

秋葉台文化体育館 
秋葉台運動施設事務所安全衛生委員会 
「食と心身の関り」 

秋葉台運動施設

従事者 
21人 

 

 

 (2) 専門研修 

  ① 青少年事業課 放課後児童育成課他 

実施日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R6年 5月 20日(月) 

R6年5月 24日(金) 

R6年 6月 3日(月) 

R6年 6月 5日(水) 

R6年 6月 14日(金) 

R6年 6月 17日(月) 

R6年 7月 1日(月) 

R6年 7月 12日(金) 

藤沢青少年会館 

放課後児童育成課 

普通救命講習Ⅰ 

｢心肺蘇生法、AEDの取扱い方｣ 

児童クラブ指導

員 

本課職員 

168人 

R6年 6月 26日(水) 

R6年 6月 27日(木) 

R6年 7月 8日(月) 

R6年 7月 9日(火) 

R6年 7月 10日(水) 

藤沢青少年会館 

青少年事業課 

(地域子どもの家見守る人対象) 

普通救命講習Ⅰ 

｢心肺蘇生法、AEDの取扱い方｣ 

青少年事業課職

員、青少年事業

施設担当職員、

少年の森担当職

員、青少年会館

指導員、児童館

指導員 

28人 
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   ア 非常勤職員研修 

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R6年5月23日(木) 

R6年7月8日(月) 

R6年9月13日(金) 

R6年11月26日(火) 

R7年１月23日(木) 

藤沢青少年会館 

児童クラブ研修担当 

新採用非常勤研修 

「指導方法や業務内容等」 

非常勤指導員 59人 

R6年10月11日(金) 

R6年10月18日(金) 

R6年10月25日(金) 

藤沢青少年会館 

児童クラブ研修担当 

非常勤研修 

「児童の理解」 

非常勤指導員 107人 

 

  ② スポーツ事業課 

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R6年 5月 13日(月)～ 

R7年 3月 21日(金) 全 8回 

八部公園プール 

職場研修 

・水泳指導法・水上安全法訓練 

鵠沼運動施設 

監視担当職員 
5人 

R6年 5月 13日(月)～ 

R7年 3月 21日(金) 全 8回 

秋葉台公園プール 

職場研修 

・水泳指導法・水上安全法訓練 

秋葉台運動施設

監視担当職員 
4人 

R6年6月3日(月) 

秋葉台文化体育館 

GIM＆FITNESS スキルアップ合同研修① 

かけっこ教室での指導法とデモ実践 他 

スポーツ事業課

教室・事業担当

職員 

6人 

R6年6月24日(月) 

秋葉台文化体育館 

GIM＆FITNESS スキルアップ合同研修② 

トランポリン・跳び箱・鉄棒の指導法と

デモ実践 他 

スポーツ事業課

教室・事業担当

職員 

6人 

R6年11月18日(月) 

秋葉台文化体育館 

藤沢市消防局 

普通救命講習Ⅰ 

秋葉台運動施設

事務所職員 
31人 

R6年11月21日(木) 

湘南台市民センター 

藤沢市保健医療財団 

介護予防事業に関する交流会 

スポーツ事業課

職員 
3人 

R6年11月25日(月) 

藤沢市役所 

藤沢市保健医療財団 

介護予防事業に関する交流会 

スポーツ事業課

職員 
2人 

R7年2月10日(月) 

八部公園プール 

GIM＆FITNESS スキルアップ合同研修③ 

フリーウェイトの指導法と補助法 他 

スポーツ事業課

職員 
6人 

R7年2月24日(月振休) 

秩父宮記念体育館 

公益財団法人日本財団ボランティアセン

ター スポーツボランティア研修 

財団役員・ 

スポーツ事業課

職員 

2人 

R7年2月25日(火) 

秋葉台文化体育館・秋葉台公

園プール 

監視担当・事業担当職員合同研修 

傷害保険と事故発生時の対応について 

スポーツ事業課

監視担当・事業

担当職員 

17人 
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実施日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R7年3月2日(日) 

秋葉台文化体育館 

藤沢市スポーツ推進課 

ボッチャ審判講習 

スポーツ事業課

職員 
2人 

R7年3月4日(火) 

東京大学本郷キャンパス 

及びオンライン開催 

慶應スポーツ SDGsセンター 

多分野の協働で実現する身体活動促進シ

ンポジウム 2025 

スポーツ事業課

職員 
2人 

R7年3月18日(火) 

藤沢市役所分庁舎 
藤沢市公園課 

公園遊具日常点検講習会 

スポーツ事業課

職員 
2人 

R7年3月24日(月) 

八部公園プール 
プール監視担当職員合同研修 

スポーツ事業課

監視担当職員 
13人 

 

 (3) 派遣等研修 

  ① 総務課 

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R6年 4月 8日(月) 
オンデマンド視聴 

全国公益法人協会 
公益・一般法人のインボイス導入後の消
費税申告対策セミナー 

総務担当職員 1人 

R6年 12月 13日(金) 
神奈川県立かながわ労働
プラザ 

満喜株式会社 
公益法人セミナー 公益法人会計基準見
直しの方向性について 

総務担当職員 2人 

R7年 1月 9日(木) 
オンライン開催 

内閣府公益認定等委員会事務局 
新公益法人会計基準オンライン説明会 

総務担当職員 1人 

R7年 2月 18日(火) 
オンライン開催 

満喜株式会社 
公益法人会計新会計基準セミナー 

総務担当職員 1人 

R7年 2月 27日(木) 
神奈川県中小企業センタ
ービル 

株式会社全国非営利法人協会 
新会計基準への移行と必要な事前準備 

総務担当職員 2人 

R7年 3月 3日(月) 
独立行政法人高齢・障
害・求職者雇用支援機構
神奈川支部 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支
援機構 
障害者雇用納付金制度事務説明会 

総務担当職員 1名 

 

  ② 青少年事業課 

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R6年 5月 1日(水) 

横浜市青少年育成センター 

横浜市青少年育成センター 

「子どもの権利について 

～子どもの食堂の活動から～」 

青少年事業課職

員 
1人 

R6年 5月 22日(水) 

オンライン開催 

横浜市青少年育成センター 

「ユースワークの基礎」 

青少年事業施設

担当職員 
1人 

 
25



実施日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R6年 6月 1日(土) 

オンライン開催 

横浜市青少年育成センター 

「～ASD 当事者が語る～発達障害の理

解」 

青少年会館指導

員 
1人 

R6年 6月 7日(金) 

オンライン開催 

横浜市青少年育成センター 

「性の多様性を前提とした子どもとの関

わり」 

青少年事業課職

員 
2人 

R6年 6月 14日(金) 

横浜市青少年育成センター 

横浜市青少年育成センター 

「親子まるっと伴走実践～ヤングケア 

ラーの暮らしが教えてくれること～」 

青少年事業課職

員、青少年会館

指導員 

2人 

R6年 6月 20日(木) 

Ｆプレイス 

放課後児童育成課 

「自分の体を大切にする 命を大切にす

る「包括的性教育」」 

講師：中野 久恵 氏 

(“人間と性”教育研究協議会) 

児童館指導員 4人 

R6年 6月 25日(火) 

玉縄青少年会館 

R6年 10月 18日(金) 

小田原合同庁舎 

神奈川県 

子ども施設指導員セミナー 

「子どもが喜ぶバルーンアート」 

講師：犬飼 亜希子 氏 

児童館指導員 6人 

R6年 7月 4日(木) 

横浜市青少年育成センター 

横浜市青少年育成センター 

「意外な身近な依存症のメカニズム」 

青少年会館指導

員 
2人 

R6年 7月 11日(木) 

オンライン開催 

横浜市青少年育成センター 

「子どもの虐待被害と回復」 

青少年事業課職

員、青少年事業

施設担当職員 

2人 

R6年 7月 17日(水) 

神奈川県立青少年センター 

R6年 9月 25日(水) 

横須賀市役所 

神奈川県 

子ども施設指導員セミナー 

「知って納得！発達障害の支援」 

講師：中村 亮介  氏((株)LITALICO) 

児童館指導員 5人 

R6年 7月 31日(水) 

横浜市青少年育成センター 

横浜市青少年育成センター 

「学習以外の学びの場」 

青少年会館指導

員 
2人 

R6年 9月 13日(金) 

プロミティあつぎ 

神奈川県 

子ども施設指導員セミナー 

「子ども×遊びの見守り方」 

講師：関戸 博樹 氏 

(NPO 法人日本冒険あそび場づくり協会

代表) 

児童館指導員 5人 

R6年 11月 5日(火) 

神奈川県立青少年センター 

神奈川県 

子ども施設指導員セミナー 

「子ども×遊びの見守り方」 

講師：幾島 博子 氏 

(NPO 法人ふれあいの家-おばちゃんち代

表理事) 

児童館指導員 4人 
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実施日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R6年 12月 19日(木) 

神奈川県立青少年センター 

神奈川県立青少年センター 

「UPSKILLING-PROJECT～若者年代が子ど

も達を支援するための戦略 PR～」 

青少年会館指導

員 
1人 

R7年 2月 24日(月振休) 

横浜市青少年育成センター 

横浜市青少年育成センター 

「トラウマを抱えた子ども達への対応」 

青少年会館指導

員 
1人 

R7年 2月 25日(火) 

31Builedge 虎ノ門プラザ

ホール 

こども家庭庁 

「こども未来応援国民運動シンポジウ

ム」 

青少年事業施設

担当職員 
1人 

 

  ③ 放課後児童育成課 

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R6年 6月 7日(金) 

オンライン開催 

横浜市青少年育成センター 

青少年理解の基礎研修 

「性の多様性を前提とした子どもとの関

わり」 

児童クラブ指導

員 
1人 

R6年 6月 14日(金) 

横浜市青少年育成センター 

横浜市青少年育成センター 

青少年理解の基礎研修 

「親子まるっと伴走実践～ヤングケア 

ラーの暮らしが教えてくれたこと～」 

児童クラブ指導

員 
1人 

R6年 6月 17日(月) 

オンライン開催 

厚木合同庁舎 

神奈川県教育委員会 

生涯学習指導者研修 

放課後子ども教室推進コース  

「カラーユニバーサルデザインに基づい

た教室づくり」 

児童クラブ指導

員 
9人 

R6年 6月 25日(火) 

玉縄青少年会館 

R6年 10月 18日(金) 

小田原合同庁舎 

神奈川県 

子ども施設指導員セミナー 

「子どもが喜ぶバルーンアート」 

講師：犬飼 亜希子 氏 

児童クラブ指導

員 
9人 

R6年 6月 28日(金) 

厚木合同庁舎 

神奈川県教育委員会 

生涯学習指導者研修 

放課後子ども教室推進コース 

「室内でできる Well-being(しあわせ)

に基づいたあそび」 

児童クラブ指導

員 
9人 

R6年 7月 11日(木) 

オンライン開催 

横浜市青少年育成センター 

青少年理解の基礎研修 

「子どもの虐待被害と回復」 

児童クラブ指導

員 
4人 

R6年 7月 17日(水) 

神奈川県立青少年センター 

R6年 9月 25日(水) 

横須賀市役所 

神奈川県 

子ども施設指導員セミナー 

「知って納得！発達障害の支援」 

講師：中村 亮介  氏((株)LITALICO) 

児童クラブ指導

員 
9人 
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実施日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R6年 7月 31日(水) 

横浜市青少年育成センター 

横浜市青少年育成センター 

青少年理解の基礎研修 

「学校以外の学びの場」 

児童クラブ指導

員 
5人 

R6年 8月 24日(土) 

オンライン開催 

オンデマンド視聴 

放課後 NPOアフタースクール 

オンラインフォーラム 

尾木ママと一緒に考える「子どものウェ

ルビーイング」 

児童クラブ指導

員・本課職員 
9人 

R6年 9月 13日(金) 

プロミティあつぎ 

R6年 11月 5日(火) 

神奈川県立青少年センター 

神奈川県 

子ども施設指導員セミナー 

「子ども×あそびの見守り方」 

児童クラブ指導

員 
6人 

R6年 10月 10日(木) 

R6年 10月 11日(金) 

オンデマンド視聴 

藤沢市保健所 

ノロウイルス等感染症研修会 

児童クラブ指導

員・本課職員 
60人 

R6年 10月 23日(水) 

平塚合同庁舎 

神奈川県教育委員会 

生涯学習指導者研修 

放課後子ども教室推進コース 

「子どもたちの気持ちと声かけ」 

児童クラブ指導

員 
4人 

R6年 11月 4日(月振休) 

オンライン開催 

保育のデザイン研究所 

保育のデザイン研究所シンポジウム 

「幼保小の架け橋プログラム」 

児童クラブ指導

員 
3人 

R6年 12月 10日(火) 

オンライン開催 

神奈川県 

放課後児童支援員等資質向上研修 

「放課後児童クラブにおける遊びと子ど

もと関わり方」 

児童クラブ指導

員 
1人 

R7年 1月 22日(水) 

R7年 1月 31日(金) 

藤沢商工会館ミナパーク 

オンライン開催 

神奈川県 

放課後児童支援員等資質向上研修 

「保護者との関係づくり」 

児童クラブ指導

員 
7人 

 

  ④ スポーツ事業課 

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R6年6月15日(土) 

日本体育大学 

世田谷キャンパス 

日本体育大学公開講座 
スポーツ科学で速く走るコツを身につけ

よう！(小学生短距離走教室) 

スポーツ事業課

職員 
4人 

R6年7月7日(日) 

神奈川県立総合教育 

センター 

神奈川県スポーツ課 

地域クラブ活動指導者研修講座 

スポーツ事業課

職員 
2人 

R6年7月17日(水) 

東京ビックサイト東展示棟 

SPORTEC2024実行委員会  

日本最大のスポーツ・健康まちづくり 

総合展 SPORTEC2024 視察 

スポーツ事業課

職員 
4人 

R6年7月18日(木) 

藤沢市建設会館 

神奈川労務安全衛生協会 藤沢支部 

リスクアセスメント研修会 

スポーツ事業課

職員 
1人 
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実施日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R6年9月21日(土) 

日本体育大学 

世田谷キャンパス 

日本体育大学公開講座 

子ども運動チャレンジ教室 

スポーツ事業課

職員 
3人 

R6年11月23日(土祝) 

神奈川県立総合教育 

センター 

神奈川県スポーツ課 

地域クラブ活動指導者研修講座 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R6年11月24日(日) 

藤沢商工会館ミナパーク 

藤沢市・藤沢商工会議所・アクサ生命保

険株式会社 

FUJISAWA健康経営フォーラム 2024 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R7年 2月 26日(水) 

オンライン開催 

藤沢市企画政策課 

カスタマーハラスメント対策セミナー 

スポーツ事業課

職員 
7人 

 

  ⑤ 芸術文化事業課 

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R6年7月18日(木) 

藤沢市建設会館 

神奈川労務安全衛生協会 藤沢支部 

リスクアセスメント研修会 

芸術文化事業課

職員 
1人 

R6年10月31日(木) 

R6年11月1日(金) 2日間 

アドミラル神田ビル 

株式会社 VOST 

Adobe Illustrator 基礎セミナー 

芸術文化事業課

職員 
1人 

R6年12月16日(月)～ 

R7年3月31日 (月) 

オンライン開催 

公益社団法人全国公立文化施設協会 

～シリーズ「貸館を考える」～ 

「業務」から「事業」へ 

芸術文化事業課

職員 
2人 

R6年12月16日(月)～ 

R7年3月31日 (月) 

オンライン開催 

公益社団法人全国公立文化施設協会 

アウトリーチ・再発見 

～アートで人と地域を活性化する～ 

芸術文化事業課

職員 
2人 

R6年12月16日(月)～ 

R7年3月31日 (月) 

オンライン開催 

公益社団法人全国公立文化施設協会 

誰ひとり取り残さない社会の構築に向け

て‐社会課題の解決における成果最大化

に向けたｺﾚｸﾃｨﾌﾞｲﾝﾊﾟｸﾄの実践例‐ 

芸術文化事業課

職員 
1人 

R6年12月16日(月)～ 

R7年3月31日 (月) 

オンライン開催 

公益社団法人全国公立文化施設協会 

未来への投資となる「修繕」を考える 

芸術文化事業課

職員 
1人 

 

  (4) 資格取得 

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R6年5月10日(金) 

内海ビル301会議室 

一般社団法人日本スイミングクラブ協会 

泳力認定員資格取得講習会・試験 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R6年 6月 13日(木) 

藤沢市民会館 

神奈川県衛生協会 

「食品衛生責任者養成講習会」 

正規採用児童ク

ラブ長 
1人 
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実施日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R6年7月18日(木) 

藤沢市建設会館 

神奈川労務安全衛生協会 藤沢支部 

衛生推進者養成講習会 

労働安全衛生担

当職員 
1人 

R6年 9月 3日(火)～ 

R6年 9月 6日(金) 6日間 

秋葉台文化体育館、 

秋葉台公園プール 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

日本赤十字社水上安全法救助員Ⅰ 

養成講習会 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R6 年 9 月 17 日(火)、20 日

(金)、27日(金)、30日(月) 

R6年12月4日(水)、9日(月)、

13日(金)、17日(火) 

R7 年 2 月 3 日(月) 、10 日

(月)、13日(木)、17日(月) 

横浜市技能文化会館 

神奈川県 

「放課後児童支援員認定資格研修」 

児童クラブ指導

員 
19人 

R6年10月11日(金) 

横浜市技能文化会館 

神奈川県暴力追放推進センター 

不当要求防止責任者講習(定期講習) 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R6年 10月 18日(金)～ 

R6年 11月 1日(金) 6日間 

神奈川県立スポーツ 

センター 

日本赤十字社神奈川県支部 

日本赤十字社水上安全法指導員Ⅰ 

養成講習会 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R6年11月14日(木) 

R6年11月15日(金) 2日間 

藤沢市民会館第1展示ホール 

一般社団法人日本防火・防災協会 

甲種防火管理新規講習 

放課後児童育成

課職員 
1人 

R6年11月24日(日) 

横浜リゾート＆スポーツ 

専門学校 

一般社団法人日本フィットネス産業協会 

フィットネスクラブ・マネジメント技能

検定 3級技能士 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R6年12月3日(火) 

藤沢市建設会館 

神奈川労務安全衛生協会 藤沢支部 

衛生推進者養成講習会 

労働安全衛生担

当職員 

(青少年事業部) 

1人 

R6年12月4日(水) 

藤沢市消防局南消防署 

藤沢市消防局 

応急手当普及員再講習 

スポーツ事業課

職員 
2人 

R6年12月 14日(土) 

R6年12月 15日(日) 2日間 

神奈川県立スポーツ 

センター、 

日本赤十字社神奈川県支部 

日本赤十字社神奈川県支部 

日本赤十字社水上安全法指導員Ⅰ 

新任指導員研修会  

スポーツ事業課

職員 
1人 

R6年12月17日(火) 

オンライン開催 

公益財団法人日本スポーツ施設協会 

公認水泳指導管理士更新 Web講習 

スポーツ事業課

職員 
2人 

R6年12月18日(水) 

オンライン開催 

公益財団法人日本スポーツ施設協会 

公認スポーツ施設運営士更新 Web講習 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R6年12月19日(木) 

オンライン開催 

公益財団法人日本スポーツ施設協会 

公認水泳指導管理士・上級スポーツ施設

管理士更新 Web講習 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R6年12月24日(火) 

オンライン開催 

公益財団法人日本スポーツ施設協会 

公認水泳指導管理士・上級スポーツ施設

管理士更新 Web講習 

スポーツ事業課

職員 
1人 
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実施日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R7年 1月 11日(土) 

R7年 2月 8日(土) 

R7年 3月 1日(土) 

藤沢商工会館ミナパーク 

NPO法人神奈川県レクリエーション協会 

「レクリエーション・インストラクター

養成講座」 

青少年事業施設

担当職員 
1人 

R7年1月29日(水) 

オンライン開催 

公益財団法人日本スポーツ施設協会 

公認水泳指導管理士更新 Web講習 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R7年1月29日(水) 

オンライン開催 

公益財団法人日本スポーツ施設協会 

公認水泳指導管理士・上級スポーツ施設

管理士更新 Web講習 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R7年 2月 9日(日)～ 

R7年 2月 16日(日) 3日間 

秋葉台文化体育館 

日本赤十字社神奈川県支部 

日本赤十字社救急法救急員養成講習会 

スポーツ事業課

職員 
2人 

R7年2月17日(月)～ 

R7年3月22日(土) 9日間 

立教大学池袋キャンパス 

健康・体力づくり事業財団 

健康運動実践指導者養成講習会 

スポーツ事業課

職員 
2人 

 

【財務運営】 

1 業務の効率化による財務基盤の確立 

区  分 内    容 

事業の再評価と見直し 

【成果】 
 公益財団法人という社会的役割を果たすには、現状の限られたマン
パワーと財源を正しく認識し、将来に向けて本財団の健全経営を進め
ていく必要があり、各部門で行う事業やサービスも量から質への転換
など、少ない費用で大きな効果を目指していくことが求められてい
る。このため、「費用対効果」や「利用者満足度」等の視点から事業
の再評価を行い、実施内容の見直しや業務の効率化へ繋げることを目
的として実施した。 
 
 【令和 6年度の事業評価取組実績】 
 青少年事業部門    11事業 
 スポーツ事業部門   40事業 
 芸術文化事業部門   33事業 
 
 【共通的な評価のポイント】 
①参加者  集客目標数に対する参加実績の割合評価 
②収入確保 収入予算の達成度 
③満足度  実施アンケートによる満足度評価の割合 
④その他  藤沢市の重点施策 藤沢市スポーツ推進計画 2029や 
      文化芸術振興計画、財団経営計画等の実現、財団の CI 
      効果、関係団体等との連携、前年度の課題解決などの 
      ポイントから加点をする。 
 4つの項目から、総合評価を算出し、この評価結果(得点の高低) 
を参考に、継続すべき事業、スクラップすべき事業、検討を要する事 
業など、客観的な判断の根拠とする。 
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区  分 内    容 

デジタル技術の導入・積極的
活用による事務の効率化 

【成果】 
 デジタル技術の積極的導入・ICT の活用により各種事務手続きを簡
素化し、職員の人的負担を軽減するとともに経費の節減を図った。 
 
① 人事・労務管理システムの導入 
 労務情報を一元管理し管理部門の業務全般的な効率化を図ること、
また、採用関係書類のデータ申請化による紙資源の節減及び紛失等に
よる個人情報の流失リスクの軽減を目的に、人事・労務システムの導
入を検証し、令和 7年度からの導入を決定した。 
 
② Web会議の開催(継続) 
 新型コロナウイルス感染防止対策として、導入した Web会議につい
て、会議の内容を精査し、令和 6年度も継続的に取入れた。オンライ
ンにより会議を開催することで、職員の会場への移動に係るコストや
会議資料の電子化による紙資源の節減など経費の削減に繋がった。 
 
③ AI音声文字起こしシステムの導入 
 会議録、議事録の作成について、これまで IC レコーダー等に録音
した音声を聴き取りながら作成していたため、業務負担が高く、作業
時間が多くかかっていた。AI音声文字起こしシステムを導入したこと
で、会議録作成に係る作業時間を大幅に削減でき、業務の効率化が図
られた。 
 
④ 全職員共通のイントラネット(グループウェア)の積極的利用 
 風通しの良い職場を目指し、現在導入している全職員共通のイント
ラネットついて、使用方法の周知及び、使用ルールを共有するととも
に、各課及び個人のスケジュール登録を徹底し、情報の共有化を図っ
た。 

 

【その他目的を達成するために必要な事業(定款第4条第1項第4号)】 

1 関係団体等交流事業 

 (1) 財団関係団体等の交流事業 

事  業  名 内    容 

新春のつどい 

 本財団事業に係わる関係者や関係団体等が一堂に会し、新年を祝う

とともに、本財団の活動報告や各団体の指導者間の情報交換、親睦を

深めることを目的に開催した。 

 *対象  青少年･スポーツ･芸術文化の関係者や関係団体 
 *開催日 2025年 1月 15日(水) 
 *場所  藤沢市民会館第 1展示集会ホール 
 *参加人数  163人 
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2 みらい応援プロジェクト 

事  業  名 内    容 

みらい応援 
プログラム 

 みらい応援プロジェクトは、財団設立 10 周年を迎えた令和 2 年度に、本財団がこ

れまで築き上げてきた成果を生かし、これからの 10 年その先の未来に向けた持続可

能な組織の運営と事業の展開を図るために取り組む“みらい応援プログラム”を検討･

実施することを目的として発足した。 

 本プログラムの事業実施に向け、柔軟かつ新たな発想での事業企画及び財団のスケ

ールメリットを生かした横断的な事業展開を行うとともに、職員相互の交流、多角的

な視野を持つ職員の育成を目的に、令和 4年度に「未来プログラム実行委員会」に発

展し、令和 6年度についても精力的に活動を行った。 

 

事 業 名 内 容 

未来プログラム実行委員
会の取組について 

◆ホームページの改良 

 「みらいキッズイベント＆スクール」の運

用を前年度から継承し、各種事業内容につい

て、見やすさ親しみやすさを提供するため、

「年齢別」に各種事業を検索できるように努

めた。また、アンケートによる「事業に参加

されたお客様の声」を掲載し、より事業の内

容が分かりやすいポイントを押さえた事業案

内を発信した。 
 
 
◆みらい横断ウルトラスタンプラリーの実施 

 本財団マスコットキャラクターのみらぞう

を全面的に活用し、年間における各事業課の

事業参加によるスタンプラリーを実施し、未

就学児から中学生を対象とした各事業課の特

色あるイベントに横断的に参加する機会を提

供した。 

 スタンプラリーカード配布枚数（4152枚）3

ポイント達成者（118人）6ポイント達成者（14

人）10ポイント達成者（みらいマスター認定）

2人 
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事  業  名 内    容 

みらいサマース
クール 

【成果】 

 小学 4年生から小学 6年生までの藤沢市内の児童 36名が参加した。藤沢市との共

同事業として 2年目となることから、前年度の実施状況を検証し土曜日の開所をやめ

週 5日開所とし、専任指導員を 1人増やし 2名体制で実施した。夏休みの期間、安心・

安全な生活の場の提供と共に、財団の専門性を生かした活動を実施することができ

た。一人ひとりが自分のペースで過ごせる居場所づくりを心掛けることで、こどもた

ちが工夫して作り出す多彩な遊びと、仲間と一緒に行動する楽しい空間を提供するこ

とができた。自ら作り出すイベントでは、準備から片付けまで主体的に取り組むこと

で協働する楽しさと達成感が得られた。 

 各専門分野のノウハウを生かした多種多様な体験プログラムの中で、カヌーや水泳

のほか、水中で行うゲーム、水深の深いプールでの飛び込み体験は、技術を学び上達

することによる楽しさを伝えることができ、ウクレレ体験では専門家の指導により楽

器の演奏方法だけでなく、音楽を通してコミュニケーションを活発に行うことで、仲

間と一緒に演奏する楽しい時間を参加者全員で共有することができた。中学生との交

流では異年代とのかかわりで感じる親しみや刺激の中で、ゲームを通して全体を見て

自分の役割を意識するチームワークの大切さを知る機会となった。 

 参加児童、保護者から事業実施後のアンケート調査の満足度も高く、特に参加児童

は「カヌー体験やキャンプが楽しかった」という感想が多く、保護者からは、「メー

ル配信システムを通して活動状況を毎日欠かさずに送ってきたサマスク通信は日々

の活動をこどもと共有することができ安心と信頼に繋がった」という高評価を頂い

た。 

 
＊定員 36人(申込み 108人) 
＊就学援助世帯への減額措置を実施：対象者 1人  

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

R6年 7月 22日(月)～ 

R6年 8月 30日(金) 

秩父宮記念体育館 

他 

藤沢市との協働事業。夏休

みの期間こどもたちに安

全、安心な居場所を提供す

るとともに、各課の専門性

を生かした活動を実施。 

小学校 

4年～6年生 

36人 

30,000円 

(就学援助対

象者は 

10,000円) 
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Ⅰ 事 業 総 括 

 青少年を取り巻く環境は、家庭環境の多様化や経済格差等の影響により複雑化しており、いじめ、

不登校、ヤングケアラー、ＳＮＳ問題等の課題に対し、的確な対応が求められております。 

 このような社会情勢を踏まえ、本財団では藤沢市との連携をより一層密にするとともに、これまで

培ってきた関係団体やボランティアとの協力体制を強化し、地域が持つ力を活用した事業運営を推進

しました。併せて、職員の専門的な知識やスキルを生かし、こども一人ひとりの特性に応じた支援を

行うことで主体性や創造性を育み、安心して過ごせる居場所づくりに努めてまいりました。 

 青少年会館では、自習室利用者にＷｅｂアンケートを実施し、その結果を掲示するとともに新たに

参考書を購入する等、できることは速やかに対応し、受験生支援と自習室の利便性向上に努めました。

また、居場所事業の一環として不登校児童を支援しているＮＰＯ法人と連携して学校に通うことが難

しいこどもを受け入れる取組を実施し、「サードプレイス」としての機能を果たす居場所の提供を行

いました。 

 少年の森においては、ＳＮＳやリーフレット作成による事業周知を積極的に行い、藤沢市内唯一の

青少年野外活動施設としての魅力を広く発信しました。その結果、新規利用者の獲得及びリピーター

の増加に繋がり、年間の利用者数は昨年に引き続き過去最高を更新しました。 

 令和６年度は指定管理期間中の中間年度であるとともに、財団の運営方針に沿って策定した「経営

計画２０２４」の最終年となることから、着実に提案と計画を進めるため、その進捗状況の検証と達

成状況を客観的に把握し各事業を実施しました。児童館においては、放課後に安心して過ごせる居場

所の確保を目指し、「ランドセル来館」を２館で試行し、学校から直接児童館に来れるこどもたちの

受入れ体制を整えました。また、地域子どもの家では、施設内での飲食を利用者のニーズを踏まえて

本格実施し、より柔軟かつ快適な環境の提供に努めました。少年の森では新たな提案として地元の生

産者と連携しながら準備を進めた「森のマルシェ」を開催し、地域資源と青少年との新たな繋がりを

創出しました。そして、ナラ枯れ被害からの森の再生を目指し、植樹会等の環境保全にも積極的に取

り組み、持続可能な自然環境づくりにも寄与しました。 

 青少年の健やかな成長を支えるための環境整備として実施している「ボランティアステーション」

では、８５人の高校生以上の青少年登録者に対して、「青少年国際化推進事業」や「海とあそぼう」

などの事業において、様々な形式でのボランティア活動の機会を提供するとともに、「遊行寺に泊ま

ろう」では藤嶺学園藤沢中学校と聖園女学院中学校の生徒に、小学生参加者を引率する役割を担って

もらい、参加者だけでなく同校生徒にとっても、貴重な経験を提供することができました。 

 青少年部門の専門委員会である青少年育成委員会において、令和５年度から２年間にわたり、「こ

どもまんなか社会」の実現に向けた本財団が果たすべき役割について検討がなされ、具体的な提案が

示されました。今後はこの提案をより実効性のある施策として反映するよう、地域や青少年団体、ボ

ランティアと連携しながら、こどもたちにとって安全・安心な居場所づくりを、また、こどもたちの

「社会性」、「協調性」、自己肯定感を持った活力ある「生きる力」を育む施設を目指し、その役割

を果たしてまいります。 
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Ⅱ 事業の実施状況 

【青少年の健全な育成を目的とする事業(定款第4条第1項第1号)】 

１ 青少年健全育成活動の展開と基盤・環境づくりの推進 

 (1) 青少年の多文化理解・共生への支援 

事 業 名 内    容 

青少年国際化

推進事業 

【成果】 

 令和 6年度は実行委員会が中心となって企画・運営を行い、全 3イベントを実

施した。10 月に「ふじさわ国際交流フェスティバル」に模擬店を出店、12 月に

は「羽田空港で国際感覚 up！」にて実行委員で東京国際空港(羽田空港)を視察、

3 月にはインド出身の実行委員がインドを紹介する「NAMASTE TOGETHER(ナマス

テトゥゲザー)世界を知ろう！インド編」を実施するなど、イベントを通じて青

少年の国際感覚を養うことができた。 

＊委託先 青少年国際化推進事業実行委員会 

事業名・実施日・場所 内 容 参加者数 

第 21 回ふじさわ国際交

流フェスティバル 

 

R6年 10月 27日(日) 

藤沢駅北口 

サンパール広場 

模擬店を出店し、ポップコーン、フ

ライドポテトの販売を行うととも

に、「国際交流クイズ」、「どこか

ら来たの？世界地図シール」(世界

地図の自分の出身国にシールを貼

っていただく)を行い、多くの方々

に参加いただいた。また、ステージ

では実行委員会活動紹介を行い、実

行委員会の活動について周知した。 

9人 

(外国人2人) 

羽田空港で国際感覚 up! 

 

R6年 12月 15日(日) 

東京国際空港(羽田空港) 

日本と世界との玄関口である羽田

空港に行き、国際線がある第 2・第

3 ターミナルを中心に視察を行い、

青少年の国際的視野を養った。 

7人 
(外国人 2人) 

NAMASTE TOGETHER 

(ナマステトゥゲザー) 

世界を知ろう！インド編 

 

R7年 3月 8日(土) 

藤沢青少年会館 

インド出身の実行委員がナビゲー

ターとなり、世界人口 1位であるイ

ンドの生活様式や言語、文化や食べ

物等を紹介し、青少年が異文化に触

れることで、国際感覚を養った。ま

た 12 月に行った「羽田空港で国際

感覚 up！」の報告会を青少年が実施

し、実行委員会の活動を紹介した。 

40人 

(外国人10人) 
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 (2) 青少年の自立と社会参加を支援する体験活動の推進 

事 業 名 内    容 

小学生リーダ

ースクール 

【成果】 

 小学生が仲間とともに協働することを通じて、協調性や自主性、社会性などリ

ーダーとして必要な要素を学ぶことを目的に活動を行った。グループワークやレ

クリエーション、宿泊研修などの野外活動を行う中で、協調性や自主性が育まれ

た。また 8月には小中高リーダースクールが一堂に会し世代間交流を図った。 

 なお、参加者の指導、見守りについては、藤沢市青少年活動リーダーバンクか

らボランティアスタッフを派遣してもらうことで、ボランティアとの協働による

事業運営を行うことができた。 

＊協力 藤沢市青少年活動リーダーバンク 

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

R6年 6月 2日(日)～ 

R7年 3月 16日(日) 

藤沢青少年会館他 

オリエンテーション 

小中高合同交流会 

秋の祭典、宿泊研修 

修了式 等 

小学校 

5、6年生 

36人 

3,000円 

育成指導者 

研修 

【成果】 

 地域における青少年の育成活動を推進するために、青少年団体の育成者・指導

者を対象とした研修会を実施し、各地域で中心的に活動できる人材の育成を行っ

た。 

＊委託先 藤沢市子ども会連絡協議会 

実施日・場所 内 容 参加者数 

R6年6月16日(日) 

藤沢青少年会館 

全員協議会・育成者研修 

「みんな仲良くなれるかな？」 

(アイスブレイクとレクリエー

ション) 

52人 

(スタッフ含む) 

R7年2月22日(土) 

藤沢青少年会館 

育成者研修 

「子ども会どうしてる？」 

51人 

(スタッフ含む) 
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事 業 名 内    容 

中学生・高校生

リーダースク

ール 

【成果】 

(中学生) 

 参加者については、定員 25人を超える 39人の応募があったため、定員枠を広

げ 32 人で実施した。活動時期については、計画どおり 6 月から通年での開催と

した。活動内容は、愛川ふれあいの村での宿泊野外研修や秋の祭典での出店等、

様々な活動・体験を通じて人と人の繋がりを大切にするとともに、自主性・主体

性を学ぶ場を提供できた。 

(高校生) 

 参加者については、定員(30 人)で募集し、27 人で実施した。活動内容について

は、秋の祭典参加、マラソンボランティアなど事業内容の企画から当日の実施・

ふりかえりまで行い、責任感や自主性等を育むことができた。 
 

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

中学生 

R6年 6月 9日(日)～ 

R7年 3月 16日(日) 

藤沢青少年会館他 

 

高校生 

R6年 6月 16日(日)～ 

R7年 3月 28日(金) 

藤沢青少年会館他 

オリエンテーション(中・高) 

秋の祭典(中・高) 

マラソンボランティア(高) 

愛川ふれあいの村キャンプ(中) 

足柄ふれあいの村キャンプ(高) 

中学生 

32人 

 

高校生 

27人 

中学生 

2,500円 

 

高校生 

3,000円 

海とあそぼう 【成果】 

 青少年団体と海上保安庁湘南海上保安署の協力をいただき、カッターボートと

シーカヤックの漕艇体験、磯の生物観察を行った。申込みは定員 42 人のところ

132人と多くの応募があり、需要の高さがうかがえた。 

 藤沢の特徴である海をこどもたちが楽しみながら体験・学習ができる、貴重な

経験の場を提供するため、引き続き関連団体と連携して事業の継続を図る。 

＊協力 藤沢海洋少年団、藤沢市科学少年団、海上保安庁湘南海上保安署、 

    青少年ボランティアステーション 

＊就学援助世帯への減額措置を実施：対象者 3人 

 

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

R6年 7月 6日(土) 

江の島湘南港周辺及び

江の島ヨットハウス 

カッターボート、シー

カヤック漕艇体験 

磯の生物観察 

海の安全教室(中止) 

小学校 

5、6年生 

40人 

1,500円 

(就学援助対

象者は 500円) 
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事 業 名 内    容 

ヨットスクール 【成果】 

 実施場所は東京 2020 オリンピック競技大会セーリング競技会場となった江の

島ヨットハーバーで、藤沢市ヨット協会と連携して中・高校生を対象に漕艇体験

を行った。市内に住む青少年にとっても地元を知る良い機会となり、ヨットの楽

しさ、海の危険性について学ぶなど、ヨットを通じた自然体験活動を行うことが

できた。本事業は中・高生を対象とした数少ない事業であるため、藤沢の地理的

特性を生かしながら今後も継続していきたい。 

＊協力 藤沢市ヨット協会 

＊就学援助世帯への減額措置を実施：対象者 2人 

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

R6年 7月 28日(日) 

江の島湘南港周辺 

海の安全教室 

ヨット漕艇体験 

中学生 

高校生 

18人 

3,000円 

(就学援助対

象者は 

1,000円) 

ふじさわ文化

体験事業 

～遊行寺に泊

まろう～ 

【成果】 

 藤沢宿の歴史を学ぶことで藤沢への愛着心を育むとともに、お寺での活動、宿

泊体験を通じて規律、社会性を学ぶことができた。また、当日初めて顔を合わせ

た者同士が、1泊 2日の様々な活動を通して協調性を育むことができた。 

 応募については、定員 36人に対し、251人の申込みがあった。スタッフについ

ては、ボランティアの 4人に加え、班のリーダーとして、藤嶺学園藤沢中学校及

び聖園女学院中学校の生徒 7人が参加者と一緒に活動した。参加者だけでなく同

校生徒にとっても、貴重な経験を提供することができた。 

 

＊委託先 ふじさわ文化体験事業実行委員会 

＊就学援助世帯への減額措置を実施：対象者7人 

 

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

R6年 8月 6日(火)～ 

R6年 8月 7日(水) 

藤嶺学園藤沢中学校 

及び遊行寺、ふじさわ

宿交流館、旧桔梗屋 

ふじさわの歴史を学ぶ 

お寺の生活体験 

宝物館見学 

茶道体験 

写経体験 

小学校 

4～6年生 

36人 

5,000円 

(就学援助対

象者は 

1,500円) 
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事 業 名 内    容 

自然体験活動

～わくわく大

自然～ 

【成果】 

 自然の中で発育段階に応じた多様な体験活動として「フォトオリエンテーリン

グ・キャンプファイヤー・プラネタリウム・酪農体験」などを実施し、活動を通

じて他者と関わり、積極性や協調性を育むことができた。応募については、定員

36人に対し138人の申込みがあり、自然体験活動に関する関心は非常に高かった。 

 当事業を開催するにあたり、ボランティアの 8人に協力をいただき、事業の企

画・運営や班のリーダーとして、こどもたちと様々な形で活動し交流することが

できた。 

＊委託先 自然体験活動わくわく大自然実行委員会 

＊就学援助世帯への減額措置を実施：対象者 7人 

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

R6年 9月 21日(土)～ 

R6年 9月 22日(日)1泊2日 

静岡県立朝霧野外活動セ

ンター（静岡県富士宮市根

原１番地） 

事前研修 9月 15日(日) 

事後研修 10月 6日(日) 

藤沢青少年会館 

仲間づくり 

レクリエーション 

自然体験活動 

･フォトオリエンテー

リング 

･キャンプファイヤー 

･酪農体験  など 

小学校 

3、4年生 

36人 

8,000円 

(就学援助対

象者は 

2,500円) 

子ども・若者 

自立支援事業 

【成果】 

 藤沢・辻堂青少年会館にコーディネーターを配置し、フリースペース等に遊び

に来るこどもたちの活動を見守るだけではなく、一緒に卓球などを行ないながら

コミュニケーションを深め、こどもたち同士の交流を促進した。また、若者の支

援窓口である「ユースワークふじさわ」と連携し、コーディネーターを配置して

いる日に、自立を目指す若者をフリースペースサポーター(ボランティア)として

受け入れ、社会体験・就労体験等を通じた支援を行った。 

 

【フリースペースコーディネーター】 

  (藤沢青少年会館) 月 12回    年間 144日 

  (辻堂青少年会館) 基本週 1～2回 年間 59日(※コーディネーター) 

 

【フリースペースサポーター】(ユースワークからのボランティア) 

  (藤沢青少年会館) 

    実施日等：午後 3時から午後 5時まで 8月から 9月までの 4日間  

 

 

 

 

 

 

41



 (3) 青少年の健やかな成長を支えるための環境整備 

事 業 名 内    容 

青少年活動指

導者養成講座

(NEALリーダー

講習会) 

【成果】 

 青少年活動に必要不可欠である自然体験活動に関する知識や技術を習得する

資格取得講習会を行った。講座には小学校教諭や学生をはじめ、様々な職種、年

代の方 17 人が受講した。講義と実技を交えた 3 日間の講習後、資格認定試験を

受験し、全国体験活動指導者認定委員会が発行する自然体験活動指導者(NEAL)リ

ーダーの資格を取得した。 
 

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

R7年 2月 8日(土) 

R7年2月11日(火祝) 

R7年 2月 23日(日) 

      全 3回 

藤沢青少年会館 

・自然体験活動と指導者アイス 

ブレーカーとその効果 

・地球の歴史 

・自然活動のプログラム構成 

・子どもを守る救急法 

・安全管理の基礎知識 

・対象者理解の必要性と配慮 

・自然体験活動の意義  

18歳以上

の方 

17人 

4,000円 

みらい子ども

フェスタ 

(青少年) 

【成果】 

 辻堂青少年会館のまんがまつりではこども実行委員会を組織し、実行委員のこ

どもたちがアニメ上映会等のイベントを企画し、おまつりの運営に関わった。 

 みらい子どもフェスタ in 少年の森では、青少年団体及び青少年育成団体の代

表からなる実行委員会を組織した上で、各団体が催しを企画し、実施した。 
 

事業名・実施日・場所 内 容 参加者数 

プレーパーク特別編 

①R6年 4月 27日(土) 

②R6年 4月 28日(日) 

少年の森 

学習水田場を使用して「どろん

こ」遊び、廃材を使ったクラフト、

火おこしや園内散策等、少年の森

ならではの遊びを行った。 

プレーパーク 

① 150人 

②1,026人 

①は雨天開催 

まんがまつり 

R6年 5月 4日(土祝) 

辻堂青少年会館 

こども実行委員が企画から運営

を担い、16ｍｍアニメ上映会、ゲ

ームコーナー、Nゲージ展示、似

顔絵コーナー、工作コーナー、チ

ャリティバザー等を行った。 

326人 

みらい子どもフェスタ 

in 少年の森 

R6年 5月 5日(日祝) 

少年の森 

青少年団体・青少年育成団体企画

の事業、参加団体共同による事業 

＊委託先 

みらい子どもフェスタ in 

少年の森実行委員会 

2,401人 
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事 業 名 内    容 

青少年団体・青

少年育成団体

交流事業 

【成果】 

 青少年団体、育成団体より選出された団体交流実行委員会が、地域の相談窓口

として活躍するコミュニティソーシャルワーカー(CSW)を講師に招き、青少年と

の関わり等について講義いただくことで、現在、市内の青少年が抱える問題と、

その対応策について理解を深めた。講義後、そのテーマについてグループディス

カッションをすることで交流を深めた。 

＊企画 団体交流事業実行委員会 

事業名・実施日・場所 内 容 参加者数 

青少年団体交流事業 

R7年 2月 19日(水) 

コミュニティソーシャルワーカ

ー（CSW）と青少年との関わりに

ついて 

講師：藤沢市社会福祉協議会CSW   

松本美由紀 氏・北野範之 氏 

33人 

青少年ボラン
ティアステー
ション 

【成果】 

 市内在住、在学、在勤の 15歳(高校生)から概ね 30歳までの青少年にボランテ

ィア機会を提供するため、青少年ボランティア登録制度として、広く登録を周知

した。単発事業や宿泊事業等、様々な形式のボランティア活動の機会を提供する

ことができた。 

 令和 6年度登録者数  85人 

 主な受け入れ事業 

  青少年国際化推進事業、自然体験活動事業、ふじさわ文化体験事業、 

  海とあそぼう、あそびスタジオ 等 
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 (4) 青少年施設の活用 

事 業 名 内    容 

青少年施設にお

ける体験事業 

(青少年会館) 

(少年の森) 

(児童館) 

【成果】 

 本財団が指定管理者として管理運営する青少年施設において、それぞれの施設

の設置目的や地域の特性に沿った社会参加活動事業、自然体験活動事業及び子育

て支援事業等を実施した。 

 

① 青少年会館 

【藤沢青少年会館】 

【辻堂青少年会館】 

 

② 少年の森 

 

③ 児童館 

【大鋸児童館】 

【辻堂児童館】 

【鵠洋児童館】 
 

事業名 延べ参加者数 

あそびスタジオ・こども体験クラブ 他 

全 23事業 
17,539人 

事業名 延べ参加者数 

クラブ事業・居場所事業・伝承文化 他 

全 70事業 
15,803人 

事業名 延べ参加者数 

親子キャンプ塾 他  

全 33事業(うち 1事業中止) 
9,132人 

事業名 延べ参加者数 

夏祭りだ！ぎりっこワッショイ!! 他  

全 15事業 
3,208人 

事業名 延べ参加者数 

知ってる？自分でできること 他  

全 11事業 
3,860人 

事業名 延べ参加者数 

児童館のお助け隊・鵠洋レンジャー 他 

全 12事業 
5,352人 
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事 業 名 内    容 

青少年施設にお

ける体験事業 

(児童館) 

(地域子どもの

家) 

【辻堂砂山児童館】 

【石川児童館】 

 

④ 地域子どもの家 

【湘南台子どもの家】 

【片瀬子どもの家】 

【羽鳥子どもの家】 

【中里子どもの家】 

【藤沢子どもの家】 

【鵠沼子どもの家】 
 

事業名 延べ参加者数 

あいのたねプロジェクト 他 

全 11事業 
4,884人 

事業名 延べ参加者数 

夏休みのお楽しみ 他 

全 12事業 
3,594人 

事業名 延べ参加者数 

丸太小屋まつり 他 

全 5事業 
1,297人 

事業名 延べ参加者数 

片瀬こどもらんどまつり 他 

全 9事業 
1,514人 

事業名 延べ参加者数 

はとりんぼ大会 他 

全 7事業 
731人 

事業名 延べ参加者数 

ギネス大会 他 

全 8事業 
1,023人 

事業名 延べ参加者数 

Fプレイスまつり 他 

全 8事業 
2,128人 

事業名 延べ参加者数 

鵠っ子まつり 他 

全 4事業 
469人 
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事 業 名 内    容 

青少年施設にお

ける体験事業 

(地域子どもの

家) 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大越子どもの家】 

【大庭子どもの家】 

【六会子どもの家】 

【長後子どもの家】 

【鵠南子どもの家】 

【八松子どもの家】 

【本町子どもの家】 

【秋葉台子どもの家】 

【高谷子どもの家】 
 

事業名 延べ参加者数 

ギネスチャレンジ大会 他 

全 7事業 
423人 

事業名 延べ参加者数 

子どもの家まつり 他 

全 6事業 
588人 

事業名 延べ参加者数 

子どもの家まつり 他 

全 6事業 
268人 

事業名 延べ参加者数 

わんぱく城まつり 他 

全 6事業 
492人 

事業名 延べ参加者数 

七夕まつり 他 

全 5事業 
423人 

事業名 延べ参加者数 

クリスマス会 他  

全 4事業 
239人 

事業名 延べ参加者数 

季節のクラフト工作キット配布 他 

全 7事業 
1,952人 

事業名 延べ参加者数 

ちびパラまつり 他 

全 6事業 
800人 

事業名 延べ参加者数 

ゆうゆうランドまつり 他 

全 6事業 
536人 
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事 業 名 内    容 

青少年施設にお

ける体験事業 

(地域子どもの

家) 

【俣野子どもの家】 

【村岡子どもの家】 

【大道子どもの家】 
 

事業名 延べ参加者数 

お楽しみ会 他 

全 10事業 
465人 

事業名 延べ参加者数 

のびランまつり 他 

全 9事業 
647人 

事業名 延べ参加者数 

わくわくランドまつり 他 

全 9事業 
1,850人 
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2 青少年施設の管理運営 

 (1) 指定管理施設(青少年施設)管理運営 

事 業 名 内    容 

藤沢市青少年

会館管理運営 

(指定管理者) 

【成果】 

 藤沢市の青少年健全育成の中心的な施設として、体験活動を始めとする多種多

様な事業を展開し、体験の機会を提供した。また、より多くの青少年が居場所と

して利用できるよう、当日団体利用の無い部屋の貸出し等を行った。 

① 令和 6年度の主な取組内容 

取組 取組内容 

中学生の居場所づくり 

居場所コーディネーターを週に 2～3回配置、会
館指導員が毎日定期的に声掛けを行い、安心で
きる雰囲気づくりとこどもたち同士の交流の促
進を図った。 

若者運営委員会の開催 

高校生と大学生で構成され、青少年会館のより
良い運営」等について協議した。実際にイベン
トでは飲食ブースを出店し、地域住民・青少年
団体との交流を図った。 

もったいないネット 
～食品ロス Zero～ 

小･中学生が、主体的なアクションとしてフード
ロスや貧困に取り組む「もったいない」を合言
葉にした賞味期限が近い食料品を子育て世代家
庭への無料配布を実施した。 

学習支援事業 

夏休み・冬休みの長期休業期間に自習室開放を
行い青少年に勉強できる場を提供した。また、
新たに辻堂青少年会館に Wi-Fiを設置し、タブ
レット学習ができる環境整備を行った。 

こどもの生活支援への
取組 

夏休み期間の学習・生活習慣の習慣化を図るこ
とを目的に、食事の提供を加えた宿題応援事業
を実施した。実施回数を5回から10回に増やし、
1人でも多くのこどもを受け入れた。 

② 利用者総数 

■ 藤沢青少年会館   37,832人(令和 5年度 32,761人) 

区 分 人 数 区 分 人 数 区 分 人 数 

個
人
・
団
体
別 

個 人 12,427人 
居
住
別 

市 内 35,283人 

階
層
別 

大学生 2,062人 

市 外 2,549人 勤労青少年 1,598人 

団 体 25,405人 
階
層
別 

小学生 6,443人 指導者 2,304人 

中学生 5,251人 未就学児 1,125人 

高校生 4,736人 
その他

(一般含む) 
14,313人 

■ 辻堂青少年会館   20,937人(令和 5年度 18,141人) 

区 分 人 数 区 分 人 数 区 分 人 数 

個
人
・
団
体
別 

個 人 9,476人 
居
住
別 

市 内 18,136人 

階
層
別 

大学生 216人 

市 外 2,801人 勤労青少年 101人 

団 体 11,461人 
階
層
別 

小学生 8,968人 指導者 800人 

中学生 4,208人 その他 
(一般含む) 5,635人 

高校生 1,009人 
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事 業 名 内    容 

藤沢市少年の

森管理運営 

(指定管理者) 

【成果】 

 青少年団体や家族が野外活動を通して様々な体験活動ができる場や、青少年が

自然の中で自然体験や遊びができる居場所となるよう、藤沢市内唯一の野外活動

施設として、その役割を果たすべく施設運営を行った。また、青少年の健全育成

を推進するため、野外という環境を最大限に生かして青少年に体験活動の機会の

提供に努めた。 
 令和 5年度に引き続き、夏季期間における開園時間の延長や新規事業の取組、

Instagram・X(旧 Twitter)・LINEでも情報発信を行ったことにより、令和 6年度

も開園以降最多の利用者数を更新した。 

 

① 令和 6年度の主な取組内容 

取組 取組内容 

新規事業への取組 

今年度、新規事業として「木工教室(年 2 回)」
「天体観望会(年 2 回)」「森のマルシェ」「持
ち込み家族キャンプ」など様々な事業を開催し、
多くの方に参加していただいた。また、専門知
識のある関係団体とも連携を図り、各種事業を
実施した。 

都市緑化の推進 

少年の森の間伐を適切に行い「森のよみがえら
せ」を目的に、「森の再生(植樹会)や森林体験
学習、木のおもちゃ作り(4 回)、森のお仕事(3
回)」など様々な事業を実施するとともに、事業
用の薪や焚き火、薪ストーブの燃料として使用
し、森のサイクルを念頭に都市緑化の推進に努
めた。 

森のマルシェの実施 

北部地域の賑わいづくりを目的として開催し
様々な生産者はもちろん、趣味や特技を持ち寄
り、来場者も出店者もみんなが楽しめる「森の
マルシェ」を開催することができた。笑顔や会
話が弾ける少年の森を目指すとともに少年の森
のポテンシャルや魅力を市内外に発信した。 

地域連携 

・御所見文化祭(公民館祭り)では少年の森のブ
ースを設け、利用者や団体、地域の方々とコミ
ュニケーションを深め、少年の森のPRに努めた。 
・御所見小学校 3、4年生との意見交換を行った。
地域のこどもたちにとって、少年の森が今より
身近に感じられ「楽しく遊ぶ、学ぶ場」にする
にはどうすれば良いかなど、多くの貴重な意見
や提案をいただくことができた。 
・御所見まちづくり推進協議会と意見交換会を
実施し、少年の森での事業内容や管理・運営な
どを話し共有することができた。 

 

② 利用者総数   73,528人(令和 5年度 70,651人) 

ﾃﾞｲｷｬﾝﾌﾟ キャンプ 一般利用 多目的広場 宿泊研修施設 主催事業 

3,804人 238人 41,195人 17,502人 1,657人 9,132人 
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事 業 名 内    容 

藤沢市立児童

館管理運営 

(指定管理者) 

【成果】 

 児童館では、児童福祉法に基づく児童厚生施設としての役割に沿った事業や地

域の方々と協働・連携し、こどもたちの遊びの場や子育て支援の活動などの事業

を行った。 

 令和 6年度については、一部の児童館でランドセル来館を試行するなど、計画

していた事業を実施することができた。利用者総数については、増加傾向にある。 

① 令和6年度の主な取組内容 

取組 内容 

新規事業への取組 

児童館では、青少年育成の観点から多様
な事業を展開しているが、時代や地域の
ニーズを考慮した新しい事業展開を図
った。 

ランドセル来館の実施 

放課後の居場所を必要としているこど
もが、学校から直接児童館に来て過ごす
ことができるように、大鋸児童館と鵠洋
児童館の 2館で試行した。 

施設内での飲食の実施 

小学校の長期休暇期間において、孤食対
策やこどもの居場所として昼食を食べ
る場所や時間を定めて提供した。 

学習支援事業 

日ごろの宿題や長期休みの宿題など、地
域ボランティアの協力のもと、こどもの
学習支援を実施した。 

 

② 利用者総数        149,014人(令和 5年度 140,981人) 

■ 大鋸児童館        23,076人(令和 5年度 22,322人) 

幼児 
小学生 

中高生 おとな 
小計 

合計 
1･2年 3･4年 5･6年 一般 児童クラブ 

1,181 

人 

11,102

人 

7,062

人 

1,847

人 

123 

人 

1,761 

人 

9,667

人 

13,409 

人 

23,076 

人 

 

■ 辻堂児童館        35,343人(令和 5年度 36,842人) 

幼児 
小学生 

中高生 おとな 
小計 

合計 
1･2年 3･4年 5･6年 一般 児童クラブ 

3,108

人 

15,875

人 

8,950

人 

2,275

人 

159 

人 

4,976 

人 

17,648

人 

17,695

人 

35,343

人 
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事 業 名 内    容 

藤沢市立児童

館管理運営 

(指定管理者) 

■ 鵠洋児童館        30,602人(令和 5年度 26,465人) 

幼児 
小学生 

中高生 おとな 
小計 

合計 
1･2年 3･4年 5･6年 一般 児童クラブ 

3,588

人 

15,451

人 

5,391

人 

1,168 

人 

106 

人 

4,898 

人 

17,491

人 

13,111 

人 

30,602 

人 

 

■ 辻堂砂山児童館      33,179人(令和 5年度 33,675人) 

幼児 
小学生 

中高生 おとな 
小計 

合計 
1･2年 3･4年 5･6年 一般 児童クラブ 

4,050 

人 

14,326

人 

7,079

人 

1,302 

人 

495 

人 

5,927

人 

17,337

人 

15,842

人 

33,179 

人 

 

■ 石川児童館        26,814人(令和 5年度 21,677人) 

幼児 
小学生 

中高生 おとな 
小計 

合計 
1･2年 3･4年 5･6年 一般 児童クラブ 

4,018 

人 

9,273

人 

5,763

人 

2,742 

人 

335  

人 

4,683 

人 

17,705

人 

9,109 

人 

26,814

人 
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事 業 名 内    容 

藤沢市地域子

どもの家管理

運営 

(指定管理者) 

【成果】 

 地域子どもの家は、「地域市民との協働による管理運営」、「地域の子どもは

地域で見守り育てる」を基本理念のもと、地域のボランティアである運営委員会

や見守る人と連携・協力し、こどもたちの安全・安心な遊びの拠点、居場所を提

供した。 

 

① 令和 6年度の主な取組内容 

取組 取組内容 

ホームページのコンテ
ンツの充実及び「見守
る人」募集での活用 

「見守る人」の募集をホームページ上で周知した。 

施設内での飲食 

小学校の長期休暇期間において、中里、鵠沼、大
越、大庭、高谷、村岡の各子どもの家において、
孤食対策として普段は禁止されている利用者の館
内飲食を試行した。 

支援を必要とするこど
もたちの理解と連携強
化 

子どもの家関係者へ児童虐待に関する理解普及を
目的に、子ども家庭課を講師に招き、STOP！こど
もの虐待～藤沢市のこども虐待の現状とその対策
～」をテーマに全体研修会を実施した。 

 

② 利用者総数 270,488人人(令和 5年度 239,985人) 

施設名 湘南台 片 瀬 羽 鳥 中 里 藤 沢 鵠 沼 

人 数 15,767人 14,532人 12,222人 13,312人 33,108人 21,280人 

施設名 大 越 大 庭 六 会 長 後 鵠 南 八 松 

人 数 7,291人 12,184人 12,427人 10,977人 11,902人 12,631人 

施設名 本 町 秋葉台 高 谷 俣 野 村 岡 大 道 

人 数 12,983人 8,067人 18,014人 8,805人 16,790人 28,196人 

 
 

合 計 

270,488人 
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 (2) SL広場管理運営  

事 業 名 内    容 

SL広場管理運

営 

【成果】 

 SL 広場では蒸気機関車として走っていた SL「しおかぜ号」の屋外展示の他、

毎月ミニ SL運転会を開催し、多くのこどもたちが SLを通して普段は体験するこ

とができない機会を提供することができた。 

 SLまつりでは SL「しおかぜ号」の運転室開放やミニ SL乗車体験を実施した。 

 

① ミニ SL運転会の開催 

② SLまつりの開催 
 

実施日 内 容 延べ参加者数 

通年(原則毎月 1回) 

SL広場 
ミニSL・ミニ鉄道の乗車会 13,008人 

実施日 内 容 延べ参加者数 

R6年10月14日(月祝) 

ミニSL・ミニ鉄道の乗車会 

SL「しおかぜ号」運転室開放 

(午前10時～午後6時) 

2,462人 

 

 (３) 少年の森宿泊研修施設管理運営 

事 業 名 内    容 

藤沢市少年の

森宿泊研修施

設管理運営 

 少年の森での宿泊を伴う青少年の自然体験活動、青少年指導者等の研修のた

め、本財団が所有する宿泊研修施設「かわせみハウス」の管理運営を行った。ま

た通年での利用者促進を図るため、利用者が減少する冬期には、小学生を対象と

したキャンプも実施した。 

 また、施設内の研修ホールを宿泊だけではなく、青少年の活動や研修等で活用

した。 
 
 利用者総数   1,657人(令和 5年度 1,573人) 

団体数 幼 児 小学生 中学生 高校生 おとな 合 計 

84団体 127人 644人 65人 26人 795人 1,657人 

 

【施設概要】 

建物    木造 2階建 

施設内容  研修ホール、シャワールーム、宿泊室 定員 40人 

利用対象  18歳以下の方で 10人以上の団体やグループ 要指導者引率 

青少年健全育成を目的に研修を行う、10人以上の団体やグループ 
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3 その他 

 

【その他目的を達成するために必要な事業(定款第4条第1項第4号)】 

１ 物品販売事業 

 (1) 青少年施設での自動販売機設置・物品販売事業 

事 業 名 内    容 

自動販売機で

の清涼飲料水

等販売 

【成果】 

 藤沢・辻堂青少年会館、藤沢市少年の森、藤沢市立児童館(大鋸、辻堂、辻堂

砂山、石川)、藤沢市地域子どもの家(湘南台、鵠南、中里、村岡、片瀬、羽鳥、

大庭、長後、秋葉台)において、自動販売機での清涼飲料水等を販売し、施設利

用者へのサービス向上を図った。また、自動販売機業者から販売手数料を徴収し、

事業利益の一部は指定管理事業をはじめとする公益目的事業の実施にかかる費

用に充当し、その充実を図った。 

施設名 手数料収入額 自動販売機台数 

藤沢青少年会館 242,823円 2台 

辻堂青少年会館 147,258円 1台 

藤沢市少年の森 921,790円 4台 

藤沢市立児童館 177,218円 4台 

藤沢市地域子どもの家 926,448円 9台 

合 計 2,415,537円 20台 

レジャー用品

のレンタル 

【成果】 

 藤沢市少年の森において、手ぶらで来園して楽しんでもらえるよう、ワンタッ

チテントやレジャーシートをはじめとするレジャー用品等をレンタル物品とし

て用意し、利用者へのサービス向上を図った。 

施設名 区分 収入額 

少年の森 レンタル料 11,000円 
 

 

 

 

 

 

事 業 名 内    容 

広報・情報事業 【成果】 

 本財団のホームページにおいて、施設案内や事業の募集を随時更新し、情報提

供を行うことができた。SNSの活用については、藤沢市少年の森では、ブログ 

「もーりーブログ」・X(旧 Twitter)・Instagram、青少年会館では、X(旧 Twitter

「ふじさわみらいユース」)を活用し、施設や事業の情報をタイムリーに発信す

ることで、施設利用者や事業参加者の利便性の向上に努めた。 

 また、青少年会館と少年の森で実施する事業の情報を直接配信することができ

る LINE公式アカウント「ふじさわみらいユース」では約 480人の登録者に対し、

事業開催の情報提供を行った。 
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事 業 名 内    容 

キャンプ活動

用消耗品等物

品販売 

【成果】 

 藤沢市少年の森において、キャンプ活動に必要な消耗品等や野外炊事で使用す

る薪を販売し、施設利用者へのサービス向上を図るとともに、販売業者から販売

手数料を徴収した。 

 

施設名 区分 収入額 

藤沢市少年の森 

物品販売手数料 86,767円 

リネン手数料 15,736円 

合 計 102,503円 
 

青少年施設に

おける写真販

売 

【成果】 

 中学生リーダースクールとサマースクールの活動風景を撮影した写真につい

て、従来のプリント販売に加え、データ販売を追加し、利用者へのサービス向上

を図るとともに、自主財源の確保に向け、さらなる普及に努めた。 

 

 

 

 

施設名 手数料収入額 

藤沢青少年会館   67,085円 
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2 その他市受託事業 

 (1) 藤沢市から受託する青少年健全育成事業 

事 業 名 内    容 

藤沢市はたち

のつどい記念

事業 

 

【成果】 

 はたちのつどい実行委員会を設置し、実行委員 9 名が 6 月から月 1～2 回程度

集まり、第二部記念事業の企画や出演団体の調整、案内状の作成、SNS(X(旧

Twitter)、Instagram)での情報発信や当日配布パンフレットの作成等を行った。 

 また、藤沢商工会議所と藤沢市商店会連合会の協力により、対象者に市内飲食

店の割引やサービスを提供した。実行委員会の SNSによる周知で前年度を超える

参加者数となった。 

なお、当日参加できない方を対象に式典の様子をオンライン配信した。 

＊委託先 2025年藤沢市はたちのつどい実行委員会 

実施日・場所 内 容 参加者数 

R7年 1月 13日(月祝) 

藤沢市民会館 

大ホール他 

はたちを祝う集いを開催し、式典と記念

事業の実施 
2,965人 

親子ふれあい

コンサート 

【成果】 

 名曲を通して青少年の情操と共感する心を養うとともに、親子・異年齢の青少

年のふれあいの場を提供することを目的に実施した。新型コロナウイルス感染症

の影響により、令和 2年度から事前申込制に変更し、定員を超える 1,234人の応

募があった。客席で体を動かし、声を出し、身体全体で音楽を楽しむ親子の姿を

見ることができた。 

＊企画・運営 第 26回藤沢市親子ふれあいコンサート実行委員会 

 実施日・場所 内 容 参加者数 

R7年 2月 9日(日) 

藤沢市民会館 

大ホール 

親子で楽しめる唱歌や器楽の 

コンサート 
851人 

青少年体験学

習事業 

「ふじメシ 

～地元野菜の

収穫体験×オ

リジナルピザ

づくり～」 

【成果】 

 「ふじメシ～地元野菜の収穫体験×オリジナルピザづくり～」をテーマに、藤

沢市内の畑で事業協力農家から野菜の栽培や収穫・出荷までの流れを学び、こど

もたちが自らの手で各種野菜を収穫し体験した。また、収穫した野菜及び地元の

畜産物などを使い、オリジナルピザを作り食した。 

 藤沢市内にも畑があることやスーパー等に野菜が並ぶまでの過程を知ること

で、農業に携わる方々への感謝や自然の大切さを学び、一つひとつの食材や食事

自体を大切にする気持ちが育めた。 

＊委託先 青少年体験学習事業実行委員会 

実施日・場所 内 容 参加者数 

R6年 12月 21日(土) 

湘南台公民館他 

地元農家の協力のもと、畑での野菜の
収穫体験や収穫までの過程を学んだ。
また、自分の手で収穫した野菜や地元
の畜産物などを使い、オリジナルピザ
を作り食した。 

小学校 

5～6年生 

23人 
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Ⅰ 事 業 総 括 

 令和６年度はこども家庭庁が進めている「こどもまんなか社会」の実現に向けて、これまでの本財

団が掲げている「子どもが真ん中育てあい」の考えのもと、こどもたちが安心して楽しく生活できる

居場所づくりとして、更なる充実を目指して児童クラブ運営に取り組みました。 

 入所業務においては、翌年度からの入所に伴う提出書類の中で入所判定基準項目に追加があったた

め、入所担当とクラブ長との連携やブロック長を中心に伝達事項に漏れが無いように、各クラブのサ

ポートを行うなど、事務処理の確実な実施に向けて取り組みました。さらに、入所電子申請において

も利用者の入力項目をより分かりやすくするとともに、添付書類を大きく見やすくするなどのシステ

ム改修を行い、利便性の向上と事務処理の効率化を図りました。 

 児童クラブの施設整備については、浜見小学校１階の図工室を改装し、令和７年３月に辻堂砂山児

童館内から浜見児童クラブを移設し、その空いた場所に高砂小学校区の児童クラブとして、令和７年

度開所に向けて、空の子児童クラブの整備を行いました。 

 組織運営においては、近隣クラブで編成しているブロック数を６ブロックから９ブロックに細分化

し、ブロック長を９人に増やしました。このことにより、ブロックミーティングを開きやすくし、ク

ラブ長同士の意見交換や情報共有を円滑に図るとともにクラブ長が孤立しないように努めました。 

 防犯防災対策では、藤沢市青少年課街頭等指導員を講師に招き、全クラブ長を対象にロールプレイ

ングを交えた不審者対応防犯講話を実施しました。実施にあたっては、日頃こどもたちが過ごす児童

クラブを会場とし、避難方法や不審者対応時の注意事項など実演を交えた講習となり、こどもたちの

安全確保はもとより、従事する職員の安全対策も修得することができ、有意義な研修となりました。

また、避難訓練同様に不審者対応訓練もクラブにとって重要な取組であると再確認することができま

した。 

 全体事業においては、今年度も児童クラブ集会及び児童クラブ交流会を実施しました。児童クラブ

集会では、「子どものホンネ 大人のホンネ」をテーマとして、児童クラブのこどもたちが親や大人

に対して「何を思っているのか」、「何を望んでいるのか」のインタビュー動画を上映しました。そ

の上映を受けて、第１部ではパネリストによるディスカッションが行われ、第２部では参加者が小グ

ループごとに分かれ、意見交換を行いました。参加者からは、子どものホンネと向き合う貴重な機会

となったなどのご意見が寄せられ、好評のうちに終えることができました。 

 児童クラブ交流会では、屋外形式のオープンエア・コミュニティとして３回目を迎え、新たな試み

として、保護者や一般の皆さんがより楽しめるよう、児童クラブ恒例のリズムけん玉披露にボディパ

ーカッションを取り入れ、会場全体で盛り上げる工夫をしました。また、協賛企業によるブースの出

店や、保護者による実行委員ブースではコーヒーやお茶の提供があり、温かい飲み物を飲みながら会

話を楽しむなど、保護者同士の交流の場にもなりました。 

 その他にも各クラブでは、日頃のクラブ生活の発表の場として児童クラブまつりの開催や、デイキ

ャンプ、稲作体験など自然と親しむ内容の活動を行うなど、様々な活動を通してこどもたちの感性や

成長を育みました。 

 令和７年度も引き続き「こどもまんなか社会」の実現に向けて、こどもたちの意見を取り入れなが

らクラブ生活を過ごすとともに、学校や保護者、自治会・町内会など地域一体となって取り組み、笑

顔あふれるみらいを創造してまいります。 

58



Ⅱ 事業の実施状況 

【青少年の健全な育成を目的とする事業(定款第4条第1項第1号)】 

１ 放課後児童健全育成事業 

 (1) 児童クラブの管理運営 

事 業 名 内    容 

児童クラブの

管理運営 

【成果】 

 保護者が就労等の理由により、放課後等に家庭にいない児童のために、適切な

遊び及び生活の場を提供し、その健全な育成を図るため、保護者や地域住民の積

極的な協力得て、児童クラブの管理運営を行った。 

 また、前年度から活用している新規入所申請の課題を改善し、利用者の利便向

上と事務処理の効率化を図った。 

① 対象 

  小学校 1年生から 6年生までの放課後児童 

② 開設時間 

区 分 開 設 時 間 

通常授業時(月曜日～金曜日) 午後 0時 30分から午後 7時まで 

短縮授業時 午前 10時 30分から午後 7時まで 

学校長期休業日(土曜日含む) 
午前 8時から午後 7時まで 

学校行事等振替休日 

※午後 6時から午後 7時までは延長利用の申込みが必要(別料金) 

③ 活動内容 

 ・児童の安全と健康を守り、豊かな心を育てる。 

 ・遊びを通して自主性・社会性・協調性を培う。 

 ・生活の場を提供し、生活習慣を身につける。 

 ・家庭との日常的な連絡、情報交換を行う。 

 ・地域活動への参加等、地域の特性を生かした活動を行う。 

 ・その他、児童の健全な育成を助ける活動を行う。 

④ 入所児童数                       (単位：人) 

施設名 
期 首 

児童数 

期 末 

児童数 
増 減 施設名 

期 首 

児童数 

期 末 

児童数 
増 減 

どろんこ 70 70 0 おおぞら 60 59 -1 

風の子 62 46 -16 なかさと 50 44 -6 

杉の子 58 49 -9 つばめ 51 51 0 

チンチロ 60 55 -5 はやぶさ 68 56 -12 

芝の子 38 32 -6 いるか 75 59 -16 

どんぐり 49 38 -11 てんとう虫 49 45 -4 

コロリン 44 44 0 麦の子 60 60 0 

浜 見 42 33 -9 はばたき 60 48 -12 
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事 業 名 内    容 

児童クラブの

管理運営 
 

 

⑤ ICTの活用 

  入所電子申請に関わる内容等に変更が生じたため、システム改修を行った。 

施設名 
期 首 

児童数 

期 末 

児童数 
増 減 施設名 

期 首 

児童数 

期 末 

児童数 
増 減 

わんぱく 38 29 -9 そよかぜ 60 56 -4 

うさぎ 75 70 -5 すまいる 70 66 -4 

ありんこ 51 47 -4 やまびこ 52 39 -13 

ひまわり 70 61 -9 かがやき 60 56 -4 

つばさ 53 51 -2 ひだまり 60 46 -14 

ちびっこ 47 44 -3 こぐま 60 47 -13 

なかよし 53 44 -9 キラリン 60 60 0 

さくらんぼ 65 61 -4 菜の花 70 67 -3 

かもめ 38 38 0 虹の子 55 59 4 

ごしょみ 54 43 -11 かわせみ 60 53 -7 

いちょう 57 48 -9 第2どろんこ 45 38 -7 

小 羊 59 47 -12 あさがお 70 59 -11 

めだか 60 43 -17 ほしのこ 32 29 -3 

たんぽぽ 60 48 -12 海の子 60 56 -4 

たいよう 60 57 -3 コスモス 60 59 -1 

よつば 56 51 -5 森の子 60 57 -3 

さわやか 45 45 0 クローバー 54 49 -5 

ぽてんこ 60 48 -12 はちみつ 54 45 -9 

みつばち 45 45 0     

はすいけ 70 68 -2 合計 3,054 2,718 -336 

児童クラブ施

設 

 

【成果】 

 藤沢市放課後児童クラブ整備計画により、次の施設において、開設、移設、閉

鎖等を行った。 

① 施設の移設 

  浜見児童クラブ(浜見) 

② 施設の閉鎖に伴う原状復帰工事 

竹の子児童クラブ(八松) 
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事 業 名 内    容 

児童クラブ施

設 

施設所在地・設置小学校区 

施設名 所在地 
設置 

小学校区 
施設名 所在地 

設置 

小学校区 

どろんこ 鵠沼桜が岡 3-16-9 鵠 洋 はすいけ 鵠沼藤が谷 4-16-3 鵠 洋 

風の子 辻堂西海岸 2-1-14 高 砂 おおぞら 湘南台 2-13-8 4F 六 会 

杉の子 大庭 8323-5,6 善 行 なかさと 宮原 3557-1 中 里 

チンチロ 藤が岡 2-3-5 2F 大 道 つばめ 川名 256-13-202 新 林 

芝の子 羽鳥 4-10-7 明 治 はやぶさ 湘南台 6-5-18 湘南台 

どんぐり 片瀬 5-14-4 片 瀬 いるか 片瀬 5-18-18 片 瀬 

コロリン 弥勒寺 1-15-16 村 岡 てんとう虫 遠藤 641-3 滝の沢 

浜 見 
辻堂西海岸 2-1-14 
辻堂西海岸1-4-1 1F 

(3/3～浜見小移設) 
浜 見 麦の子 羽鳥 1-1-70 明治・羽鳥 

わんぱく 大鋸 976 大 鋸 はばたき 辻堂東海岸 2-6-18 辻 堂 

うさぎ 下土棚 524-1 富士見台 そよかぜ 亀井野 865-3 天神・六会 

ありんこ 遠藤 641-3 滝の沢 すまいる 長後 707 長 後 

ひまわり 湘南台 5-29-3 1F 湘南台 やまびこ 大鋸 976 大 鋸 

つばさ 辻堂東海岸 2-6-18 辻 堂 かがやき 本町 1-12-7 4F 藤 沢 

ちびっこ 石川 646-9 駒 寄 ひだまり 本鵠沼 2-4-27 鵠 沼 

なかよし 西俣野 2665-1 俣 野 こぐま 羽鳥 3-17-16 2F 羽 鳥 

さくらんぼ 高倉 2259-4 長 後 キラリン 弥勒寺 1-12-15 村 岡 

かもめ 川名 181-25 新 林 菜の花 下土棚 524-1 富士見台 

ごしょみ 宮原 3557-5 御所見 虹の子 大庭 8323-5,6 善 行 

いちょう 遠藤 3096-2 秋葉台 かわせみ 朝日町 3-3 大 道 

小 羊 羽鳥 4-5-28 羽 鳥 第 2どろんこ 鵠沼松が岡 5-9-4 鵠 洋 

めだか 白旗 1-4-11 大清水 あさがお 湘南台 5-29-3 2F 湘南台 

たんぽぽ 大庭 5062-1 小 糸 ほしのこ 石川 646-8 駒 寄 

たいよう 亀井野 495 六 会 海の子 辻堂 6-16-9 1F 高 砂 

よつば 鵠沼海岸 4-7-34 2F 鵠 南 コスモス 遠藤 3096-2 秋葉台 

さわやか 本町 1-9-1 藤 沢 森の子 羽鳥 3-17-16 1F 明治・羽鳥 

ぽてんこ 本鵠沼 2-4-27 鵠 沼 クローバー 鵠沼海岸 4-7-34 3F 鵠 南 

みつばち 石川 1-1-21 石 川 はちみつ 遠藤 2023-17 1F 石 川 
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事 業 名 内    容 

全体事業 

児童クラブ集会 

 

【成果】 

 「子どもが真ん中 育てあい」を恒久テーマに、保護者から事前に集めた「こ

どもに聞いてみたいこと」にこどもたちが答えていく動画を作成。当日は保護者、

運営委員、市内児童クラブ運営事業者等、児童クラブに関わる人たちが、一堂に

集い、動画上映とパネルディスカッションを実施した。パネルディスカッション

後は参加者が小グループに分かれて、活発な意見交換をすることで、参加者それ

ぞれが達成感を得ることができた。 
 

実施日・場所 内 容 参加者数 

R6年 6月 15日(土) 

大道小学校 

【第一部】 

  パネルディスカッション・動画上映 

  「子どものホンネ 大人のホンネ」 

 登壇者 

  村上 孝行 氏 

 (片瀬小学校前校長) 

  大橋 鉄雄 氏 

 (さわやか・かがやき児童クラブ運営委員長) 

  川合 由美子 氏 

 (そよかぜ児童クラブ保護者) 

  半田 絵美子 

 (はばたき児童クラブ前クラブ長) 

 

【第二部】意見交換 

  小グループに分かれて意見交換 

100人 

全体事業 

児童クラブ交

流会 

【成果】 

 財団の全児童クラブが、市内 2か所の公園に分かれ「オープンエア・コミュニ

ティ」と題した親子・地域の交流事業を行った。それぞれが趣向を凝らしたゲー

ムや工作を用意した。今年度は発表用ステージを設けたことで、華やかさや見ご

たえを感じるものとなった。前年度の実行委員から、参加者との更なる交流を求

める声があったため、実行委員ブースとして無料の飲み物の提供、遊びブースを

設けた。その結果、参加者との交流だけでなく、児童クラブ交流会を一緒に盛り

上げることができた。また児童クラブの活動を広く周知するために、地域や児童

クラブに関わりのある企業にも協賛を依頼し、賛同いただいた。 

 保護者やご家族、地域の方々に楽しんでいただき、財団が運営する児童クラブ

の紹介とこどもたちの様子をご覧いただくことができた。また、他の市内児童ク

ラブ運営事業者にもご案内し、藤沢市の児童クラブとして交流を図った。今後も

関わる人々の交流を大切に、更なる発展を目指す。 
 

実施日・場所 内 容 参加者数 

R6年 11月 16日(土) 

神台(シークロス)公園 リズムけん玉の発表、ゲーム、

工作など 

2,320人 

R6年 12月 7日(土) 

湘南台公園 
2,268人 
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事 業 名 内    容 

全体事業 

広報活動 

 

【成果】 

 各児童クラブから、毎月保護者に向けて、日頃の児童の活動の様子や今後の予

定等をお知らせするために児童クラブだよりを発行した。 

 児童クラブの機関紙「みんなあつまれ」は、保護者だけでなく関係者にも配付

し、児童クラブで大切にしている思いや願いを伝え、児童クラブへの理解を図る

ことを目的に発行した。 

 ホームページではこれから入所する児童の保護者を含め、広く児童クラブの存

在や活動内容を知ってもらうために、児童クラブでの遊びや生活について特集を

行った。 
 

区分・発行時期 内 容 発行部数 

各児童クラブだより 

月 1回以上 

児童の様子や行事についてお知らせ及び

報告等 

各児童クラ

ブの約

3,000世帯 

児童クラブ機関紙 

年 3回 

(7月、12月、3月) 

「みんなあつまれ」 

第 111号「食事作り」 

第 112号「いろいろあるよ!児童クラブの 

表現活動」 

第 113号「心を動かされる体験の共有」 

配付先 保護者、理事、評議員、 

    運営委員、小学校 他 

延べ

12,000部 

ホームページの更新 

児童クラブの紹介等 

  6月 児童クラブの入所歓迎会の様子 

  7月 児童クラブ集会の報告 

  9月 児童クラブの夏休み活動報告 

 11月 児童クラブ交流会の告知 

 1月 児童クラブ交流会の報告 

  3月 児童クラブまつりの報告 

 

児童クラブ入所申込の案内 

 10月 入所受付期間の案内 

    入所案内配付開始のご案内 

 11月 一次入所受付の案内 

 12月 二次入所受付の案内 

  1月 三次入所受付の案内 
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事 業 名 内    容 

自主事業 

自然体験活動 

 

【成果】 

 各児童クラブにおいて企画、実施した。「地域にある資源とその価値の掘り起

こしを行う日常における活動」と「豊かな自然の中でこどもの好奇心をくすぐる

ような、非日常における活動」を実施し、自然と親しむことで新たな発見や感性

を育み、豊かな成長を促すための取組を行うことができた。 
 

実施日・場所 内 容 

年間を通して、市内外

の各地で実施 

デイキャンプ、野外炊事、ネイチャーゲーム、ビーチク

リーン、田植え・稲刈り体験、ワークショップなど 

自主事業 

クラブまつり 

 

【成果】 

 コロナ禍の制限を受けない形での開催ができるようになった。開催時期につい

ては、近年課題となっている夏から秋にかけての気温上昇に伴い、小学校の運動

会の日程変更による影響を受けたり、同 11月 12月に開催される児童クラブ交流

会との区別化を図ったりしたことから、これまでの 10 月、11 月の開催が減り、

夏休み明けの 9月や、年明け 1月、2月に開催をするようになった。各クラブ、

まつりに向けた取組の年間活動計画にも変化があったが、適切なねらいや目的を

もって実施することができた。 
 

実施日・場所 内 容 

R6年 8月～ 

R7年 3月 
ゲームや工作、生活発表 

自主事業 

クラブ間 

交流会等 

 

【成果】 

 近隣の児童クラブが集まって、けん玉交流や遊びを通じた交流を行った。 

 (オンライン開催の行事も含む) 
 

実施日・場所 内 容 参加者数 

R6年8月6日(火) 

各児童クラブ 
けん玉リモート交流(オンライン) 

5児童クラブ 

220人 

R6年8月22日(木) 

新林小学校 

サマースクール交流 

スポーツ鬼ごっこ 

3児童クラブ 

60人 

R7年1月7日(火) 

村岡小学校 
けん玉交流 

6児童クラブ 

230人 

R7年1月7日(火) 

高砂小学校 

遊び交流 

(フットベース、ドッジボール、

大縄跳び、トランプ、オセロ、将

棋、マンカラ、けん玉、缶ゴマ） 

7児童クラブ 

251人 

R7年1月7日(火) 

湘南台小学校 
けん玉交流 

6児童クラブ 

272人 

R7年1月25日(土)  

藤沢駅地下広場 
ストリートパフォーマンス 

4児童クラブ 

   124人 

R7年3月18日(火)  

各児童クラブ 

けん玉・○×ゲームリモート交流

(オンライン) 

5児童クラブ 

228人 

R7年3月24日(月) 

大道小学校 
フットベース交流 

4児童クラブ 

61人 
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事 業 名 内    容 

その他 

自主事業 

 

 

事業名 内 容 

入所歓迎会 

 2年生以上が計画、準備を進め、当日は児童クラブの
生活の中で培った、けん玉の技やダンスなどを披露し、
手作りのプレゼントを用意して、新しい仲間を歓迎し
た。 

遠足 

 公共交通機関を使って市内外へ出かけた。プラネタリ
ウム、科学館見学やプログラミング、公園、スケート場、
野外活動広場などで、様々な体験をした。またアスレチ
ックや自然に触れ、仲間との感動を共有する時間となっ
た。こどもたちが公共交通機関を使いルールやマナーを
学ぶ機会となった。 

節目としての行事 

 こどもたちの児童クラブの生活がより豊かなものと
なることを目的に実施した。 
 体験を通してこどもたちが日本の伝統的な文化に触
れ、季節感を感じることのできる機会となった。 
 七夕飾り、大掃除、節分豆まき、ひなまつり工作等。 

地域と交流する活動 

 地域のまつりへの参加児童クラブは 20クラブ以上あ
り、日頃の活動の延長でもあるけん玉やダンスのステー
ジ発表や、工作のブースを出す等、地域の一施設として
知ってもらい、こどもたちのエネルギーを生かす活動を
行った。その他、地域の防災活動への参加や、またクラ
ブまつりでは地域の参加者と交流を通じ、地域と児童ク
ラブの関係を深める活動を実施した。 

防災・防犯 

 

 

事業名 実施日・場所 内 容 

防災防火訓練 

随時(年3回以上) 

各児童クラブ  

児童館と併設クラブは児童

館と合同開催 

 災害について学ぶ機会

とするとともに、災害が

発生した際に適切な行動

がとれるよう避難訓練を

行った。また、今年度は6

月に全児童クラブ一斉に

避難訓練を実施した。 

防災体験事業 

消防訓練 
各児童クラブ 

 消火器の使い方や 119

番通報の仕方を学んだ。

(参加希望クラブ) 

防災体験事業 

地震体験車 
各児童クラブ 

 地域ごとにまとまり、

年間を通して実施した。 

不審者対応防犯講話 
10月、11月、12月 

各ブロック会議にて開催 

 市街頭等指導員による

不審者対応及び対策につ

いてロールプレイングを

交えながら講話をいただ

いた。 
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事 業 名 内    容 

会  議 
 

 

会議名 内 容 

本課会議 

 管理職と本課職員により、児童クラブにおける事

務執行上の課題や重要事項について検討した。 

毎月 1回開催 

職員会議 

 本課職員及び全クラブ長が、事業及び会議の報告
や本課からの事務連絡、課全体の予定の確認など情
報共有を図った。また、今年度は入所事務連絡を確
実に行うため、10月に対面で行った。 
※4月、9月、10月、1月、3月を対面、他をオンラ
インと対面の併用で開催した。 

児童クラブ運営会議 

 今年度から新たに開催した。管理職とエリアマネ
ージャー、本課支援担当主査以上の職員、前年度ブ
ロック長職員により、ブロック長会議での課題等を
協議決定した。 

毎月 1回開催 

ブロック長会議 

 管理職と本課児童支援担当、ブロック長により、
児童クラブにおける重要事項について協議するとと
もに、組織的な課題について検討した。また、今年
度から児童クラブ運営会議を開催したため、毎月 2
回から 1回に変更した。 
原則 毎月 1回開催 

ブロック会議 

 市内 54クラブを 9つのブロックに分け、ブロック
長が中心となって、円滑な児童クラブ運営のための
意見交換と情報共有を図った。 
原則 毎月 1回開催 

ブロック 

ミーティング 

 今年度、試行的に 3 ブロックで実施した。ブロッ
ク会議のメンバーで構成され、ブロック会議の内容
についてのフォローアップやクラブでの困りごとや
悩み事など、ブロック内クラブが円滑に運営できる
ように情報共有を行った。 

毎月 1～2回程度開催 

児童クラブ 

ミーティング 

 児童クラブごとに、活動や児童指導、保護者対応
等について検討するとともに、各種会議の報告をし
情報共有を図った。 
毎月 2回開催 その他必要に応じ随時開催。 

運営委員長会議 

 各児童クラブの運営委員長へ、児童クラブの事業

や研修、収支予算等について説明及び報告を行った。

また、藤沢市職員にも出席いただき、児童クラブ整

備計画の説明や各児童クラブの状況等を報告してい

だき、情報共有を図った。 

年 2回開催(6月、1月) 

運営委員会 

 「地域のこどもは地域で見守り育てる」を基本に、自
治会長、民生委員、青少年指導員、学校長、保護者等の
方々で構成される運営委員会にて、行事の計画や報告等
を行い、助言や活動への支援をいただいた。 
年3回開催  

保護者懇談会 

 各児童クラブにてこどもたちの様子の報告や活動の
予定を説明し、保護者からの意見、感想などを「伝え、
聞く場」として開催した。  
年4回開催 
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【その他目的を達成するために必要な事業(定款第4条第1項第4号)】 

１ 物品販売事業 

 (1) 児童クラブにおける活動風景の写真販売等 

事 業 名 内    容 

児童クラブに

おける写真販

売 

【成果】 

 児童クラブの活動を撮影した写真を従来のプリント販売に加え、データ販売を

追加し、利用者へのサービス向上を図るとともに、自主財源の確保に向け、さら

なる普及に努めた。 
 

施設名 手数料収入額 

54施設 合計 1,278,085円 

折り込み広告 【成果】 

 利用者へ折り込み広告を配付し、サービス向上を図るとともに、自主財源の確

保に向け、周知拡大を図りさらなる普及に努めた。 
 

施設名 手数料収入額 

児童クラブ事務局 143,830円 
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Ⅰ 事 業 総 括 

 令和６年度は、藤沢市及び関係団体等と連携し、「藤沢市スポーツ都市宣言」及び「藤沢市スポー

ツ推進計画２０２９」に基づいた施策に取り組み、市民一人ひとりが「いつでも・どこでも・だれで

も・いつまでも」スポーツを楽しめる環境づくりを推進し、スポーツ実施率の向上及び施設利用者数

の拡大に努めました。 

 事業については、こどもから高齢者まで幅広い世代のニーズに応じた多種多様なスポーツ教室を実

施し、市民の体力向上・健康増進を図りました。また、「こどもまんなか」を意識した様々なイベン

トを通じて、こどもたちの成長を支援しました。これまで新型コロナウイルス感染症拡大の影響によ

り延期となっていた「みらリンカップ」の記念すべき第１回大会を開催し、職員が考案した競技性の

高いオリジナル種目による市内の小学生スポーツナンバーワンを決定しました。恒例の「みらい子ど

もフェスタ」では、今回から開催日や会場を調整し、鵠沼運動施設と秋葉台運動施設の２会場に集約

することで、実施イベントのより一層の充実を図ることができました。また、藤沢市に活動拠点を置

くプロスポーツチームと協働した教室事業やイベントを開催し、トップアスリートと触れ合う機会を

提供することで、スポーツへの関心を高めるとともに、地域スポーツの推進に努めました。その他に

も、地域住民を対象とした地域感謝祭などのイベントを開催し、地域の皆様とともにスポーツ施設の

魅力を広く発信しました。 

 藤沢市からの受託事業では、学校プール集約化に伴う校外水泳授業について、施設近隣３校の授業

を秋葉台公園プール及び八部公園プールにて実施しました。また、中学校部活動の地域移行への取組

について、滝の沢中学校陸上競技部及びバドミントン部、湘洋中学校女子サッカー部をモデルケース

とし、指導者の研修会や情報交換会なども実施しながら、新たな部活動の在り方を検証しました。 

 市民及び地域との連携については、鵠沼運動施設事務所と秩父宮記念体育館が合同で設置した施設

運営委員会において、地域の方々との意見交換を通じて、地域に密着した施設運営について検討しま

した。また、秋葉台運動施設事務所では藤沢北警察署警備課と施設運営協力会を構成し、地域の防犯

について連携を図り、市民の憩いの場である公園施設の安全管理に努めました。 

 関係団体との連携については、藤沢市障がい者スポーツ連絡協議会に加えて、新たに藤沢市体育協

会及び藤沢市レクリエーション協会の事務局を藤沢市から引き継ぎ、相互の連携も図りながら各団体

の事業について効果的な実施に努めました。 

 地域特性を生かしたスポーツ活動の推進については、藤沢市の魅力を全国に向けて発信できるイベ

ントとして、全日本中学生ビーチバレー大会や湘南藤沢市民マラソンを開催しました。とくに、湘南

藤沢市民マラソンは、初めての日本陸上競技連盟公認コースのハーフマラソンを開催することができ

ました。期日前に定員に達するなど人気も高く、次回以降も地域に根差した大会として実施してまい

ります。 

 施設管理運営については、熱中症対策をはじめ、安全で快適な施設利用を推進するために、藤沢市

と連携して適切に施設の改修を行いました。空調設備や温水洗浄便座の洋式トイレを設置するなど、

利用者の満足度と利用率の向上に努めました。 

 最後に、令和６年度は３年間の指定管理期間の最終年として、計画した事業を完了させるとともに、

運営課題を整理したうえで、次期に向けて新たなサービスを盛り込んだ事業計画を提案しました。あ

らためて指定管理者として市民ニーズを的確に把握し、施設をどのように管理し運営していくべきな

のかを意識する機会となりました。令和７年度からも引き続き指定管理者として選定いただいたこと

から、引き続き管理施設を拠点に、地域や関係団体と連携を図り、市民のスポーツ活動を推進してま

いります。 
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Ⅱ 事業の実施状況 

【市民の健康づくりと生涯スポーツの推進を目的とする事業(定款第4条第1項第2号)】 

１ 各種スポーツ教室・大会等の開催 

 (1) 各種スポーツ教室の開催 

事 業 名 内    容 

スポーツ教室 【成果】 

 幅広い年齢層の方と障がいのある方も参加できる市民の多様なニーズに対応し

た教室及び講習を実施した。 

 

合計 294教室実施 

■秩父宮記念体育館 

 

■鵠沼運動施設 

 

■秋葉台運動施設 

 

■石名坂温水プール 

※9月以降のプール教室については、工事のため一部を秋葉台プールで開催した。 

■全施設合計 

＊就学援助応援プログラム(就学援助世帯への減額措置) 

 78教室にて実施を計画 

 48教室実施：対象者 101人(全参加者 1,220人中 8.27％) 

 

 

 

 

 

 

教室名 受講者数 延べ受講者数 

ゆったりシニアヨガ 他 

全 84教室 
12,357人 18,134人 

教室名 受講者数 延べ受講者数 

個人スイムレッスン他 

全 80教室 
10,132人 18,911人 

教室名 受講者数 延べ受講者数 

夏休み小学生ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝ体験 他 

全 84教室(ｻｲｸﾙｵｰﾌﾟﾝ､ﾗﾝﾊﾞｲｸ含む) 
11,747人 18,726人 

教室名 受講者数 延べ受講者数 

小学生年間教室 2024 他 

全 46教室 
1,662人 8,742人 

教室数 受講者数 延べ受講者数 

294教室 35,898人 64,513人 

秩父宮 就学援助対象 15教室   対象者受講   9教室 13人/193人    

鵠沼     〃   28教室     〃     21教室 47人/653人 

秋葉台    〃   27教室       〃 18教室 41人/374人 

石名坂     〃    8教室       〃   0教室 0人/  0人 

71



事 業 名 内    容 

開放事業 

(有料) 

個人使用 

【成果】 

 多様な市民ニーズに対応した個人種目の日時を設定し、有料開放を実施した。気

軽にスポーツに親しむことができるよう、定期的な活動の場を提供することで、市

民のスポーツ実施率の向上及び生涯スポーツの推進が図られた。 

■秩父宮記念体育館(主に 9種目) 

 

■秋葉台文化体育館(主に 6種目)  

 駐車場スペースを有効活用し、こどもたちのコミュニケーションを図る場と自転

車の交通安全意識の向上を図る場として開放を実施した。(秋葉台運動施設) 
 

実施種目 実施回数 利用者数 参加費 

バドミントン 39回 1,456人 

1回 

大人 

200円 

こども 

100円 

ソフトテニス 21回 194人 

バスケットボール 14回 285人 

バウンドテニス 19回 264人 

卓球 39回 1,055人 

弓道 24回 281人 

太極拳 21回 289人 

剣道 17回 80人 

武道全般 中止 0人 

アーチェリー 12回 44人 

武道室臨時 185回 325人 

合 計 4,273人  

実施種目 実施回数 利用者数 参加費 

ソフトテニス 17回 218人 

1回 

大人 

200円 

こども 

100円 

バドミントン 20回 985人 

卓球 82回 4,786人 

弓道 21回 241人 

アーチェリー 19回 70人 

バスケットボール 37回 1,043人 

柔剣道場(臨時使用) 121回 231人 

合 計 7,574人  

開放事業(有料)合計 12,168人 

実施種目 実施回数 利用者数 参加費 

サイクルオープン Day 3回 302人 1回 

こども 

200円 ランバイク体験 8回 19人 

合 計 321人  
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事 業 名 内    容 

開放事業 

(無料) 

【成果】 

 インクルーシブスポーツやパラスポーツの普及等を目的に、ローリングバレーボ

ール、パラバドミントン、ボッチャ、パラ卓球の会場として定期的な開放を実施し

た。(秩父宮記念体育館) 

 スポーツを通じて身体機能の活性化を図る場として、障がいのある方を対象に、

月 2回(7月を除く)テニスコート 1面の無料開放を実施した。(八部公園) 

 

 

 こどもたちの体力低下が著しく社会問題となっている昨今、遊びを通じて体力向

上を目的に毎月第 2日曜日(7・8月除く)を「子どもプール無料開放日」とした。 

 

 小中学生のスポーツ教室参加者を対象に、教室を欠席した日数分を「施設利用券」

として還元する「一般遊泳振替制度」を設け、施設利用の促進とこどもの体力向上

に努めた。 
 

実施種目 施設名 実施回数 利用者数 

ローリングバレーボール 秩父宮記念体育館 12回 196人 

パラバドミントン 秩父宮記念体育館 12回 155人 

ボッチャ 秩父宮記念体育館 12回 141人 

パラ卓球 秩父宮記念体育館 12回 103人 

ふれあいテニス開放 
八部公園 

人工芝テニスコート 
19回 199人 

合 計 67回 794人 

緑の卓球台(屋外) 
秩父宮記念体育館 345日 

随時利用可能 

秋葉台公園 345日 

施設名 実施回数 利用者数 

八部公園プール 10回 1,178人 

秋葉台公園プール 10回 867人 

石名坂温水プール 

(※9月以降は天井工事休館のため実施せず) 
3回 307人 

合 計 23回 2,352人 

施設名 振替制度利用者数 

八部公園プール 107人 

秋葉台公園プール 68人 

石名坂温水プール 12人 

合 計 187人 
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事 業 名 内    容 

ベビースイム

Day 
 

【成果】 

 水の入替え清掃前の休館日を活用し、一般開放時には遊泳することができない乳

幼児を対象にプール開放を実施した。 
 

実施日・場所 参加者数 

R6年 9月 9日(月) 
秋葉台公園プール 

乳幼児59人、保護者69人 
計128人 

R6年 9月 17日(火) 
石名坂温水プール 

※天井工事休館のため、開催中止 

R7年 3月 10日(月) 
秋葉台公園プール 

乳幼児49人、保護者66人  
計115人 

合 計 243人  

敬老の日・スポ

ーツの日無料開

放 

【成果】 

 敬老の日には 60歳以上の利用者を対象に、また、スポーツの日には全利用者を

対象に、各施設の個人使用を無料開放とし、市民がより運動に親しめる環境づくり

に努めた。 

※秋葉台公園の敬老の日はサウナ・浴室が臨時休館 

※石名坂温水プールは 9/2(月)～3月末に天井工事のため休館  

施設名 
敬老の日

利用者数 

スポーツの日 

利用者数 

秩父宮記念体育館トレーニング室 74人 218人 

八部公園トレーニングルーム・プール・サウナ 260人 528人 

秋葉台公園トレーニングルーム・プール・サウナ 135人 394人 

石名坂温水プール ※天井工事休館のため実施なし － － 

合 計 469人 1,140人 

障がい者プール

開放 

(プール障がい

者無料開放) 

【成果】 

 プールを通じたインクルーシブスポーツの推進として、障がいがある方の多様な

スポーツ活動や身体運動の促進を目的に本事業を企画し、水に親しむ機会の提供を

計画したが、石名坂温水プールが天井工事のため休館となったことから、実施するこ

とができなかった。 

 

 

実施日・場所 参加者数 

R7年 2月 16日(日) 
石名坂温水プール 

※天井工事休館のため、開催中止。 

合 計 －  
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事 業 名 内    容 

関連団体等との

連携による健康

づくり事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■藤沢市保健医療財団・慶應義塾大学大学院健康マネジメント研究科・スポーツ医

学研究センター及び日本体育大学との事業連携 

【成果】 

 藤沢市における健康寿命の延伸と健康格差の縮小を図るため、相互協力のうえ、

身体活動促進による QOLの向上及び、健康増進に寄与することを目的に令和 6年度

も『事業連携に関する覚書』を藤沢市保健医療財団、慶應義塾大学健康マネジメン

ト研究科・慶應義塾大学スポーツ医学研究センター、日本体育大学と締結した。 

 具体的には相互の事業連携による組織強化とそれぞれの専門性を共有し、幅広い

見識を持った人材の育成を推進することで地域の健康づくりに寄与することを目

的に情報交換や連携事業を行った。また、慶應義塾大学スポーツ医学研究センター

が中心となって取り組んでいる『慶應スポーツ SDGs』との協働事業として藤沢オン

ラインラジオ体操を実施して、自宅に居ながら気軽に実践できる継続的なラジオ体

操の機会を多くの市民に提供し、大きな反響を得ることができた。 

 日本体育大学との包括連携協定では、相互の人的資源の活用を通じて生涯スポー

ツ推進のマネジメント実習を受入れ、次世代の育成に寄与した。 
 

実施日 事業名 参加者数 

R6年 8月 1日(木)～ 

R6年 8月 5日(月) 
慶應オンラインラジオ体操 

Zoom：  72人 

YouTube：約 80人 

①R6年 5月 31日(金) 

②R6年 6月 25日(火) 

日本体育大学指導者派遣 

スポーツ・健康マネジメント研究

室ゼミ「生涯スポーツ論」 

① 1人 
(オンライン授業)  

② 1人 
(オンデマンド配信) 

①R6年 6月 15日(土) 

②R6年 9月 21日(土) 

日本体育大学公開講座職員受講 

①短距離走教室  

②子ども運動チャレンジ教室 

①  4人 

②  3人 

①R6年11月24日(日) 

②R7年 1月 26日(日) 

日本体育大学実習生受入 

①パラスポーツフェスタ 

②湘南藤沢市民マラソン 

①  6人 

② 11人 

介護予防推進事業 ■藤沢市保健医療財団連携協定 受託事業支援(秩父宮記念体育館) 

 

■藤沢市いきいきシニアセンター『健康づくり運動講座』への指導者派遣 

施設名 回 数 派遣期間 派遣指導者数 

やすらぎ荘 6回 

4月～3月実施 

延べ 6人 

湘南なぎさ荘 6回 延べ 6人 

こぶし荘 6回 延べ 6人 

合 計 18回  延べ 18人 
 

実施日 支援事業名 

R6年 5月 23日(木) 
ふじさわオリジナル体操講習会 

(藤沢市保健医療財団 藤沢市健康づくり課受託事業) 

R6年 7月 11日(木) 

R6年 11月 28日(木) 

藤沢市ラジオ体操指導者講習会 

(藤沢市保健医療財団 藤沢市健康づくり課受託事業) 
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事 業 名 内    容 

トレーニングル

ームの運営 

① 登録講座 

【成果】 
 利用者が安全に正しいトレーニングを実施し、快適に施設を利用できるように努め
た。また、3施設での登録カードの共通化及び登録データの共有化も定着し、さらに
安定的で効率的な管理運営が図られた。 

施設名 回 数 実施期間 参加者数 

秩父宮記念体育館 109回 

R6年 4月～ 

R7年 3月 実施 

1,048人 

鵠沼運動施設 143回 1,277人 

秋葉台文化体育館 108回 847人 

合 計 360回  3,172人 
 

② プログラムの提供 

【成果】 

 トレーニング登録者を対象とし、トレーニングルームの継続使用を促進するた
め、幅広い講座内容と効率的なトレーニング方法を提供し、市民の健康ライフをサ
ポートした。 

■秩父宮記念体育館 

教室名 回 数 実施期間 参加者数 参加費 

体成分測定・印刷 133回 
R6年 4月～ 

R7年3月随時 
133人 100円 

合 計 133人 13,300円 

■鵠沼運動施設 

教室名 回 数 実施期間 参加者数 参加費 

パーソナルトレーニング 659回 

R6年 4月～ 

R7年 3月 

随時予約制 

659人 3,000円 

体成分測定・印刷 67回 
R6年 4月～ 

R7年3月随時 
67人 100円 

合 計 726人 1,983,700円 

■秋葉台運動施設 

教室名 回 数 実施期間 参加者数 参加費 

パーソナルトレーニング 109回 

R6年 4月～ 

R7年 3月 

予約制 

109人 3,000円 

体成分測定・印刷 80回 
R6年 4月～ 

R7年3月随時 
80人 100円 

合 計 189人 335,000円 

■トレーニングルーム年間利用者数 

施設名 利用者数 

秩父宮記念体育館 50,912人 

鵠沼運動施設 50,789人 

秋葉台文化体育館 42,237人 

合 計 143,938人 
 

76



事 業 名 内    容 

地域プロスポー

ツチームとの協

働教室事業 

【成果】 

 藤沢市を拠点とするプロスポーツチームと各種教室等を協働で開催し、次世代を

担うこどもたちに、トップアスリートと触れ合う機会を提供することで、スポーツ

への関心を高めるとともに、スポーツ推進に努めた。 

■湘南ユナイテッド BC バスケットボールスクール 

 

※第 1期から第 4期までで期毎に開催しており、参加者数は各期の合計人数。 

■神奈川フューチャードリームス公式チアパフォーマンスチーム「Dream Girls」

チアダンススクール(市受託事業) 

※7月上旬から 10月下旬までの週 1回の開催で参加者数は全 16回の合計人数。 

■神奈川フューチャードリームス ベースボールスクール(対象:小 1年～3年) 

 

※10月末から 12月上旬までの週 1回の開催で参加者数は全 6回の合計人数。 

実施期間 回数 場 所 参加者数 

R6年 4月～R7年 3月 
3期36回 

4期48回 
秩父宮記念体育館    223人 

R6年 5月～R7年 2月 3期30回 秋葉台文化体育館    98人 

実施期間 回数 場 所 参加者数 

R6年 7月～R6年 10月 全 16回 
秩父宮記念体育館 

4階 軽体育室 
221人 

実施期間 回数 場 所 参加者数 

R6年10月～R6年11月 6回 八部公園野球場   70人 

スポーツ講演

会・クリニック

の開催 

■湘南ユナイテッド BCバスケットボールクリニック(市受託事業) 

【成果】 

 市内の小学生がプロバスケットボールチーム「湘南ユナイテッド BC」のトップア

スリートから、直接指導が受けられる機会を提供した。 

＊主催：藤沢市バスケットボール協会、本財団 

 協賛：スポーツデポ、アイスコ 

 講師：湘南ユナイテッド BC 所属選手 

 

■小田急ビーチバレーボールクリニック(講師：森川太一氏、鬼頭幸子氏) 

【成果】 

※台風 7号の接近に伴うスケジュール変更のため中止となった。 

 主催：全国中学生ビーチバレー大会実行委員会 

協賛：小田急財団 

実施日 場 所 参加者数 

R6年 8月 6日(火)  秩父宮記念体育館 84人 

実施日 場 所 参加者数 

R6年 8月 17日(土) 鵠沼海岸ﾋﾞｰﾁﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｿﾞｰﾝ － 
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事 業 名 内    容 

スポーツ講演

会・クリニック

の開催 

■湘南ベルマーレフットサルクリニック 

＊主催：本財団 

 協力：株式会社小田原スポーツマーケティング 

 

■令和 6年度 第 40回 スポーツ人の集い(講師:木村敬一氏) 

【成果】 

 東京パラリンピックに続き、パリパラリンピックでは日本新記録で連覇を果たし

たパラ水泳金メダリストの木村敬一氏を招き、『パリ大会での金メダル獲得とスポー

ツの力』~共生社会の実現に向け、今、できること ~をテーマに講演いただき、大き

な反響があり、好評だった。 

 主催：藤沢市体育協会、藤沢市 

 共催：本財団 

実施日 場 所 参加者数 

R6年 9月 15日(日) 秋葉台文化体育館 50人 

実施日 場 所 参加者数 

R7年 2月 22日(土) 藤沢市民会館 小ホール 約 280人 

日本赤十字社正

規講習会 

【成果】 

 日本赤十字社が普及事業として展開している各正規講習会を、本財団が主催事業

として開催した。 実施場所：秋葉台運動施設 

実施日 講習内容 参加人数 参加費 

R6年 9月 3日(火)～9月 6日(金) 

            4日間 
水上安全法 18人 4,500円 

(財団分 2,300円) 

R7年2月 9日(日)、2月 15日(土)、 
2月 16日(日)      3日間 

救急法 23人 4,500円 
(財団分 900円) 

合 計 41人 62,100円 
 

ジュニアのため

のスポーツ栄養

講座 

(市受託事業) 

■ジュニアのためのスポーツ栄養講座 

【成果】 

 ジュニアアスリートとその指導者や保護者を対象にケガの予防や身体づくりの

基礎となる栄養の知識を専門のスポーツ栄養士から学ぶ機会を提供し、東京 2020

オリンピック・パラリンピック競技大会からのレガシー事業のひとつとして開催し

た。コロナ禍で本領を発揮したオンライン講座のメリットに鑑み、3年ぶりにオン

ライン開催とし、定員の 2倍以上の申込みがあったが、手軽さゆえに当日のキャン

セルも嵩み、課題を残す結果となった。 

＊主催：藤沢市、藤沢市教育委員会  

共催：特定非営利活動法人湘南栄養指導センター、本財団 

実施日 場 所 参加者数 

R7年 3月 15日(土) オンライン配信（Zoom） 41人 
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 (2) スポーツ大会・イベント等の開催 

事 業 名 内    容 

興行的イベント ■2024年春巡業第 29回大相撲藤沢場所 

【成果】 

 日本の国技である大相撲を「みるスポーツ」として市民に提供するため、興行の

開催に協力した。また、日本赤十字社による献血キャンペーンも実施され、社会貢

献活動の一環として全面的に協力した。(献血者数：903人) 

＊主催：大相撲藤沢場所実行委員会 

 後援：神奈川県、藤沢市、藤沢市教育委員会、本財団等 

■湘南ユナイテッド BC 2024-2025シーズン B3リーグ公式戦 

【成果】 

 湘南ユナイテッド BCのホームタウンとしてホームゲームを開催し、地元プロチ

ームをサポートしながら、まちのにぎわい創出に寄与した。 

■新日本プロレス藤沢市愛の輪福祉基金チャリティー藤沢大会 
 

実施日・場所 事業名 観覧者数 

R6年 4月 13日(土) 
秋葉台文化体育館 

第 29回春巡業 大相撲藤沢場所 5,300人 

実施日 開催試合数 観覧者数 

R6年 9月 27日(金)～ 
R7年 3月 15日(土) 

秋葉台文化体育館  6試合 

秩父宮記念体育館  6試合 

秋葉台 5,190人 
秩父宮 6,609人 
計 11,799人 

実施日 場所 観覧者数 

R6年11月23日(土祝) 秩父宮記念体育館 1,403人 

ビーチバレー 

ボール３大会 

【成果】 

 ビーチバレー国内発祥の地として藤沢市の特性を生かしたローカル大会を開催

した。新型コロナウイルス感染症の影響もなくなり、市外からも多くの申込みがあ

り、特に初心者を中心に楽しみながらビーチスポーツに親しむ機会を提供できた。

鵠沼海岸の夏の風物詩としてにぎわいを創出した。 

＊主催：藤沢市バレーボール協会、公益社団法人藤沢市観光協会、本財団 

 後援：藤沢市 

実施日 大会名 参加者数 

R6年 5月 3日(金祝) 第 30回常設コートオープン記念大会 83組 290人 

R6年 7月 20日(土) 

R6年 7月 21日(日) 
第 30回海の日記念大会 184組 702人 

R6年 8月 3日(土) 

R6年 8月 4日(日) 
第 32回ビーチバレー湘南 173組 662人 
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事 業 名 内    容 

みらい子ども 

フェスタ 

【成果】 

 令和 6年度は他事業課の事業やイベントと日程が重なって、参加者が引き合いに

ならないように開催日を調整するとともに、従事職員を手厚くしながら、より充実

したイベントになるよう分散と集中を心掛けて本事業を開催した。秋葉台会場では

カラダ健康フェスタと同時開催にしたことで、様々なスポーツを体験するだけでな

く、健康づくりについて考える契機となるイベント事業になった。 
 

実施日 場 所 主な内容 参加者数 

R6年 5月 4日(土祝) 鵠沼運動施設 
野球場開放, 

ﾌﾘｰﾏｰｹｯﾄ等 
14,911人 

R6年5月6日(月振休) 秋葉台運動施設 
ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ体験、ｱｰﾃｨ

ｽﾃｨｯｸｽｲﾐﾝｸﾞ公演等 
9,924人 

合 計 24,835人 

カラダ健康フェ

スタ  

～体力年齢を知

ろう～ 

【成果】 

 前年度に引き続き本財団における主力事業「みらい子どもフェスタ」開催日に合

わせて実施し、相乗効果を得ることができた。特にこれまで課題だった子育て世代

にアプローチでき、健康寿命の延伸に寄与するイベントとして、藤沢市並びに保健

医療財団、健康づくり普及推進団体健康ふじさわと連携しながら多くの市民への働

きかけに寄与できた。 

＊主催：本財団 

 共催：藤沢市健康づくり課、公益財団法人藤沢市保健医療財団 

 協力：健康づくり普及推進団体健康ふじさわ 

 後援：藤沢市 

実施日・場所 内 容 参加者数 

R6年5月6日(月振休) 

秋葉台文化体育館 

新体力テスト 163人 

19歳以下 80人 

20～64歳 80人 

65～79歳 3人 

健康相談 24人 

体組成測定・血管年齢測定 54人 

足趾力測定 41人 

合 計（延べ人数） 282人 
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事 業 名 内    容 

ふじさわ市民 

ウオーク 2024 

【成果】 

 江ノ電沿線を歩きながら各駅に設置されたウォールアートを見学するコースを設

定した。ロングコースとショートコースのほかにも、高齢者が参加しやすいよう、江

の島からの帰路は電車に乗って帰ってくるコース(5ｋｍ)も新たに設定し、50人の参

加があった。 

＊主催：ふじさわ市民ウオーク実行委員会 

(構成：藤沢市、湘南ふじさわウオーキング協会、健康づくり普及推進団体健康 

ふじさわ、株式会社ジェイコム湘南・神奈川、合資会社関水スポーツ、 

本財団) 

 協力：株式会社大塚製薬工場 

 協賛：株式会社ジェイコム湘南・神奈川、合資会社関水ポーツ 

 特別協賛：株式会社宝製菓 

実施日 コース スタート・経由地・ゴール 参加者数 

R6年 5月 25日(土) 

17㎞ 

奥田公園～江の島駅～辻堂海浜公

園 CP～長久保公園～秩父宮記念体

育館 

62人 

10㎞ 
奥田公園～江の島駅～西浜公園 CP

～秩父宮記念体育館 
89人 

5㎞ 
奥田公園～江の島駅⇒藤沢駅～ 

秩父宮記念体育館 
50人 

合 計 201人 

ノルディック 

ウォーキング 

【成果】 

 年間 3回のウォーキングを企画し、藤沢の豊かな自然を満喫しながら歩くことを目

的としたが雨天により全ての回が中止となってしまった。各回、多くの申込みがあっ

たことや、高齢者が気軽に参加できるイベントであることから、今後も継続して開催

したい。 

■秋葉台運動施設 
ノルディックウォーキングⅠ ～境川遊歩道散策コース 

 

ノルディックウォーキングⅡ ～秋の江の島散策コース 

 

ノルディックウォーキングⅢ ～春の江の島散策コース～ 

 

実施日・場所 参加者数 参加費 

R6年 5月 13日(月) 

湘南台公園～御殿辺公園 

雨天中止 

(申込11人) 
1,000円 

実施日・場所 参加者数 参加費 

R6年 10月 29日(火) 

奥田公園～江の島 

雨天中止 

(申込11人) 
1,000円 

実施日・場所 参加者数 参加費 

R7年 3月 12日(水) 

奥田公園～江の島  

雨天中止 

(申込20人) 
1,000円 
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事 業 名 内    容 

救急の日 【成果】 

 プール施設における普及啓発イベントとして実施した。AEDを用いた心肺蘇生法や
着衣泳、救助法のデモンストレーションを中心に、楽しみながら自分自身や身近な人
の命を守る知識を紹介した。 
 

実施日・場所 事業名 参加者数 

R6年 6月 30日(日) 

石名坂温水プール 
夏目前！石名坂救急豆知識 1,498人 

R6年 7月 14日(日)  

八部公園プール 
藤沢市八部公園『夏の救急フェア』 387人 

R6年 11月 24日(日) 

秋葉台公園プール 
秋葉台公園プール『元気まつり』 1,497人 

合 計 3,382人 

地域感謝イベント 【成果】 

 普段なかなかスポーツ施設を利用しない方にも足を運んでいただくため、誰もが楽

しめるお祭りや飲食ブースの要素を盛り込んだ催しを企画し、家族や親子で楽しみな

がら絆を育むイベントを開催した。 

■アキバ☆マルシェ～夏の陣～ 

■地域感謝祭 in 秩父宮記念体育館 

■SLまつり 

■アキバ☆マルシェ～秋 2024～＆元気まつり 

実施日 内 容 参加者数 

R6年11月24日(日) 
応急手当コーナー、露店等 1,497人 

キッチンカー等 24店舗出店 

■石名坂地域感謝祭 

実施日 内 容 参加者数 

R6年12月15日(日) ※ 天井工事休館のため、開催中止 － 

■アキバ☆マルシェ～春 2025～ 

実施日 内 容 参加者数 

R7年3月20日(木祝) フリーマーケット、キッチンカー等 26店舗出店 
 

実施日 内 容 参加者数 

R6年 7月 13日(土) キッチンカー等 17店舗出店 

実施日 内 容 参加者数 

R6年9月28日(土) 
射的等 6つの催し物、消防署探検 

ツアー、フリーマーケット 
1,095人 

実施日 内 容 参加者数 

R6年10月14日(月祝) 
はたらくクルマ乗車体験・展示 

フリーマーケット 
5,613人 
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事 業 名 内    容 

おはよう！キュ

ンとするまち。

藤沢 ラジオ体

操 2024 

～めざそう健康

寿命日本一～ 

(市受託事業) 

【成果】 

 本財団と藤沢市で「健康寿命日本一」を目指した取組の一環として、藤沢市独自の

ラジオ体操会「おはよう！キュンとするまち。藤沢 ラジオ体操会」を多数の市内企

業等の協力のもとで実施した。2019年まで取り組んでいた複数会場での開催を 5年

ぶりに復活させ、参加者の拡大を図った。また慶應スポーツ SDGsのオンラインラジ

オ体操との連携で秋葉台会場の様子やワンポイントレッスンをオンライン配信する

ことができ、遠方の人々にも専門講師による正しい動作や意識すべき点を紹介し、市

民の健康維持・増進を図る良い機会となった。 

＊主催：藤沢市、藤沢市教育委員会、本財団 

 協力：藤沢市スポーツ推進委員協議会、株式会社かんぽ生命保険藤沢支店、株式会

社ジェイコム湘南・神奈川(湘南・鎌倉局)、株式会社大塚製薬工場、朝日生

命保険相互会社湘南支社藤沢営業所湘南台営業所、住友生命保険相互会社湘

南支社、第一生命保険株式会社湘南支社、明治安田生命大船支社湘南営業

所・辻堂営業所・藤沢営業所、公益財団法人藤沢市保健医療財団 

    慶應義塾大学スポーツ SDGｓセンター 

実施日・場所 内  容 参加者数 

R6年 8月 25日(日) 

秋葉台公園球技場 

藤沢駅前ｻﾝﾊﾟｰﾙ広場 

オンライン（慶應 SDGs） 

・ラジオ体操ワンポイントレッスン 

・ラジオ体操第 1・第 2 

  体操講師： 藤元 直美 氏 

秋葉台 338人

駅前  103人 

ｵﾝﾗｲﾝ   120人 

計  561人 

神奈川県及び 

湘南藤沢カップ

全国中学生ビー

チバレー大会 

【成果】 

 日本のビーチバレー発祥の地、鵠沼海岸にて中学生の県大会と全国大会を開催し

た。全国大会では台風 7号接近のため、公共交通機関が一部運休となったため、男子

1チーム、女子 2チームが棄権となり、スケジュール変更も余儀なくされたが、何と

か無事に開催できた。開会式にはスペシャルゲストとして地元藤沢市出身でパリオリ

ンピック日本代表の石井美樹選手に参列いただき、中学生たちに激励の言葉と試合間

に交流をしていただいた。また参加できなかった 3チームにもサイン色紙をいただ

き、トップアスリートとのふれあいを通じて次世代育成と競技の発展に寄与した。 

＊主催：公益財団法人日本バレーボール協会、一般社団法人日本ビーチバレーボール

連盟、藤沢市、藤沢市教育委員会、本財団 

 主管：湘南藤沢カップ全国中学生ビーチバレー大会実行委員会 

    (構成：一般社団法人神奈川県バレーボール協会、藤沢市バレーボール協会、

公益社団法人藤沢市観光協会、事務局：本財団) 

 後援：スポーツ庁、一般社団法人地域活性化センター、神奈川県、神奈川県教育委

員会、神奈川県ビーチバレーボール連盟、藤沢市体育協会、藤沢市中学校体

育連盟バレーボール専門部、公益財団法人小田急財団 

 協力：公益社団法人藤沢市観光協会 

実施日・場所 内  容 参加者数 

R6年 8月 1日(木) 

鵠沼海岸ﾋﾞｰﾁﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

ｿﾞｰﾝ 

第 18回神奈川県中学生 

ビーチバレー大会 

男子41チーム 

女子42チーム 

合計83チーム467人 

R6年 8月 17日(土)、 

18日(日) 

鵠沼海岸ﾋﾞｰﾁﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

ｿﾞｰﾝ 

湘南藤沢ｶｯﾌﾟﾋﾞｰﾁﾊﾞﾚｰｼﾞｬﾊﾟﾝ

4×4U-15第 15回全日本ﾋﾞｰﾁ

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 4人制中学生選手権

大会 

男子38チーム 

女子39チーム 

合計77チーム417人 

R6年 8月 17日(土) 

鵠沼海岸ﾋﾞｰﾁﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

ｿﾞｰﾝ 

小田急ビーチバレークリニック 中止 
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事 業 名 内    容 

秋葉台カヌー

Day 
【成果】 

 河川や湖に比べ、安全に操船できるプール(秋葉台公園・流水プール)でカヌー体験

を楽しむ機会を提供した。 
 

実施日 参加者数 実施日 参加者数 

R6年 8月 13日(火) 15人 R6年 8月 20日(火) 14人 

R6年 8月 14日(水) 13人 R6年 8月 21日(水) 15人 

R6年 8月 15日(木) 15人 R6年 8月 22日(木) 15人 

R6年 8月 16日(金) 中止 R6年 8月 23日(金) 15人 

合 計 102人 

車いすバスケッ

トボール体験 
【成果】 

 藤沢市バスケットボール協会と協働し、市内の小学生がパラアスリートとふれあい

ながら、車いすのチェアワーク体験と選手から直接車いすバスケットボールのハンド

リング指導が受けられる貴重な機会を提供するとともに、パラスポーツに対する理解

を深めることができた。 

 

主催：藤沢市バスケットボール協会、本財団 

協力：湘南スポーツクラブ 

実施日・場所 事業名 参加者数 

R6年 8月 12日(月振休) 

秋葉台文化体育館 
車いすバスケットボール体験 

午前：49人 

午後：50人 

第 38回ビーチ

バレージャパン 

【成果】 

 ビーチバレーにおける国内最高峰の全日本選手権大会の開催を施設管理者として

側面的にサポートした。今回の日程が大潮と重なっていたため、初めてコートレイア

ウトを縦置きに 5面配置したが、特に大きな混乱なく大会を終えることができた。藤

沢の地域特性を踏まえた「みるスポーツ」を提供できた。 

主催：公益財団法人日本バレーボール協会、藤沢市 

共催：一般財団法人日本ビーチバレーボール連盟 

後援：本財団 

実施日 場 所 参加者数 

R6年 8月 12日(月振休)

～8月 14日(水) 
鵠沼海岸ﾋﾞｰﾁﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｿﾞｰﾝ 

55チーム 

110人 
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事 業 名 内    容 

泳力認定進級テ

スト及びみらい

水泳大会 

【成果】 

 泳力認定進級テストについては、本財団のオリジナル泳力認定制度として実施して

おり、日頃の練習成果を確認できる機会として、市民が泳法技術・体力の向上を目指

すモチベーションの一助となっている。 

泳力認定進級テスト  

 

みらい水泳大会 
 

実施日 施設名 参加者数 参加費 

R6年 8月 26日(月) 八部公園プール 133人 500円 

R6年 11月 5日(火) 秋葉台公園プール 53人 500円 

R7年 3月 24日(月) 八部公園プール 108人 500円 

合 計 294人 147,000円 

実施日 施設名 参加者数 参加費 

R6年 8月 5日(月) 秋葉台公園プール 122人   2,000円 

合 計 122人  244,000円 

湘南オープンウ

ォータースイミ

ング 2024 

～江の島スイム

ツアー～ 

 

 

 

【成果】 

 NPO法人湘南マリンオーガニゼーションが主催し、本財団も実行委員会に参画する

オープンウォータースイミングの大会において、江の島を会場に行う集団泳『江の島

スイムツアー・江の島 15分泳、30分泳』の運営を行った。 

 

＊主催：特定非営利活動法人湘南マリンオーガニゼーション、湘南オープンウォー 

    タースイミング実行委員会 

 共催：本財団 

実施日・場所   参加者数 

R6年 9月 7日(土) 

片瀬海岸東浜 

江の島スイムツアー  

(15分泳28人、30分泳6人、合計34人) 

第 16回秋葉台

キッズアクアス

ロン 

 

【成果】 

 小学生を対象とした水泳とランニングで競う競技会。小学生向けの個人競技大会が

少ない中、競技スポーツの楽しさを体感でき、身近に家族がこどもたちを応援できる

大会として企画した。熱中症対策を強化し夏休み期間中に開催した。 
 

実施日 場 所 参加者数 

R6年 8月 19日(月) 
秋葉台公園屋外プール 

秋葉台文化体育館外周路 
68人 
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事 業 名 内    容 

第 8回ふじさわ

セーリングフェ

スタ 2024in江

の島 

(市受託事業) 

 

 

【成果】 

 東京 2020オリンピック競技大会セーリング競技会場の江の島ヨットハーバーに

て、オリンピック・レガシーを未来に繋ぐイベントとして、誰でも安心して乗船でき

るユニバーサル艇(ハンザクラス)を用いたセーリング体験イベントを実施した。定員

100人に対して、112人の申込があった。短い時間ではあるが、実際に自らの手で操

船でき、普段体験できないセーリングの魅力と楽しさを体感できることが事業の人気

と評価の高さの大きな要因となっている。 

＊主催：藤沢市、特定非営利活動法人セイラビリティ江の島、本財団 

実施日 場 所 参加者数 参加費 

①R6年 10月 12日(土) 

②R6年 10月 13日(日) 

江の島ヨット 

ハーバー 

湘南港 

① 37人 

① ② 44人 

合計81人 

 

小･中学生 1,000円 

障がい者 無料 

藤沢市八部公園

野球フェスティ

バル With フュ

ーチャードリー

ムス 

(市受託事業) 

【成果】 

 神奈川県を本拠地とする神奈川フューチャードリームスの感謝祭を兼ねたフェス

ティバルを開催し、選手と市民がふれあえる機会を創出した。 

＊主催：神奈川県民球団神奈川フューチャードリームス 

共催：本財団 

実施日 場  所 参加者数 

R6年 10月 26日(土) 八部公園野球場 194人 

第 8回ふじさ

わ・えのしま観

光ロゲイニング 

 

【成果】 

 地図をもとに、市内のチェックポイントを回り、時間内に得点を集めるロゲイニン

グを企画した。8回目となった今回は、今年度より高齢者の方などが参加しやすいよ

う種目(ウォークの部)を追加したことと、参加費の設定を早割を含めた 3段階にし、

参加者を早い時期に取り込む工夫をしたことで参加者人数の増加に繋がった。 

 

＊主催：本財団 主管：一般社団法人ポジティブスポーツ振興協会(かまく RUN) 

 後援：藤沢市、藤沢市教育委員会 

 協力：公益社団法人藤沢市観光協会、藤沢商工会議所、ウスイホーム株式会社 

 

実施日・場所 参加者数 参加費 

R6年 11月 9日(土) 

秩父宮記念体育館 

及び藤沢市内 

36組 158人 
大人 2,500円～3,500円 

小･中学生 500円 

86



事 業 名 内    容 

ふれあいスポー

ツ交流会 

【成果】 

 障がいのある方と健常者が同じフィールドでスポーツを楽しみ、スポーツにおける

バリアフリーを考える機会を提供することができ、インクルーシブスポーツの推進に

も着実に寄与することができた。 

＊主催：本財団 

 共催：藤沢市中学校体育連盟卓球専門部(卓球)  

 後援：藤沢市障がい者スポーツ連絡協議会(ローリングバレーボール・卓球) 

 協力：神奈川県ローリングバレーボール協会、藤沢市ローリングバレーボール協会、 

    慶應義塾大学 SFC体育(ローリングバレーボール) 

    神奈川湘南卓球クラブ(卓球) 

 協賛：ナショナルベンディング株式会社、日本卓球株式会社(卓球) 

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

R6年 11月 2日(土) 

秋葉台文化体育館 

ローリングバレ

ーボール・ボッ

チャ交流会 

障がい者      24人 

一般参加       6人 

ボランティア      9人 

協会              4人 

合計 43人 

無料 

R6年 12月 15日(日) 

秩父宮記念体育館 

卓球交流会 

(＊中学生交流) 

障がい者       13人 

中学生        26人 

卓球部顧問       5人 

       合計  44人 

無料 

スポーツまつり

ふじさわ 2024 

【成果】 

 藤沢市(スポーツ推進課)が主導する生涯スポーツを推進する事業に、本財団も関係

団体とともに実行委員会に参画し、市民の健康増進とスポーツを気軽に楽しめる環境

づくりを目的に開催した。 

＊主催：藤沢市、スポーツまつりふじさわ実行委員会 

(構成：藤沢市地区社会体育振興協議会連合会、藤沢市スポーツ推進委員協議会、 

    藤沢市体育協会、藤沢市レクリエーション協会、藤沢市スポーツ少年 

    団本部、本財団) 

実施日 内 容(場 所) 参加者数 

R6年 11月 10日(日) 

ニュースポーツ・パラスポーツ等 

(秩父宮記念体育館) 
346人 

スポーツクライミング・トランポリ

ン等(秋葉台運動施設) 
834人 

合 計    1,180人 
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事 業 名 内    容 

第 8回ふじさわ

パラスポーツフ

ェスタ 2024 

(市受託事業) 

【成果】 

 障がい者の社会参加促進とパラスポーツの紹介を目的に市内の関係団体と実行委

員会を組織し、パラスポーツ体験イベントを開催した。今回初めて会場を秋葉台文化

体育館にて開催し、園地ではアキバ☆マルシェとプールでは元気まつりを同時開催

し、遠方からも多くの集客を得ることができ、とても賑わった。 

 

＊主催：藤沢市障がい者スポーツ連絡協議会、本財団 

(構成： 神奈川湘南卓球クラブ、藤沢市アーチェリー協会、藤沢市ローリングバレー

ボール協会、藤沢市山岳・スポーツクライミング協会、藤沢市肢体障害者協

会、神奈川県パラスポーツ指導者協議会、(社福)光友会、藤沢市スポーツ推

進委員協議会、(一社)善行大越スポーツクラブ、(特非)スペシャルオリンピ

ックス日本・神奈川) 

 共催：藤沢市 

 後援：神奈川県、(一社)神奈川県障がい者スポーツ協会 

 協力：藤沢市障害福祉法人協議会、慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス、(公財)藤沢

市保健医療財団、藤沢市スポーツ連盟、江の島ボウリングセンター、 

株式会社リクルート、東京ガス株式会社神奈川西支店、湘南ドルフィンズ 

マーチングバンド 

実施日 場 所 参加者数 

R6年 11月 24日(日) 秋葉台文化体育館 
               来場者 計880人 

           参加者延べ 5,270人 

第 15回サイク

ルチャレンジ藤

沢 in秋葉台 

【成果】 

 健康の維持増進や、家族・仲間と手軽に楽しむことができるサイクルスポーツは

年々愛好者が増加している。本事業では自転車を楽しむ方法だけでなく、公道を安全

に走るための技術や知識を学ぶ機会を提供し、交通マナーの向上にも寄与した。 

＊主催：本財団 

 共催：ウィーラースクール・ジャパン 

協力：株式会社コーエイ企画、メリダジャパン株式会社、WAKO`S、 

    Bicycle SHOP K-Base、Team Masamichi/Team BFY Racing 

実施日・場所 参加者数 参加費 

R6年 11月 23日(土祝) 

秋葉台運動施設 
58人 500円 

湘南ベルマーレ

ホームゲーム観

戦ツアー(札幌

戦) 

(市受託事業) 

【成果】 

 藤沢市もホームタウンの一つとなっているプロサッカーチームの湘南ベルマーレ

と協働し、藤沢市プロスポーツチーム地域交流事業の一環として本イベントを開催し

た。参加者の方々には秋葉台に集合後、貸切バスでレモンガススタジアム平塚へ向か

い試合を観戦した後、記念撮影を行ってから秋葉台へ戻った。身近な地元チームとし

て応援してもらえるよう関係性の構築に寄与した。 

＊主催：藤沢市、本財団 

 協力：株式会社湘南ベルマーレ 

 

実施日 場  所 参加者数 

R6年 11月 9日(土) 
レモンガススタジアム平塚 

(平塚市総合運動公園) 

40人 

(申込み 107人) 
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事 業 名 内    容 

第 70回藤沢市

駅伝競走大会 

(市受託事業) 

【成果】 

 第 70回藤沢市駅伝競走大会を藤沢市陸上競技協会との協働で開催した。コロナ禍

以降、地区対抗の部のエントリーチームが少なくなったため、前回から廃止にしたが

特に問題なく、各団体の協力により無事に開催できた。 

＊主催：藤沢市、藤沢市教育委員会、本財団 

 主管：藤沢市陸上競技協会 

 協力：藤沢北警察署、藤沢市地区社会体育振興協議会連合会、藤沢市スポーツ 

推進委員協議会、慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス、藤沢北交通安全協 

会、一般社団法人藤沢市建設業協会 

実施日 場 所 参加者数 

R6年 12月 22日(日) 
慶応義塾大学湘南藤沢キ

ャンパス周辺コース 

           48チーム 240人 

              (1チーム棄権) 

プレス工業 

陸上競技部 

ランニングクリ

ニック 

【成果】 

 全日本実業団対抗駅伝競走大会(ニューイヤー駅伝)に出場した経歴を持ち、箱根駅

伝で活躍した選手も在籍する地元実業団の強豪チーム「プレス工業陸上部」のトップ

アスリートから直接指導をいただける人気のランニング教室では多くの参加者が走

りを楽しんだ。 

＊主催：本財団 

 協力：プレス工業株式会社陸上競技部 

実施日・場所 参加者数 参加費 

R7年 1月 13日(月祝) 

R7年 3月 22日(土) 

秋葉台運動施設 

28人 
1,000円 

27人 
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事業名 内    容 

第 15回湘南藤

沢市民マラソン

2025 

【成果】 

 アフターコロナにおいて、全国各地のマラソン大会の集客には、どの大会も苦戦す

るなか、関係各所の協力もあり、今大会は実行委員会念願であったハーフマラソンを

開催することができた。ハーフマラソンの他にも、10マイルの代わりとなる種目と

して新設したクォーター（約 11.2km）、毎年人気の親子ラン、特別支援学級とその

保護者が 2人 1組で走るチャレンジランの合計 4種目を実施した。チャレンジラン以

外の 3種目においてはエントリー締め切り前に定員に達し、ハーフマラソンについて

は需要の高さが伺えた。 

 また、協賛金等も前回大会を上回る実績となり、過去最高額を更新している。本事

業では、収入増を実現するため、引き続き協賛金の予算比率を現在の 6％から 10％に

引き上げることを目指しており、今後 10年の課題としている。 

 第 15回大会でも、最終的に黒字決算とすることができ、第 12回大会以降は、大会

公式 HPにて収支決算書を公開している。 

 

＊主催：湘南藤沢市民マラソン実行委員会、藤沢市陸上競技協会 

    (構成：藤沢市、藤沢市教育委員会、藤沢市体育協会、藤沢市地区社会体 

    育振興協議会連合会、藤沢市スポーツ推進委員協議会、藤沢市スポーツ 

    少年団本部、藤沢市レクリエーション協会、藤沢商工会議所、(公社)藤 

    沢市観光協会、(一社)藤沢市商店会連合会、(一社)藤沢青年会議所、 

    (公社)藤沢市医師会、藤沢市交通安全協会、江の島片瀬漁業協同組合、 

    湘南漁業協同組合藤沢支所、神奈川県湘南地域県政総合センター、神奈川県 

    藤沢土木事務所、（公財)神奈川県公園協会、(株)湘南なぎさパーク、(株)

新江ノ島水族館、東日本旅客鉄道(株)、小田急電鉄(株)、江ノ島電鉄(株)、

湘南モノレール(株)、神奈川中央交通東(株)藤沢営業所、京浜急行バス(株)

鎌倉営業所、(株)ジェイコム湘南・神奈川 湘南・鎌倉局、藤沢エフエム放

送(株)、国際ロータリー第 2780地区、ライオンズクラブ国際協会 330-B地

区 1ゾーン、(一社)湘南読売会、(株)江ノ電バス、藤沢市障がい者スポーツ 

    連絡協議会、(株)リビエラリゾート、市民代表、本財団) 

 主管：藤沢市陸上競技協会 

 協力：藤沢警察署、茅ヶ崎警察署、茅ヶ崎市、海上自衛隊厚木上級海曹会、 

    藤沢市交通指導員、(公社)藤沢市医師会、藤沢市赤十字奉仕団、ふじさ 

    わ救命普及推進会、鎌倉市陸上競技協会、茅ヶ崎市陸上競技協会、寒川 

    町陸上競技協会、綾瀬市陸上競技協会、大和市陸上競技協会、藤沢市放 

    課後支援事業者連絡会 

 後援：神奈川県、神奈川県教育委員会 

 事務局：本財団 

実施日・場所 出場者数 参加費 

R7年 1月 26日(日) 

江の島・湘南海岸 

ハーフ   ：5,414人 

クォーター ：1,916人 

親子ラン  ：809組 

チャレンジラン：29組 

ハーフ   ：8,500円 

クォーター ：7,000円 

親子ラン  ：5,000円 

チャレンジラン：5,000円 
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事業名 内    容 

みらリンカップ

2025～小学生ス

ポーツ No.１決

定戦～ 

(市受託事業) 

【成果】 

 4年に一度開催されるスポーツの国際競技大会にちなみ、市民の気運醸成を図る

ことを目的に、小学生を対象とした『競技型総合スポーツ大会』を開催した。本大

会を通じてこどもたちに「競技経験」を積む機会を提供するとともに、総合的な身

体能力の高い未来のアスリート育成を志向した。 

 

＊主催：藤沢市、本財団 

 協賛：ウスイホームホールディングス株式会社、株式会社ストロングハート、 

    宝製菓株式会社、日本マクドナルドホールディングス 藤沢石川店、 

    株式会社ホンダモビリティ南関東 Honda Cars 横浜 湘南台店 

実施日・場所 参加人数 参加費 

R7年 3月 20日(木祝) 

秋葉台公園球技場 
151人 1,100円 

他団体等とのイ

ベント・大会・

教室 

【成果】 

 他団体や企業との共同開催や、スポーツイベントの招致・共催・後援等により、

地域性や環境を生かしたビーチスポーツやトップレベルの大会を開催した。また、

トップアスリートと市民がふれあい、参加することのできる機会等を提供し、市民

のスポーツ活動への関心を高めるとともに、広くスポーツの推進に努めた。 

◎主な共催・後援事業    ■共催・後援事業合計 24件 
 

実施日・場所 事業名 参加者数 

R6年 11月 9日(土)～ 

R7年 3月 2日(日) 

秋葉台文化体育館ほか 

やまゆり杯小田急旗争奪第

48回神奈川県 

家庭婦人バレーボール大会 

後援 
313チーム 

延べ 6,000人 

R7年 2月 22日(土) 

藤沢市民会館小ホール 

令和 6年度 

第 40回スポーツ人の集い 
共催 約 280人 

オリンピック・

パラリンピック

関連事業 

(市受託事業) 

■第 8回ふじさわセーリングフェスタ 2024㏌江の島(再掲) 

【成果】 

 東京 2020オリンピック競技大会セーリング競技会場の江の島ヨットハーバーに

て、オリンピック・レガシーを未来に繋ぐイベントとして、誰でも安心して乗船で

きるユニバーサル艇(ハンザクラス)を用いたセーリング体験イベントを実施した。

定員 100人に対して、112人の申込があった。短い時間ではあるが、実際に自らの

手で操船でき、普段体験できないセーリングの魅力と楽しさを体感できることが事

業の人気と評価の高さの大きな要因となっている。 

 

＊主催：藤沢市、特定非営利活動法人セイラビリティ江の島、本財団 

実施日 場 所 参加者数 参加費 

①R6年 10月 12日(土) 

②R6年 10月 13日(日) 

江の島ヨット 

ハーバー 

湘南港 

① 37人 

② ② 44人 

合計81人 

 

小･中学生 1,000円 

障がい者 無料 
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事 業 名 内    容 

オリンピック・

パラリンピック

関連事業 

(市受託事業) 

■第 8回ふじさわパラスポーツフェスタ 2024(再掲) 

【成果】 

 障がい者の社会参加促進とパラスポーツの普及を目的に市内の関係団体と実行

委員会を組織し、パラスポーツ体験イベントを開催した。今回初めて会場を秋葉台

文化体育館に移して開催し、園地ではアキバ☆マルシェとプールでは元気まつりを

同時開催し、遠方からも多くの集客を得ることができとても賑わった。 

＊主催：藤沢市障がい者スポーツ連絡協議会、本財団 

(構成： 神奈川湘南卓球クラブ、藤沢市アーチェリー協会、藤沢市ローリングバレ

ーボール協会、藤沢市山岳・スポーツクライミング協会、藤沢市肢体障害

者協会、神奈川県パラスポーツ指導者協議会、(社福)光友会、藤沢市スポ

ーツ推進委員協議会、(一社)善行大越スポーツクラブ、(特非)スペシャル

オリンピックス日本・神奈川) 

 

■第 8回ふじさわボッチャ競技大会 

【成果】 

 今年度も定員を超える応募があり、藤沢市の競技大会ということを踏まえ、市内

と市外で 3：1となる割合で抽選を行い、参加チームを決定した。障がいの有無に

かかわらず多くの参加者が集い、多様性を包括するインクルーシブスポーツの代名

詞となるボッチャ大会を盛況に開催できた。年々競技レベルもあがり白熱したゲー

ム展開も見られた。 

＊主催：藤沢市、横浜ボッチャ協会 

共催：本財団 

協力：藤沢市スポーツ推進委員協議会、一般社団法人藤沢市鍼灸マッサージ師会 

 

■ジュニアのためのスポーツ栄養講座(再掲) 

【成果】 

 ジュニアアスリートとその指導者や保護者を対象にケガの予防や身体づくりの

基礎となる栄養の知識を専門のスポーツ栄養士から学ぶ機会を提供し、東京 2020

オリンピック・パラリンピック競技大会からのレガシー事業のひとつとして開催し

た。コロナ禍で本領を発揮したオンライン講座のメリットに鑑み、3年ぶりにオン

ライン開催とし、定員の 2倍以上の申込みがあったが、手軽さゆえに当日のキャン

セルも嵩み、課題を残す結果となった。 

＊主催：藤沢市、藤沢市教育委員会  

共催：NPO法人湘南栄養指導センター、本財団 

実施日 場 所 参加者数 

R6年 11月 24日(日) 

 

秋葉台文化体育館 

 

来場者計880人 

参加者延べ5,270人 

実施日 場 所 参加チーム 

R7年 3月 9 日(日) 秋葉台文化体育館 

一般の部：34 チーム 125 人 

ファミリーの部： 

11 チーム 38 人 

計：45 チーム 163人 

実施日 場 所 参加者数 

R7年 3月 15日(土) オンライン配信(Zoom) 41人/申込み71件 
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2 指導者・ボランティア組織の充実 

 (1) 指導者養成・派遣 

事 業 名 内    容 

指導者養成・派遣

事業 

◆指導者派遣 

【成果】 

 藤沢市役所各課・公民館等の関係機関や、藤沢市内小・中学校 PTAからの依頼

による応急手当講習会・体操教室等の各種講習及び、藤沢市商店会連合会主催事

業のラジオ体操へ財団職員を派遣し、市民のスポーツ活動支援や市民の健康増進

を図るとともに、応急手当の普及・推進に努めた。また、慶應義塾大学 SFC体育

科からの依頼により、非常勤職員として職員を派遣し、前期 14回×2コマ、後

期 14回×2コマでユニバーサルスポーツの体験機会を提供し、共生社会の実現

に向けて寄与した。また、地域総合型スポーツクラブである善行大越スポーツク

ラブから、専門的な見地に基づきアドバイスを行う相談役への派遣依頼があり、

本財団職員がクラブの事業運営に関わった。 
 

区 分 実 績 主な依頼元 

指導講師派遣 
43件 74日 

112人 

市消防職員採用試験・市職員採用試験、

高齢者福祉センター、大学等 

実習等受入 6件 21人 
中学校職場体験、県立高校インターンシ

ップ 

大学非常勤講師 28回 56時限 
慶應義塾大学 SFC体育 

「体育１」・「ユニバーサルスポーツ」 

大学特任講師 2回 2時限 

日本体育大学 

「生涯スポーツ論」(体育学部) 

「地方自治体にけるスポーツ推進の取

組」(スポーツ健康マネジメント研究室) 

インクルーシブス

ポーツ推進事業 

(市受託事業) 

■スポーツボランティア人材育成研修及びインクルーシブスポーツ体験講習 

【成果】 

 地域のスポーツイベントを支えていただける方々を対象にスポーツボランテ

ィア基礎研修とボランティアリーダー研修を開催した。また、障がい者や高齢者

も同じフィールドで楽しめるインクルーシブスポーツを体験してもらい、多様性

を理解した人材を育成し、地域での共生社会の実現を目指した講習会を実施し

た。 
 

実施日・場所  内 容 参加者数 

R7年 2月 11日(火祝) 

秩父宮記念体育館 
車いすバスケットを体験しよう！ 27人 

R7年 2月 24日(月振休) 

秩父宮記念体育館 
スポーツボランティア研修 25人 

R7年 2月 24日(月振休) 

秩父宮記念体育館 
ボッチャ・ボルックを体験しよう！ 8人 

R7年 3月 22日(土) 

秩父宮記念体育館 
スポーツボランティアリーダー研修 30人 

合 計 90人 
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 (2) ボランティア組織の運営 

事 業 名 内    容 

｢スポーツサポー

ターバンク｣の管

理運営 

【成果】 

 市民のスポーツ・レクリエーション活動として、以下の 13の事業をボランテ

ィアに協力いただき実施した。令和 6年度は新たに 25人の新規登録があり、ふ

れあいスポーツ交流会には 9人、ふじさわボッチャ競技大会には 8人のサポータ

ーの協力があり、市民ボランティアを交えて盛り上がりのある大会を提供でき

た。 

令和 6年度末 登録者数 令和 6年度 延べ協力人数 

128人 13事業 73人 

◎協力依頼事業 

 ①みらい子どもフェスタ 

 ②夏目前！石名坂救急豆知識(新規) 

 ③神奈川県中学生ビーチバレー大会(新規) 

 ④湘南藤沢カップ全国中学生ビーチバレー大会 

 ⑤秋葉台キッズアクアスロン 

 ⑥おはよう！キュンとするまち。藤沢 ラジオ体操(新規) 

 ⑦地域感謝祭㏌秩父宮記念体育館 

 ⑧セーリングフェスタ 

 ⑨ふれあいスポーツ交流会～ローリングバレーボール＆ボッチャ～ 

 ⑩ふじさわ観光ロゲイニング 

 ⑪ふじさわパラスポーツフェスタ 

 ⑫ふじさわボッチャ競技大会 

 ⑬みらリンカップ 2025～小学生スポーツ No.1 決定戦～(新規) 

障がい者スポーツ

関係団体の情報収

集・管理、活動の

場の提供 

(その他受託事業) 

【成果】 

 令和 5年 7月以降、藤沢市障がい者スポーツ連絡協議会の事務局機能を本財団

が受任し、臨時総会をはじめ運営委員会やパラスポーツフェスタ専門部会など各

種会議を主体的に実施し、藤沢市における障がい者スポーツの課題や問題点を藤

沢市に要望書という形で共有し、環境整備や利用者の促進に寄与した。本財団の

生涯スポーツ推進委員会や各種会議に障がい者スポーツ連絡協議会からも委員

に就任していただき、障がい者の意見を反映させた施設管理、事業運営に努めた。

東京 2020パラリンピック競技大会レガシーの一環として地域における共生社会

の実現促進のために開催した「パラスポーツフェスタ」を継続開催し、藤沢市独

自のパラスポーツイベントとして各関係団体とふじさわパラスポーツフェスタ

専門部会を構築し、パラスポーツ体験イベントを継続して企画した。 

■会議関係 

■刊行物 

 ・ 障がい者スポーツカレンダー 

・ 機関誌『やってみ』第 6号 

実施日・場所  内 容 参加者数 

R6年 4月 24日(水) 

秩父宮記念体育館 
総会（全1 回） 11人 

R6年 4月～R7年 3月 

秩父宮記念体育館 
運営委員会（全5回） 44人 

R6年 4月～R7年 3月 

秩父宮記念体育館 

パラスポーツフェスタ2024 

専門部会（全7回） 
64人 
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事 業 名 内    容 

チーム

FUJISAWA2020との

連携及び支援 

【成果】 

 東京 2020オリンピック・パラリンピック競技大会のシティーキャストが主要

メンバーとなるチーム FUJISAWA2020に登録している約 4,000人のボランティア

協力者を対象にスポーツボランティアの基礎や心構えとなるスポーツボランテ

ィア養成研修会及びボラティアリーダー養成研修会とスポーツの多様性を体験

するインクルーシブスポーツ体験講習会を開催し、学習の機会を提供しながら、

ボランティアの人材育成に寄与した。 

 また、本財団のサポーターバンク登録を紹介し、地域での様々なスポーツイベ

ントにも携わっていただけるよう活動を促進した。 

 

 (３) スポーツ関連団体事務局運営業務 

事 業 名 内    容 

各スポーツ団体事

務局運営業務 

【成果】 

 令和 5年度に藤沢市障がい者スポーツ連絡協議会、令和 6年度は 4月に藤沢市

体育協会、7月から藤沢市レクリエーション協会の事務局業務が藤沢市スポーツ

推進課から移管され、各団体の会議や事業運営に寄与した。 

 

団体名 年間会議 人数 

藤沢市障がい者スポーツ連絡

協議会 

総会(4/24) 

運営委員会(5回) 

パラフェス専門部会(7回) 

11人 

44人 

64人 

藤沢市体育協会 

理事会(7回) 

常任理事会(9回) 

評議員会(2回) 

329人 

99人 

92人 

藤沢市レクリエーション協会 
理事会(5回) 

(7月事務局移管以降) 
155人 
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3 スポーツ施設の管理運営 

事 業 名 内    容 

藤沢市スポーツ

施設管理運営 

(指定管理業務) 

・秩父宮記念体育館 
 
・秋葉台公園 
 (秋葉台運動施設) 
  
・八部公園 
 (鵠沼運動施設) 
 
・石名坂温水プール 
 
 

【成果】 

 指定管理者として指定を受けた藤沢市内スポーツ施設並びに管理委託を受けた 

スポーツ広場の特性や利用者のニーズを反映し、安全・快適・効率性等に配慮し

た健全な管理運営業務を行い、市民サービスの向上に努めた。 

《体育館》 
■秩父宮記念体育館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■秋葉台文化体育館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R5 57,476件 237,625人 37,478,372円 

 

R5 66,901件 224,453人 32,666,240円 
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事 業 名 内    容 

藤沢市スポーツ

施設管理運営 

(指定管理業務) 

《テニスコート》 

 

 

 

 

《野球場》 

 

 

 

《球技場》 

 

 

 

《プール》 

 

 

 

 

 

 

※秋葉台公園プールの貸切等分は、プール利用料金とは別途、体育館で収納。(貸切等)件数はプール

利用件数に含まれません。 

《トレーニングルーム》 

 

 

 

 

※秩父宮記念体育館・秋葉台文化体育館のトレーニングの実績は個人使用と重複 

 

《サウナ(浴室)》 

 

 

 

 

※秋葉台文化体育館のサウナ・浴室の実績は個人使用と重複 

 

※秩父宮トレーニング室、秋葉台トレーニングルーム、秋葉台サウナ・浴室 重複分を除く実数 

総合計 
利用件数 利用者数 収入額 

506,605件 1,012,707人 169,719,504円 

R5 10,418件 61,422人 10,753,680円 

 

R5 462件 35,047人 1,901,498円 

 

R5 1,312件 76,478人 6,265,820円 

 

R5 288,243件 288,243人 57,897,440円 

 

R5 128,685件 128,685人 35,248,210円 

 

R5 41,065件 41,065人 13,465,800円 

 

R5 494,147件 992,603人 165,694,690円 
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事 業 名 内    容 

ビーチレクリエ

ーションゾーン

の管理運営 

(市受託業務) 

 日本のビーチバレー発祥の地である鵠沼海岸常設コートの管理運営と安全管

理、美化啓発を関係団体と調整を執りながら効率的に行った。また、利用者が気

軽に利用いただけるようビーチバレーボールの貸し出しを行い、施設の利用促進

を図るとともに、最新のコート状況を随時 X(旧 Twitter)にて発信し、利用者の

利便性向上とビーチスポーツの普及・推進に努めた。 

  開場日数 ビーチバレーボール貸出件数 

338日 705件  

秋葉台公園のス

ケートボード広

場の管理 

 令和 4年度に開設されたスケートボード広場を市民が安全・安心・快適に利用

できるよう、藤沢市と協力し、管理運営を行った。猛暑に襲われた夏休み期間は、

涼しくなり始める夕方の時間を延長して対応した。 
 

開場日数 開場時間 

345日 

4月～9月  午前 8時 30分～午後 6時 

(夏休み期間 午前 8時 30分～午後 7時) 

10月～3月  午前 8時 30分～午後 4時 30分 

施設運営委員会

の開催 

地域に密着した施設運営を行うため、鵠沼地区に所在する秩父宮記念体育館と

鵠沼運動施設事務所が合同で同地区内の自治会等の地域関係者に参画を依頼した 

「施設運営委員会」を設置し、委員会を開催した。 

 

 
開催日 開催場所 参加委員数 

R6年 10月 17日(木) 秩父宮記念体育館       5人 

R7年 3月 27日(木) 秩父宮記念体育館       5人 

スポーツコンシ

ェルジュ、ホーム

ページの運用 

 市民がスポーツ・運動のコンテンツを検索できる Webシステム(スポーツコンシ

ェルジュ)を引き続き運用し、利便性の向上に努めた。ホームページをご覧いただ

いた方からお電話や対面でも運動相談等のお問い合わせをいただき、ご案内する

ことができた。 
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４ その他 

事 業 名 内      容 

広報・情報事業 ① ホームページの拡充 

【成果】 

 財団のホームページで、施設案内や教室・大会等の案内、各事業の募集を定期

的に更新するだけでなく、見だし機能を充実させ定期的に情報提供をすることで、

より目に付きやすく、わかりやすい情報提供を行いスポーツに関する情報につい

て幅広く提供し、市民の関心を深めることができた。 

② 施設における情報案内 

【成果】 

 各施設に 2024パリオリンピック・パラリンピック競技大会の情報コーナーや本

市ゆかりの選手への応援看板等を設置し、気運醸成に寄与した。本市におけるス

ポーツに関するイベント・大会等の情報を提供するとともに、コーナーの一部を

市内スポーツサークルや施設利用登録団体等に活用していただき、市民のスポー

ツ活動を支援した。また、様々な関連情報をタイムリーに掲示し、お客様が見や

すく、確認しやすい環境づくりを図り、施設利用者の利便向上に努めた。 

 市民マラソンの Facebookやスポーツ事業課の X(旧 Twitter)、Instagramなど

SNSや動画サイトを活用した情報発信を本格的にスタートさせて、さらなる拡充に

努めた。 

③ マスコットキャラクター「みらぞう」の活用 

【成果】 

 協力依頼があったイベントや動画配信へ本財団のキャラクター「みらぞう」を

派遣し、財団の PR活動に努めた。 

④ スポーツ事業課 YouTubeチャンネルの開設 

【成果】 

 新型コロナウイルス感染症リスクもなくなり、施設利用者もコロナ禍前の活気

を取り戻してきたが、HPを活用したトレーニング動画の配信は引き続き行い、施

設に来ることが困難な方々にも運動の機会が提供できるよう努めた。また、みら

リンカップの PR動画を新たに作成し、集客に努めた。掲載動画：計 62本 

※ チャンネル登録者 1,218人(172人増 2025年 3月 31日現在) 
 

主な派遣事業派遣日 参加事業名・内容(場所) 

R6年 8月 25日(日) 
おはよう！キュンとするまち。藤沢ラジオ体操 

秋葉台公園球技場・サンパール広場 

R7年 3月 20日(木祝) 
みらリンカップ 2025～小学生スポーツ No.1決定戦 

秋葉台公園球技場 

配信日 動 画 テーマ(作成本数) R6年間視聴回数 

R2年 5月中旬～ おうちでエクササイズ関連動画（28本） 4,295回 

R2年 8月上旬～ ラジオ体操関連動画(10本) 1,137回 

R2年 9月下旬～ セーリング体験動画(1本) 226回 

R2年 11月上旬～ 水中ウォーキング関連動画(4本) 35,482回 

R5年 5月中旬～ 湘南藤沢市民マラソン関連(4本) 986回 

R7年 2月下旬～ みらリンカップ PR種目動画(15本) 1,471回 

合 計 43,597回 
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事 業 名 内      容 

スポーツ施設 

マップ作成・配布 

【成果】 

 藤沢市が管理するスポーツ施設の位置や利用種目等を、地図上に視覚的にわか

りやすく紹介するとともに、市内のウォーキング・ジョギング・サイクリング推

奨コースを紹介した「藤沢市スポーツ施設マップ」を配布し、市民がよりスポー

ツ活動に親しめるよう配慮した。 

スポーツ青少年

等奨励事業 

【成果】 

 藤沢市及び藤沢市体育協会主催の「第 40回スポーツ人の集い」を共催し、次

世代を担うスポーツ青少年の奨励事業やトップアスリートを招いた講演会の支

援をした。東京・パリパラリンピック水泳競技で 2連覇を果たした木村敬一氏を

招き、『パリ大会での金メダル獲得とスポーツの力』・共生社会の実現に向け、今、

できること ~』をテーマに講演いただいた。 
 

実施日 場 所 参加者数 

R7年 2月 22日(土) 藤沢市民会館 小ホール 約 280人 

スポーツ用品等

貸し出し 

【成果】 

 気軽に施設を利用していただけるよう、ロッカーの期間レンタルや開放種目の

スポーツ用具・プール用品・ドライヤーの貸し出しを行った。また雨傘の貸し出

しを行い、お客様の利便性の向上を図った。 
 

施設名 主なレンタル品目  収入額  

秩父宮記念体育館 

ボール・ラケット・シュー

ズ・ロッカー・ダンスパネ

ル・ボッチャセット等 

422,700円 

鵠沼運動施設 
ロッカー・シューズ・プー

ル用品等  
128,600円 

秋葉台運動施設 

ボール・ラケット・シュー

ズ・ビブス・デジタイマー・

アクアヌードル等    

449,250円 
(内プール 264,550円) 

石名坂温水プール 
卓球ラケット・アーム浮

輪・マルチボード等  
65,800円 

合 計 
 

1,066,350円 

 ※ビート板、度付ゴーグル、ドライヤー、雨傘は、無料貸し出し。 

常設ボッチャコ

ートの設置 

【成果】 

 秩父宮記念体育館軽体育室にラインテープによるライン設計を施した。開放事

業のボッチャ利用者がサークルを設立して定期的に活動を開始するなど、少しず

つ利用件数が伸びてきている。また、ブルーシートを使った簡易コートも作成し、

他の部屋や屋外でのイベントに貸し出した。 

 

  R6年度 秩父宮記念体育館 軽体育室  ボッチャ使用件数 23件 
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事 業 名 内      容 

藤沢市スポーツ

施設使用料収納

及び支出事務 

桐原公園他 5公

園施設使用料収

納及び支出事務 

【成果】 

 藤沢市から受託した藤沢市学校屋外運動場夜間照明設備使用料収納及び藤沢市

スポーツ施設使用料支出事務、並びに、他の指定管理者が管理する有料施設の予

約受付事務について貸出業務協定を締結し、適正かつ円滑に予約・収納・支出事

務を執行した。これにより、管理者が別々のスポーツ施設の事務を一本化するこ

とができ、利用者の混乱を防ぐとともに利便性の向上が図られた。 

■各施設窓口での収納及び支出事務状況(藤沢市分) 
 

受付窓口名 取扱件数 取扱金額 
現年度 

還付件数 
金 額 

過年度 

還付件数 
金 額 

秩父宮窓口 252件 421,700円  22件 31,240円  3件 7,000円  

鵠沼窓口 277件 254,200円  42件 30,980円  0件 0円  

秋葉台窓口 844件 1,009,300円 94件 147,700円 7件 6,840円 

石名坂窓口 82件 76,800円 3件 1,800円 0件 0円 

合 計 1,455件 1,762,000円 161件 211,720円 10件 13,840円 

  ■他団体指定管理者管理施設の窓口での取扱状況 

 

 施設名 取扱件数 手数料収入 

秩父宮記念体育館窓口 3,143件 628,600円 

鵠沼運動施設窓口 6,059件 1,211,800円 

秋葉台運動施設窓口 6,037件 1,207,400円 

石名坂温水プール窓口 431件 86,200円 

合 計 15,670件 3,134,000円 

 

【その他目的を達成するために必要な事業(定款第4条第1項第4号）】 

１ 物品販売事業及び駐車場管理運営事業 

 (1) スポーツ施設での自動販売機設置、物品販売 

事 業 名 内      容  

自動販売機での

飲料水等販売及

び 

スポーツ用品等

物品販売 

【成果】 

 施設でのスポーツ用品の販売や自動販売機による飲料水等を販売することによ

り、お客様へのサービスを向上させた。また、藤沢市から継承した「JOCオリンピ

ック自動販売機」については、オリンピック･パラリンピックレガシーとして引き

続き設置し、施設利用者へのサービス向上並びに自主財源の確保に努めた。全て

の手数料において前年度実績を上回ることができた。 

 

 

 

 

区 分 収入額 

自動販売機手数料 11,916,405円 

物品販売手数料 2,907,826円 

臨時販売行為手数料 2,071,760円 

合 計 16,895,991円 
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 (2) スポーツ施設に付帯する駐車場の管理運営 

事 業 名 内      容 

駐車場管理運営 【成果】 

 スポーツ施設を利用するにあたり、多くの用具を持参する利用者等への利便性

の向上のため、スポーツ施設付帯の駐車場の管理運営を安全かつ適正に行った。 

施設名 開場日数 利用台数 収入額 

八部公園駐車場 336日 127,369台 7,950,770円 

秋葉台公園駐車場 347日 239,970台 24,260,210円 

石名坂温水プール駐車場 314日 8,633台 433,160円 

合 計  375,972台 32,644,140円 
 

 

2 その他市受託事業 

 (1) 藤沢市から受託するスポーツ広場の管理運営 

事 業 名 内      容 

スポーツ広場管

理運営 

(市受託事業) 

【成果】 

 藤沢市から受託したスポーツ広場の管理について、市民の安全なスポーツ活動

の場として提供し、グラウンド整備等の環境維持に努めるとともに施設案内・鍵

の貸出など、利便性の向上に努めた。 

施設名 開場日数 件数 人数 

女坂スポーツ広場球技場 333日 374件 9,089人 

女坂スポーツ広場野球場 333日 332件 13,014人 

葛原スポーツ広場 257日 287件 8,527人 

天神スポーツ広場 257日 328件 12,232人 

合 計 1,321件 42,862人 
 

 (2) 藤沢市教育委員会から受託する校外水泳事業の実施 

事 業 名 内      容 

校外水泳事業実

施業務 

(市受託事業) 

【成果】 

 藤沢市の「学校プール集約化に関する方針」に基づき、秋葉台小学校・秋葉台

中学校の水泳授業を秋葉台公園プールの屋内温水プールで、辻堂小学校の水泳授

業を八部公園プールにて実施した。実施にあたり、授業が安全に行われるよう補

助業務に努めた。 

学校名 期間 授業数 参加者数 

藤沢市立辻堂小学校 
R6年 5月 7日(火)～ 

R6年 12月 9日(月) 
38回 3,876人 

藤沢市立秋葉台小学校 
R6年 5月 13日(月)～ 

R6年 9月 24日(火) 
21回 1,945人 

藤沢市立秋葉台中学校 
R6年 7月 1日(月)～ 

R6年 11月 25日(月) 
24回 1,345人 
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 (３) 藤沢市から受託する地域プロスポーツ交流事業（再掲） 
事 業 名 内      容 

地域プロスポー

ツ交流事業 

(市受託事業) 

【成果】 

 藤沢市から受託した地域プロスポーツ交流事業について、藤沢市を拠点として

いるプロスポーツチームと連携を図り、市民を対象としたスポーツ教室やクリニ

ック等を開催し市民の方がスポーツをする楽しさを感じ取ってもらうように努め

た。また、現役プロスポーツ選手と触れ合うことでチームの知名度を広められる

ように努めた。 

■みらい子どもフェスタ in八部公園 

本財団イベントに選手派遣依頼をし、開催当日に各体験ブースを設置し、多く

の参加があった。 

 

■神奈川フューチャードリームス公式チアパフォーマンスチーム「Dream Girls」

チアダンススクール 

※7月上旬から 10月下旬までの週 1回の開催で参加者数は全 16回の合計人数。 

 

■湘南ユナイテッド BCバスケットボールクリニック 

市内の小学生がプロバスケットボールチーム「湘南ユナイテッド BC」のトップ

アスリートから、直接指導が受けられる機会を提供した。 

＊主催：藤沢市バスケットボール協会、本財団 

 協賛：スポーツデポ、アイスコ 

 講師：湘南ユナイテッド BC 所属選手 

 

■藤沢市八部公園野球フェスティバル With フューチャードリームス 

 

 

実施日 協力チーム名 参加者数 

R6年 5月 4日(土祝) 

神奈川フューチャードリームス 

(野球:スピードガンコンテスト 選手 3人) 
687人 

湘南ユナイデット BC 

(バスケットボールシュートチャレンジ 選手4人) 
516人 

実施日 回数 場  所 参加者数 

R6年 7月～10月 全 16回 
秩父宮記念体育館 

4階 軽体育室 
221人 

実施日 場  所  参加者数 

R6年 8月 6日(火) 秩父宮記念体育館      84人 

実施日 場  所 参加者数 

R6年 10月 26日(土) 八部公園野球場 194人 
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事 業 名 内      容 

地域プロスポーツ

交流事業 

(市受託事業) 

■湘南ベルマーレホームゲーム観戦ツアー(札幌戦) 

＊主催：藤沢市、本財団 

 協力：株式会社湘南ベルマーレ 

 

■湘南ユナイテッド BC公式戦ホームゲーム エスコートキッズ 

 

■湘南ユナイテッド BC公式戦ホームゲーム ボールボーイ・ボールガール 

  

実施日 場  所 参加者数 

R6年 11月 9日(土) 
レモンガススタジアム平塚 

(平塚市総合公園) 
40人 

実施日 場  所 参加者数 

R7年 2月 2日(日) 

ヴァイティン三重戦 
秋葉台文化体育館 

24人 

R7年 2月 21日(金) 

金沢武士団戦 
23人 

実施日 場  所 参加者数 

R7年 2月 2日(日) 

ヴァイティン三重戦 
秋葉台文化体育館 

4人 

R7年 2月 21日(金) 

金沢武士団戦 
4人 

 

 (４) 藤沢市から受託するインクルーシブスポーツ推進事業(再掲) 
事 業 名 内      容 

インクルーシブス

ポーツ推進事業 

(市受託事業) 

■ボランティア人材育成とインクルーシブスポーツ啓発事業 
【成果】 
 地域のスポーツイベントを支えていただける方々を対象にスポーツボランティ

ア基礎研修と障がい者や高齢者も同じフィールドで楽しめるインクルーシブスポ

ーツを体験してもらい、多様性を理解した人材を育成し、地域での共生社会の実現

を目指した講習会を実施した。 

＊主催：藤沢市、公益財団法人日本財団ボランティアセンター、本財団 

実施日・場所  内 容 参加者数 

R7年 2月 11日(火祝) 

秩父宮記念体育館 
車いすバスケットを体験しよう！ 27人 

R7年2月24日(月振休) 

秩父宮記念体育館 
スポーツボランティア研修 25人 

R7年2月24日(月振休) 

秋葉台文化体育館 
ボッチャ・ボルックを体験しよう！ 8人 

R7年 3月 22日(土) 

秩父宮記念体育館 
スポーツボランティアリーダー研修 31人 

合 計 91人 
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 (５) 藤沢市教育委員会から受託する中学校部活動地域移行推進業務 
事 業 名 内      容 

中学校部活動地

域移行推進業務 

(市受託事業) 

【成果】 

 藤沢市教育委員会から受託した中学校地域移行推進業務について、モデルケー

スとなる活動実践のなかから課題や問題点を共有し、未来のより良い部活動のあ

り方や環境を整備するために、意見交換会や指導者研修を実施し、藤沢市におけ

る部活動地域移行のあり方を探求し、情報共有した。 

■滝の沢中学校陸上競技部 土・日曜日実施 地域移行業務 

 

■湘洋中学校女子サッカー部 土・日曜日実施 地域移行業務 

 

■滝の沢中学校バドミントン部 土・日曜日実施 地域連携業務(学校管理下) 

 

■意見交換会 

 

■指導者研修(安全管理・コンプライアンス) 

  

実施期間 回数 場所 参加者数 

R6年 4月～R7年 3月 全 22回 
滝の沢中学校

校庭 

指導者 5人 

生徒 27人 

実施期間 回数 場所 参加者数 

R6年 4月～R7年 3月 全 44回 
湘洋中学校 

校庭 

指導者 6人 

生徒 24人 

実施期間 回数 場所 参加者数 

R6年 11月～R7年 3月 全 11回 
滝の沢中学校 

体育館 
指導者 1人 

実施日 場  所 参加者数 

R6年 9月 2日(月) 

 午後 6時 30分～ 

 午後 7時 30分 

秩父宮記念体育館  

会議室Ａ 

指導者        6人 

部活動顧問     1人 

教育指導課     1人 

事務局 4人  計 12人 

R7年 3月 5日(水) 

 午後 7時～ 

 午後 8時 30分 

秩父宮記念体育館 

会議室Ａ 

指導者        2人 

部活動顧問     1人 

教育指導課     1人 

事務局 4人  計 8人 

実施日 場  所 参加者数 

R6年 12月 1日(日) 

 午後 3時～ 

 午後 6時 30分 

秩父宮記念体育館  

武道室・研修室 
部活動指導者 5人 

 

 

 

105



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
106



 

 

 

 

 

 

 

 

芸術文化事業  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

107



Ⅰ 事 業 総 括 

 令和６年度における芸術文化事業は、市民と協働で作り上げる市民オペラを中心に、音楽や演劇の

鑑賞機会の提供、学校訪問事業などのこどもを対象とした芸術文化の普及等、多様な事業を展開する

ことで藤沢市における芸術文化の振興に寄与することができました。また、市民会館の再整備に向け

ては、ホールに捉われない屋外でのコンサートを実施した他、休館中の市民オペラ公演等について、

藤沢市民オペラ制作委員会で検討を行い一定の方向性を決定しました。 

 事業の実施にあたっては、「経営計画２０２４」に掲げた「収益源の多様化による自主財源の確保

と拡大」、「チケット販売における広報力の強化」、「関係団体との連携による事業運営」を踏まえ

取り組みました。 

 「収益源の多様化による自主財源の確保と拡大」では、これまでの「藤沢市展」、「文芸ふじさわ」

の個人協賛やチケットの委託販売に加え、「第２５回藤沢市民オペラ『魔笛』」においては、民間助

成金により財源を確保した他、協賛金を募り１８の企業や団体、７９名の個人の方からご支援をいた

だき資金を集めることができました。 

 「チケット販売における広報力の強化」では、ＳＮＳの投稿を増やし、短編の動画配信を行うこと

で、閲覧数を増やすことができました。新たな取り組みとしては、チケットの販売促進を目的とした

グッズを制作し、大勢の人が集まるイベントで配布を行った他、地域情報Ｗｅｂサイトの「ふじさわ

びと」との協働で、藤沢市民オペラの制作過程を約半年間にわたり取材していただき、５０回に渡り

インタビューや特集記事を連載していただきました。これらの取り組みにより、ほぼ全ての公演でチ

ケットを完売することができました。 

 「関係団体との連携による事業運営」では、藤沢市合唱連盟との協働により、既存の合唱団に所属

していない中学生を中心として合唱団を編成し、「第４１回ふじさわ合唱祭」のステージで練習の成

果を発表しました。また、市内の音楽系専門学校と連携し、学生が公演のボランティアとして関わり

ながら、舞台を鑑賞できる場を設け、相互にとって有益な機会を設けることができました。 

 令和６年度の中心事業である「第２５回藤沢市民オペラ『魔笛』」では、オーディションにより選

考された、プロの実力派ソリストと市民による合唱及びオーケストラが、約半年間の稽古を経て創り

あげた舞台は、演出も相まって観客を魅了し、各種ＳＮＳや専門誌等でも高い評価を得ることができ

ました。また、国内では大人が演じることが多い童子役をオーディションにより選抜された藤沢市合

唱連盟に所属する児童合唱団のこどもたちがしっかりと役を務めあげたことも高い評価の一因となり

ました。さらに、新たな取り組みとして、文化庁の文化芸術振興費補助金を利用した「こどもの無料

招待」を各日実施し、藤沢市内を中心とした親子を対象に、質の高い舞台芸術の鑑賞機会とともに藤

沢市の文化の象徴である市民オペラを知る機会を提供することができました。 

 そのほか音楽・演劇鑑賞機会の提供においては、市民ニーズに合った事業展開ならびに収益性を考

慮した事業として実施した人気ＹｏｕＴｕｂｅｒピアニスト石井琢磨によるピアノリサイタルでは、

１３００席のチケットは完売となり、多くの方へ鑑賞機会を提供できたとともに収益においても当初

の計画を上回る結果となりました。 

 また、小・中学校や高等学校へアーティストを派遣し、鑑賞や体験を行う「学校訪問事業（アウト

リーチ事業）」、乳幼児と保護者を主な対象とした「ワンコイン・コンサート」や気軽に本格的な音

楽に親しめる「ロビーコンサート」等を開催することで、様々な世代の方が、芸術文化を身近に感じ

られる事業を展開しました。 

 今後も人々の創造性を育み、心豊かで多様性と活力ある社会をつくる源泉である芸術文化の振興の

ため、多種多様なジャンルの事業を展開するとともに、次世代を担うこどもたちに体験や鑑賞の機会

を提供し、市民の活き活きとした地域文化溢れる豊かな市民生活の形成に寄与してまいります。 
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Ⅱ 事業の実施状況 

【芸術文化の振興を目的とする事業(定款第4条第1項第3号）】 

1 芸術文化事業の企画及び開催 

 (１) 音楽・演劇鑑賞機会の提供 

事 業 名 内    容 

こどもオペラ 

「魔法の笛」 
【成果】 

 オペラをキッズソングや手遊び歌なども交えてこども向けにアレンジした

「こどもオペラ」を開催した。午前の部・午後の部の 2 回公演とし、午前は 0

歳以上を対象・午後は 3 歳以上を対象として開催したところ、午前・午後の部

ともにチケットを完売することができた。アンケートの結果も大変好評であり、

「第 25回藤沢市民オペラ『魔笛』」と同じ演目のため、『魔笛』鑑賞へ繋げる

足掛かりとなった。 

実施日・場所 R6年 8月 18日(日) 市民会館小ホール 

出演者等 市川泰明(タミーノ王子)、日和歩乃(パパゲーノ) 他 

入場料 
1,000円 中学生以下 500円 3歳未満（膝上鑑賞）無料 

全席指定 

来場者数 午前の部：399人／午後の部：380人 

入場券販売実績 858枚(2公演) 
 

シーエイティ 

プロデュース 

「裸足で散歩」 

 

 

 

 
 

 

 

 

【成果】 

 多くのお客様に喜んでいただけるようエンターテインメント性のある本格舞

台演劇を実施した。実力も兼ね備えた俳優陣ということもあり、値段も他と比

べ安価だったためチケットは早々に完売した。内容も過去に映画になった内容

で、老若男女どなたでも楽しんでいただき、満足度の高い舞台となった。 

実施日・場所 R6年 10月 3日(木) 湘南台文化センター市民シアター 

出演者等 加藤和樹、高田夏帆、福本伸一、松尾貴史、戸田恵子 

入場料 4,500円 25歳以下 3,000円 全席指定 

来場者数 555人 

入場券販売実績 558枚 
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事 業 名 内    容 

松竹大歌舞伎 

藤沢公演 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 

 公文協大歌舞伎藤沢公演実行委員会と共催し、日本の代表的伝統芸能である

歌舞伎を開催した。本格的な古典芸能を低料金で身近に感じていただく良い機

会となった。 

 第 1部「双蝶々曲輪日記 引窓」と第 2部「新古演劇十種の内 身替座禅」

を上演し、鑑賞された方からは歌舞伎を堪能したとの声を多くいただいた。ま

た市内小学生 211人を招待し、鑑賞機会を提供することにより伝統芸能に理解

や関心を高めることができた。 

実施日・場所 R6年 10月 31日(木) 市民会館大ホール 

出演者等 中村錦之助、中村隼人 他 

入場料 
SS席 6,500円 S席 5,500円 25歳以下 1,000円 

全席指定 

来場者数 昼の部 918人/夜の部 508人 

入場券販売実績 1,215枚(2公演) 

＊主催：公文協大歌舞伎藤沢公演実行委員会 

(構成団体)藤沢市、本財団、藤沢商工会議所、公益社団法人藤沢市観光協会、 

     藤沢市民会館サービス・センター株式会社、一般社団法人藤沢市商 

     店会連合会、公益財団法人湘南産業振興財団、江の島振興連絡協議 

     会、江ノ島観光協会、一般社団法人青年会議所 

石井琢磨 47都道

府県ツアー～ウ

ィーンからあな

たの街へ～ 

in KANAGAWA 

【成果】 

 ウィーン在住のピアニストで、クラシック系 YouTuberでもある若手注目ピア

ニスト「石井琢磨」のコンサートを実施した。敷居が高いイメージのクラシッ

ク音楽を気軽に楽しむ機会を提供するため開催し、チケットは完売することが

できた。ファンはもちろんのこと、初めての方でも楽しめる有名なクラシック

曲を鑑賞することができ、満足度の高いコンサートとなった。 

実施日・場所 R7年 2月 22日(土) 市民会館大ホール 

出演者等 石井琢磨 

入場料 
S席 4,500円 A席 3,500円 B席 2,000円  

25歳以下 1,000円 全席指定 

来場者数 1,283人 

入場券販売実績 1,340枚 
 

島津亜矢 

コンサート 

～歌怪獣襲来 

ツアー～ 

【成果】 

 東京労音との共催事業として日本を代表する演歌歌手の島津亜矢のコンサー

トを実施した。人気歌手のため 2公演ともにほぼ完売をした。 

実施日・場所 R7年 3月 29日(土) 市民会館大ホール 

出演者等 島津亜矢 

入場料 S席 8,000円 A席 5,000円 全席指定 

来場者数 2,482人(2公演計) 

入場券販売実績 654枚(本財団販売分) 

＊主催：東京労音 

 共催：本財団 
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 (２) 市民との協働で作り上げる総合舞台芸術の実施 

事 業 名 内    容 

藤沢市民オペラ

2022-2024 

シーズン 

■江の島国際芸術祭「藤沢市民オペラ スペシャルコンサート」 

お寺でオペラ‼ ～夕暮れの龍口寺に響き渡るソプラノとバリトンの歌声～ 

【成果】 

 「第 3 回江の島国際芸術祭」と「藤沢市民オペラ」がコラボレーションし、

スペシャルコンサートを龍口寺境内特設ステージで開催した。想定を大きく超

えるオペラファンや近隣の方々にご来場いただき、「藤沢市民オペラ」の周知

と理解を普段オペラに関心の薄い市民にも広く PRでき、非常に意義のある事業

となった。 

実施日・場所 R6年 5月 11日(土) 龍口寺境内特設ステージ 

出演者等 
鈴木玲奈(ソプラノ)、大西宇宙(バリトン)、園田隆一郎 

(ピアノ) 

来場者数 550人 

 

■「園田隆一郎のオペラを 100 倍楽しむ方法」 

【成果】 

 毎年の藤沢市民オペラの公演にちなんだ出演者や、テーマに沿ったソリスト

と藤沢市民オペラ芸術監督の園田隆一郎氏による声楽コンサート。園田隆一郎

氏のオペラの歴史や曲の背景を交えた軽快なトークと解説、これに加えて、一

流の声楽家の生の歌唱を楽しめるコンサートとなっており、来場者からの評価

は非常に高い。また、「Vol.19～モーツァルトを魅了したプリマドンナたち～」

では、「第 25回藤沢市民オペラ『魔笛』」の夜の女王役で出演の梅津碧、小川

栞奈が出演し、「第 25回藤沢市民オペラ『魔笛』」の事前公演として大きな役

割を果たした。 

Vol.19 ～モーツァルトを魅了したプリマドンナたち～ 

実施日・場所 R6年 10月 6日(日) 湘南台文化センター市民シアター 

出演者等 
梅津碧(ソプラノ)、小川栞奈(ソプラノ)、園田隆一郎 

(ピアノ・お話) 

入場料 3,000円 全席指定 

来場者数 303人 

入場券販売実績 260枚 

 

Vol.20 ～春は歌いながらやってくる～ 

実施日・場所 R7年 3月 23日(日) 市民会館小ホール 

出演者等 
森谷真理(ソプラノ)、工藤和真(テノール)、園田隆一郎(ピ

アノ・お話) 

入場料 3,000円 全席指定 

来場者数 302人 

入場券販売実績 310枚 
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事 業 名 内    容 

藤沢市民オペラ

2022-2024 

シーズン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第 25回藤沢市民オペラ『魔笛』 

【成果】 

 藤沢市民オペラ芸術監督の園田隆一郎氏が指揮し、プロのソリストと市民オ

ーケストラ、市民合唱が時間をかけて協働でつくりあげる舞台は、熱気に溢れ、

来場した多くの方々に感動を与える素晴らしいものとなった。来場者アンケー

トには、「マエストロの指揮」、「ソリスト・合唱の歌唱」、「オーケストラ

の演奏」に対して、「熱意が伝わった」、「感動した」という意見を多数いた

だき、アンケート調査ではほぼ 100％が満足との回答であった。 

 モーツァルトの『魔笛』は人気の演目で多くの方になじみのある一方、どの

ように「藤沢市民オペラ」の個性を出すかということが大きな課題であったが、

藤沢で初演出となる伊香修吾氏の起用、こどもたちに劇場で観劇する機会の創

出、そしてソリストとして市民児童合唱のこどもたちが出演するなど藤沢なら

ではの地域性と独自性を大きくアピールすることができた。公演を通しての文

化芸術活動の成熟だけでなく、市民団体であるオーケストラ及び合唱の充実し

た活動による地域芸術文化活動の発展につながり、将来に向けた文化芸術振興

を図ることができた。 

 また、個人協賛と団体(企業)協賛を募った結果、多くの個人及び団体にご支

援をいただくことができた。 

実施日・場所 
R6年 12月 7日(土)、8日(日)、14日(土)、15日(日) 

市民会館大ホール 

出演者等 

園田隆一郎(指揮)、伊香修吾(演出) 

伊藤貴之/デニス･ビシュニャ(ザラストロ)、西山詩苑/渡辺

康(タミーノ)、高橋正尚/湯浅貴斗(弁者・第一の僧侶(兼

役)、大平倍大/加護翔大(第二の僧侶)、小川栞奈/梅津碧(夜

の女王)、森野美咲/盛田麻央(パミーナ)、上田純子/山田知

加(第一の侍女)、畠中海央/林眞暎(第二の侍女)、小林由佳

/山川真奈(第三の侍女)、七澤結/内山歌寿美（パパゲーナ）、

又吉秀樹/大西宇宙(パパゲーノ)、谷口耕平/伊藤達人(モノ

スタトス)、小野寺凜乃/本間柚李(※第一の童子)、斎賀美

冬/金子和花奈(※第二の童子)成川桃/中澤晴子(※第三の

童子) 

※藤沢市合唱連盟所属児童合唱団のこどもたち 

 藤沢市民交響楽団(管弦楽)、藤沢市合唱連盟(合唱) 

入場料 
S席 9,000円 A席 7,000円 B席 5,000円 C席 3,000円 

25歳以下 1,000円 全席指定 

来場者数 4,480人 

入場券販売実績 4,039枚 

＊団体協賛：18団体 

＊個人協賛：79名 

＊共催：藤沢市、藤沢市教育委員会 

 協力：藤沢市民会館サービス・センター 

 助成：一般財団法人地域創造、公益財団法人朝日新聞文化財団、公益財団 

    法人全国税理士共栄会文化財団、公益財団法人三菱 UFJ信託芸術文化 

    財団、文化庁「劇場・音楽堂等における子供舞台芸術鑑賞体験支援事 

    業」 
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事 業 名 内    容 

藤沢市民オペラ

2022-2024 

シーズン 

■学校訪問事業(オペラ体験) 

【成果】 

 市内の児童生徒に本物の芸術体験をしてもらうことを目的に、プロのソリス

トや藤沢市民オペラの指揮者、合唱指導者を市内の学校に派遣した。どの学校

でも児童、生徒が真剣に聞き入っており、プロフェッショナルの技術を生で感

じてもらえるよい機会となった。藤沢市民オペラの PRなど、単にアウトリーチ

を行うだけでない成果もあった。また、学内の合唱コンクール、卒業式に向け

ての合唱指導では、専門家による的確な指導により短い時間で大きな成果が見

られた。 

実施日・場所 内 容・講 師 参加者数 

 

R6年 9月 20日(金) 

秋葉台中学校 

オペラ体験授業 

盛田麻央、西山詩苑、藤原藍子 
357人 

R6年 9月 25日(水) 

     27日(金) 

第一中学校 

合唱指導 

柴田慎平 
240人 

R7年 1月 23日(木) 

御所見中学校 

オペラ体験授業 

盛田麻央、西山詩苑、藤原藍子 
138人 

R7年 3月 7日(金) 

明治小学校 

合唱指導 

藤原規生 
130人 

R7年 3月 12日(水) 

富士見台小学校 

合唱指導 

浅野深雪 
106人 

R7年 3月 15日(土) 

湘南高校 

オペラ体験授業 

工藤和真、園田隆一郎 
50人 

R7年 3月 21日(金) 

村岡中学校 

オペラ体験授業 

工藤和真、園田隆一郎 
420人 

 

113



 (３) 芸術文化の創造の機会の提供 

事 業 名 内    容 

学校訪問事業 

「アートの魅力」 
【成果】 

 様々なジャンルのアーティスト、芸術家を藤沢市内の小中学校に派遣し、鑑賞

や指導、体験を通じて次世代の藤沢を担うこどもたちに芸術文化の素晴らしさを

伝えた。どの学校でも児童、生徒が真剣に聞き入っており、プロフェッショナル

の技術を生で感じてもらえるよい機会となり、非常に有意義な事業となった。 

 また本事業の一環として、不登校(ホームスクーリング)のこどもたちにも本物

の芸術を体験する機会を提供するために、不登校のこどもとその保護者を支援し

ている NPO団体と協働し、アウトリーチを実施した。 

実施日・場所 内 容・講 師 参加者数 

 

R6年 6月 9日(日) 

藤沢市民会館 

(ホームスクーリング) 

ピアノ鑑賞 

三原未紗子 
30人 

R6年 9月 10日(火) 

善行小学校 

箏の鑑賞・体験 

高畠一郎 
73人 

R6年 10月 10日(木) 

大庭中学校 

(特別支援学級) 

打楽器アンサンブルの鑑賞・体験 

マリンバ・パーカッション 

グループ「TONES」 

13人 

R6年 10月 10日(木) 

高倉中学校 

金管楽器の鑑賞・体験 

スモークド・ブラス・クインテット 
120人 

R6年 11月 22日(金) 

秋葉台小学校 

雅楽の鑑賞・体験 

藤沢雅楽協会 
119人 

R7年 1月 14日(火) 

大道小学校 

雅楽の鑑賞・体験 

藤沢雅楽協会 
123人 

R7年 1月 15日(水) 

天神小学校 

雅楽の鑑賞・体験 

藤沢雅楽協会 
102人 

R7年 1月 22日(水) 

俣野小学校 

箏の鑑賞・体験 

喜羽美帆・岡戸朋子 
92人 

R7年 1月 27日(月) 

大鋸小学校 

箏の鑑賞・体験 

喜羽美帆・岡戸朋子 
124人 

R7年 1月 28日(火) 

石川小学校 

箏の鑑賞・体験 

喜羽美帆・岡戸朋子 
125人 

R7年 1月 29日(水) 

駒寄小学校 

箏の鑑賞・体験 

喜羽美帆・岡戸朋子 
84人 

R7年 1月 31日(金) 

大清水小学校 

箏の鑑賞・体験 

喜羽美帆・岡戸朋子 
105人  

R7年 1月 31日(金) 

村岡小学校 

金管楽器の鑑賞・体験 

スモークド・ブラス・クインテット 
500人  

R7年 2月 4日(火) 

片瀬小学校 

箏の鑑賞・体験 

松浦聡子 
113人  

R7年 2月 20日(木) 

本町小学校 

箏の鑑賞・体験 

松浦聡子 
132人  
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事 業 名 内    容 

サマースクール

アート体験 
【成果】 

 みらいサマースクール事業のプログラムとして、こどもたちが芸術にふれる機

会を提供するため、「ウクレレ演奏体験」、「書道体験」を実施した。「ウクレ

レ演奏体験」では、初めて楽器を触れるこどもにも簡単に演奏ができるように講

師の方に工夫していただいたおかげで、各グループで発表をすることができ、参

加者のこどもたちも満足度の高い体験事業となった。「書道体験」は、藤沢市書

道協会との協働により「うちわづくり」、「書のチーム対抗戦ゲーム」を行った。

ゲームでは「檸檬」や「薔薇」などの文字を模造紙に大きい筆で一画ずつ書いて

制作するゲームを行い、最後は来館者の方にも観ていただけるよう秩父宮記念体

育館ロビーに展示を行った。アート体験と鑑賞体験を通して、芸術をより身近に

感じてもらうとともに、興味、関心を持つきっかけをつくることができた。 
 

事業内容 
① アート体験「ウクレレ演奏体験」 

② アート体験「書道体験」 

実施日・場所 
① R6年 7月 30日(火) 市民会館第二展示集会ホール 

② R6年 8月 7日(水)  秩父宮記念体育館研修室 

講師 
① Breeze and Tone YOKOHAMA ukulele school 

② 藤沢市書道協会 

参加者数 
① 28人 

② 27人 

Heart Global 

ミュージック・ 

アウトリーチ 

ツアー 

2024夏 in 藤沢 

【成果】 

 地域の小中学生を対象に、ダンス、歌、演劇などのパフォーマンスを英語で学

ぶプログラムを実施した。最終日にはショーを作り上げ観客に発表を行う過程を

通じ、参加者は「個性の尊重」、「異なることを受容する力」、「１つのことを

作り上げる喜び」等を体験することができた。 

実施日・場所 R6年 8月 6日(火)～8日(木) 市民会館大ホール 

講師 Heart Global所属団員約 30名 

参加者数 230人 

＊主催：NPO法人じぶん未来クラブ 

 共催：本財団 

出張音楽会 【成果】 

 本財団のスケールメリットや各部門の横断的事業を推進するため、スポーツ事

業課と青少年事業課との協働により、スポーツ施設や青少年施設を会場に幅広い

年代を対象に身近な場所で音楽に触れてもらう機会として、音楽会を開催した。

今回初めてスポーツ施設の秋葉台公園でアキバマルシェやみらリンカップと同

日に音楽会を開催した結果、地域の方々に音楽を楽しむ機会を提供することがで

きた。 

実施日・場所 
① R6年 10月 26日（土） 少年の森「森の音楽会」 

② R7年 3月 20日（木祝）秋葉台公園「公園の音楽会」 

出演等 
① マリンバ・パーカッショングループ「TONES」 

② サクソフォン四重奏 「Adam」 

参加料 無料 

参加者数 
① 250人  

② 200人 
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事 業 名 内    容 

親子落語教室・落

語鑑賞会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■親子落語教室 

【成果】 

 落語鑑賞会の前に、プロの落語家による小噺等の体験ワークショップをこども

対象に実施した。前年度、午後の部の落語鑑賞会のチケットが完売しており、教

室受講者で落語鑑賞会の鑑賞ができなかったという声が多く上がったため、今回

は親子落語教室と落語鑑賞会をセットで販売した。また、希望者は落語鑑賞会で

のアナウンスやプログラム渡しなど、こどもスタッフ体験を行い、仕事体験にも

繋げることができた。 

実施日・場所 R7年 2月 9日(日) 市民会館第二展示集会ホール･小ホール 

講師 古今亭志ん五、入船亭扇太 

参加料 
小学生 500円 保護者 3,500円 

(落語鑑賞会チケット代・保険料込み) 

参加者数 28人 

 

■落語鑑賞会 

 昨年に続き、できる限り早い時期に出演者の交渉を行い、人気落語家の柳家喬

太郎、柳家三三を招聘した結果、昼の部についてはチケットを完売することがで

きた。当日は、出演者の巧みな話術で、客席全体が引き込まれ、笑いが絶えない

会場となった。三増紋之助による演芸では、会場のお客さんも巻き込んだ独楽廻

しパフォーマンスを行った。今後も長年続いている藤沢の文化の一つである古典

芸能の「落語」を繋いでいきたい。 

実施日・場所 R7年 2月 9日(日) 市民会館小ホール 

出演者等 柳家喬太郎、柳家三三 他 

入場料 
3,000円 25歳以下 1,000円 中学生以下 500円 

全席指定 

来場者数 昼の部：394人／夜の部：248人 

入場券販売実績 686人 
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 (４) 芸術文化の普及 

事 業 名 内    容 

みらい子ども 

フェスタ 2024 

劇団かかし座公演 

「ふしぎの国の

アリス」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 

 日本最古の影絵の専門劇団である「劇団かかし座」を招き、影絵劇「ふしぎの

国のアリス」を開催した。演目が人気の「ふしぎの国のアリス」であったことも

あり、学校や児童クラブへの配布、タウンニュースへの掲載、各種 SNSへの掲載

などの広報・宣伝活動に努めた結果、チケットを完売することができた。当日は

こども館とのコラボレーションイベントも行い、満足度の高いイベントとなっ

た。 

実施日・場所 R6年 5月 3日(金祝) 湘南台文化センター市民シアター 

出演者 
櫻本なつみ（アリス）、好村龍一(帽子屋・チェシャー猫・

女王他)、菊本香代(白うさぎ・三月うさぎ) 他 

入場料 
1,500円 小学生以下 500円 3歳未満(膝上鑑賞)無料 

全席指定 

来場者数 517人 

入場券販売実績 533枚 
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事 業 名 内    容 

ワンコイン・ 

コンサート 

～0歳からのコン

サート～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 

 日ごろ、クラシック音楽等の演奏会に出かけにくい乳幼児を育てる保護者とそ

のこどもたちが、低廉な価格で気軽に生の音楽を楽しむことができる演奏会を開

催した。 

 来場者アンケートに回答いただいたほぼすべての方に「良かった」との回答を

いただき、リピーターも多いことがわかった。0歳から生の音楽鑑賞ができる貴

重なコンサートとなった。 

実施日・場所 R6年 7月 31日(水) 市民会館大ホール 

内容・出演者 
Vol.1 スティールパンコンサート 

PANLAND Steel Orchestra 

入場料 500円 小学生以下無料 全席自由 

来場者数 400人 

入場券販売実績 225人(中学生以上の大人の有料入場券販売実績) 

 

実施日・場所 R6年 10月 17日(木)  湘南台文化センター市民シアター 

内容・出演者 

Vol.2 うたとピアノのコンサート 

岡坂弘毅(テノール)、吉村恵(メゾソプラノ)、 

小森美穂(ピアノ) 

入場料 500円 小学生以下無料 全席自由 

来場者数 214人 

入場券販売実績 134人(中学生以上の大人の有料入場券販売実績) 

  

実施日・場所 R7年 1月 17日(金) 市民会館小ホール 

内容・出演者 
Vol.3 バレエとうたのコンサート 

湘南エールアンサンブル 

入場料 500円 小学生以下無料 全席自由 

来場者数 268人 

入場券販売実績 107人(中学生以上の大人の有料入場券販売実績) 

 

実施日・場所 R7年 3月 8日(土) 市民会館大ホール 

内容・出演者 
Vol.4 春のキッズソングコンサート 

音ぽっけ 

入場料 500円 小学生以下無料 全席自由 

来場者数 480人 

入場券販売実績 171人(中学生以上の大人の有料入場券販売実績) 
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事 業 名 内    容 

ロビーコンサート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 

 藤沢市役所本庁舎ロビーを中心にサンパール広場など身近な場所で気軽に良

質な音楽に親しむ機会を提供することができた。第 200回記念を迎えマラソンコ

ンサートを開催。また、2025 年度の出演者を広く市民の中から募集をするため

オーディションを実施した。 

 

  

  

 

 

実施日・場所 R6年 5月 15日(水)  市役所本庁舎 1階ロビー 

内容・出演者 

第 200回 ヴァイオリンとチェロとピアノのコンサート 

ツェラーモニカ(ヴァイオリン)、成田七海(チェロ)、 

青山夏実(ピアノ) 

来場者数 180人  

実施日・場所 R6年 7月 17日(水)  市役所本庁舎 1階ロビー 

内容・出演者 

第 201回 声楽とピアノ/クラリネットとピアノコンサート 

萬裕子(メゾソプラノ)、青山夏実(ピアノ)/浅原ルミ子(ク

ラリネット)、安岡奈緒(ピアノ) 

来場者数 180人  

実施日・場所 R6年 8月 25日(日)  市民会館小ホール 

内容・出演者 

第 200回記念 マラソンコンサート 

青山夏実(ピアノ)、木村えり(ソプラノ)、伊礼清子(ピア

ノ)、藤原真理子(ピアノ)、萬裕子(メゾソプラノ)、成田七

海(チェロ)、岸田晃司(篠笛)、嘉山路春(バスバリトン)、

嘉山淳子(ピアノ)、ツェラーモニカ(ヴァイオリン) 

来場者数 200人  

実施日・場所 R6年 9月 18日(水) サンパール広場 芝生広場 

内容・出演者 
第 202回 金管五重奏のコンサート 

スモークド・ブラス・クインテット 

来場者数 250人  

実施日・場所 R6年 11月 20日(水) 市役所本庁舎 1階ロビー 

内容・出演者 

第 203回 ヴィオラとピアノ/声楽とピアノのコンサート 

新井玲奈(ヴィオラ)、池山恵未(ピアノ)/杉田彩織(ソプラ

ノ)、青山夏実(ピアノ) 

来場者数 250人  
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事 業 名 内    容 

ロビーコンサート 

 

 

 

 

＊主催:トライアングルコンサート、本財団 

実施日・場所 R7年 1月 15日(水) 市役所本庁舎 1階ロビー 

内容・出演者 
第 204回 篠笛のコンサート 

岸田晃司(篠笛) 

来場者数 200人 

実施日・場所 R7年 3月 12日(水) 市民会館小ホール 

内容・出演者 
第 205回 声楽とピアノのコンサート 

河合美紀(メゾソプラノ)、青山夏実(ピアノ) 

来場者数 140人 

実施日・場所 R7年 3月 12日(水) 市民会館小ホール 

内容 2025年度ロビーコンサート出演者募集オーディション 

参加者数 9人 (オーディション参加者数) 

塚本禎 

「藤沢市生涯学

習特別貢献表彰

受賞記念コンサ

ート」 

 

 

 

 

【成果】 

 藤沢市在住の塚本禎氏が、海外の国際コンクールにおいて第 1位に輝き、「藤

沢市生涯学習特別貢献表彰」を受けたことを記念し、市役所ロビーにおいて記念

コンサートを開催した。ピアノ伴奏として同じく藤沢市内在住で同表彰を受賞し

たことのあるピアニストの三原未紗子氏と共演した。 

 市役所閉庁後にも関わらず、多くの市民が集まり、若い音楽家の瑞々しい音色

を鑑賞した。 
 

実施日・場所 R6年 6月 4日(火) 市役所本庁舎 1階ロビー 

出演者 塚本禎(ヴァイオリン)、三原未紗子(ピアノ) 

来場者数 480人  
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事 業 名 内    容 

2024 ふじさわ産

業フェスタコン

サート 

【成果】 

 ふじさわ産業フェスタの一環として、ホール内での音楽イベント、コンサート

やスポーツチームのトークショーなどを開催し、気軽に音楽を親しむ機会や演奏

機会、地元の団体の PRの場を提供した。 

事業内容 

① ふじさわ JAZZライブ 

② フェスタステージ SHOW 

③ 家族みんなで楽しめるギターオーケストラコンサート 

④ 「みんなのベルマーレ」公開収録トークショー 

実施日・場所 

① R6年 5月 25日(土) 市民会館大ホール 

② R6年 5月 25日(土) 市民会館小ホール 

③ R6年 5月 26日(日) 市民会館大ホール 

④ R6年 5月 26日(日) 市民会館小ホール 

参加者数 

① 450人 

② 250人 

③ 500人 

④ 350人 
 

＊主催：2024ふじさわ産業フェスタ実行委員会 

 共催：藤沢市、本財団 

藤沢市民交響楽団 

創立 65 周年記念

定期演奏会 

【成果】 

 藤沢市民オペラのオーケストラを担う「藤沢市民交響楽団」のコンサート。団

員を中心とするメンバーに「第 1 回フランコ・グッリ ヴァイオリン国際コンク

ール」第 1位を受賞した「塚本禎」氏を迎えたオーケストラの演奏会を開催し、

練習成果の発表及び鑑賞の機会を提供した。 
 

開催日・場所 R6年 6月 9日(日) 市民会館大ホール 

来場者数 1,135人 

＊主催：藤沢市民交響楽団 

 共催：本財団 

第 41回 

ふじさわ合唱祭 
【成果】 

 藤沢市合唱連盟所属 44 団体が一堂に会し、練習成果の発表及び鑑賞機会を創

出した。今年度は、今後の合唱連盟の世代の交流を見据えた取り組みとして、有

志の小中学生による合唱団「ふじさわみらい合唱団」を編成した。参加した生徒

からは、「合唱は楽しい」、「また参加したい」、「舞台での合唱は特別な体験

ができた」との声をいただき、学校外で活動、交流する場を児童生徒に提供する

ことができた。同時に市民合唱団体の活性化に寄与した。 

開催日・場所 R6年 7月 28日(日) 市民会館大ホール 

来場者数 1,500人(参加者含む) 

＊主催：藤沢市合唱連盟 

 共催：本財団 

藤沢ジュニア 

オーケストラ  

第 42 回記念定期

演奏会 

【成果】 

 団員を中心とするメンバーによるオーケストラの演奏会を開催し、練習成果の

発表及び鑑賞の機会を提供した。 
 

開催日・場所 R6年 9月 15日(日)  市民会館大ホール 

来場者数 175人 

＊主催：藤沢ジュニアオーケストラ 

 共催：本財団 
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事 業 名 内    容 

藤沢市民まつり 

第 4回藤沢宿・ 

全日本素人落語

フェスティバル 

【成果】 

 藤沢市民まつりの一環として、全国より腕利きの素人落語家 20 名が集結し、

発表機会と鑑賞機会を提供した。 
 

開催日・場所 R6年 9月 21日(土) 市民会館小ホール 

来場者数 180人 

＊主催：藤沢宿・全日本素人落語フェスティバル実行委員会 

 共催：本財団 

藤沢市民まつり 

ザ ブラス 

クルーズ 2024 

【成果】 

 藤沢市民まつりの一環として、吹奏楽を通じて藤沢市及び湘南地区の文化振興

とまちの活性化及び青少年の健全育成を目的に吹奏楽の演奏会を開催した。 

開催日・場所 R6年 9月 22日(日祝) 市民会館大ホール 

来場者数 1,160人(参加者含む) 

＊主催：藤沢市民まつり ザ ブラス クルーズ実行委員会 

 共催：本財団 

第 21回湘南 

グッドウィル 

コンサート 

【成果】 

 藤沢市内の中学校吹奏楽部を中心に藤ヶ岡中、善行中、第一中学校の練習成果

を披露するとともに、横断的な交流を図った。また搬入、リハーサル、本番、搬

出まで劇場マナーを学ぶことを目的とした演奏会を開催した。 

開催日・場所 R6年 7月 6日(土) 市民会館大ホール 

来場者・参加者数 600人 

＊主催：湘南グッドウィルコンサート実行委員会 

 共催：本財団 

湘南ハーモニー

コンサート 2025 
【成果】 

 藤沢市立湘洋中学校器楽部、藤沢ウィンドオーケストラ、藤沢ジュニアオーケ

ストラ、藤沢市民交響楽団ほか、一般参加者が音楽交流の場として演奏会を開催

した。 

開催日・場所 R7年 2月 23日(日)  市民会館大ホール 

来場者・参加者数 420人 

＊主催：湘南ハーモニーコンサート実行委員会 

 共催：本財団 
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2 地域における芸術文化及び伝統文化の継承 

事 業 名 内    容 

第 74回藤沢市展 【成果】 

 市民による創作活動の発表の場として、美術・書道・写真・華道の総合公募展

「藤沢市展」を実施した。 

 昨年に引き続き、会場である ODAKYU湘南 GATEと調整し、同ビル内の協力店舗

において藤沢市展の目録を提示すると特典サービスが受けられる企画を行い、多

くの来場者に満足していただけた。その結果、全期間中の来場者数が 1万人を超

える結果となった。 

内容・実施日・場所 展示数 来場者数 

写真・華道の部 

R6年 6月 18日(火)～6月 23日(日) 

藤沢市民ギャラリー 

写真：111点 

華道： 56点 
3,446人 

美術の部(絵画・彫塑、工芸) 

R6年 6月 25日(火)～6月 30日(日) 

藤沢市民ギャラリー 

絵画･彫塑：162点 

工芸： 40点 
5,353人 

書道の部 

R6年 7月 2日(火)～7月 7日(日) 

藤沢市民ギャラリー 
143点 1,843人 

合 計 512点 10,642人 

＊企業協賛：21社 

＊個人協賛：10人 

＊主催：第 74回藤沢市展実行委員会 

 (構成 藤沢市美術家協会、藤沢市書道協会、藤沢華道協会、藤沢市、本財団) 

＊共催：藤沢市教育委員会 

藤沢市文化団体

連合会関連事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 

 藤沢市文化団体連合会との協働により、芸術文化鑑賞の機会を拡充し、芸術文

化の普及・振興を図ることができた。また、「みらいをひらくワクワク！体験ひ

ろば」では、多くの市民の方に様々な伝統文化の体験を提供し、その理解を深め、

次世代へ継承することができた。 

事業名 第 53回民謡民舞研究発表大会 

開催日・場所 R6年 5月 6日(月振休) 市民会館大ホール 

内容 藤沢市民謡民舞連合会の協会員が研鑽成果を披露した。 

＊主催：藤沢市民謡民舞連合会 共催：本財団 

事業名 第 62回藤沢市邦楽協会合同演奏会 

開催日・場所 R6年 10月 12日(土) 市民会館小ホール 

内容 藤沢市邦楽協会の協会員が研鑽成果を披露した。 

＊主催：藤沢市邦楽協会 共催：本財団 

事業名 藤沢市吟詠連盟創立 60周年記念大会 

開催日・場所 R6年 10月 13日(日) 市民会館小ホール 

内容 藤沢市吟詠連盟の協会員が研鑽成果を披露した。 

＊主催：藤沢市吟詠連盟 共催：本財団 
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事 業 名 内    容 

 

藤沢市文化団体

連合会関連事業 

 

 

 

事業名 第 52回藤沢三曲演奏会 

開催日・場所 R6年 10月 26日(土) 市民会館小ホール 

内容 藤沢三曲協会の協会員が研鑽成果を披露した。 

＊主催：藤沢三曲協会 共催：本財団 

事業名 第 45回藤沢市芸術文化展 

開催日・場所 
R6年 10月 22日(火)～10月 27日(日) 

藤沢市民ギャラリー 

内容 
藤沢市美術家協会・藤沢市書道協会・藤沢華道協会に所属

する会員の作品を展示した。 

＊主催：藤沢市文化団体連合会 共催：本財団 

事業名 第 72回藤沢華道協会 いけばな諸流展 

開催日・場所 
R6年 10月 26日(土)～10月 27日(日) 

市民会館第一展示集会ホール 

内容 
藤沢華道協会に所属する「いけばな」18 流派の作家及びそ

の社中による作品を展示した。 

＊主催：藤沢華道協会 共催：本財団 

事業名 第 37回藤沢市伝統芸能発表会 

開催日・場所 R6年 12月 19日(木) 市民会館小ホール 

内容 

藤沢市邦楽協会、藤沢市謡曲協会、藤沢三曲協会、藤沢市

吟詠連盟、藤沢市民謡民舞連合会、藤沢日本舞踊協会、藤

沢雅楽協会の各団体が研鑽成果を披露した。 

＊主催：藤沢市文化団体連合会 共催：本財団 

＊主催：藤沢市文化団体連合会、藤沢市 共催：本財団 

 

事業名 第 12回みらいをひらくワクワク！体験ひろば 

開催日・場所 

R7年 3月 29日(土)～3月 30日(日) 

市民会館第一展示集会ホール、第二展示集会ホール、第 2

会議室、和室、教養室 

内容 

次世代へ伝統文化を継承するため体験会を行った。 

藤沢市書道協会   ：毛筆大書 

藤沢華道協会    ：いけばな体験 

藤沢市美術家協会  ：陶芸体験 

藤沢市茶道協会   ：抹茶を自分で点てる 

藤沢市邦楽協会   ：琵琶・三味線・長唄・端唄の体験 

藤沢市詩吟連盟   ：詩吟の体験 

藤沢三曲協会    ：箏・尺八の体験 

藤沢市民謡民舞連合会：遊行踊り等の指導 

藤沢雅楽協会    ：雅楽の説明と体験 

藤沢日本舞踊協会  ：日本舞踊の基本 

来場者数 735人 
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事 業 名 内    容 

各種市民文化 

事業 
【成果】 

 各大会とも、市民団体と協業することで、広く市民の文化活動の発表・研鑽・

交流の場の提供に資することができた。 

事業名 第 37回ふじさわ川柳大会 

開催日・場所 R6年 9月 29日(日) 市民会館第一展示集会ホール 

応募者数 81人 

＊主催：ふじさわ川柳大会実行委員会 共催：本財団 

事業名 
① 市民俳句春の大会 

② 市民俳句秋の大会 

開催日・場所 
① R6年 4月 28日(日)   市民会館第一展示集会ホール 

② R6年 10月 14日(月祝) 市民会館第一展示集会ホール 

応募者数 
① 124人 

② 129人 

＊主催：藤沢市俳句協会 共催：本財団 

事業名 第 54回藤沢市民囲碁大会 

開催日・場所 R6年 11月 4日(月振休) 市民会館第一展示集会ホール 

応募者数 44人 

＊主催：藤沢市囲碁連盟 共催：本財団 

第 36 回文化講演

会 
【成果】 

 演出家、劇作家、俳優であり、KAAT 神奈川芸術劇場芸術監督の「長塚圭史」

氏を招き、文化講演会を実施した。演劇との出会いとその喜びの変遷、公共劇場

で芸術監督として働くに至るまでの紆余曲折、演劇界・劇場にまつわる光と影に

ついて、講演を行い市民文化の向上に寄与した。 

実施日・場所 R7年 3月 22日(土) 市民会館第二展示集会ホール 

内容 長塚圭史トークイベント『光と影の劇場』 

講師 長塚圭史 

参加料 無料 

参加者数 75人 
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事 業 名 内    容 

文芸ふじさわ 

第 59集刊行 
【成果】 

 市民文化向上のために、俳句・短歌・川柳・五行歌・現代詩・随筆の部門毎に

募集した。編集作業は、各文芸の市民サークルから組織された編集委員との協働

で実施した。 

 今回から、応募者の利便性の向上のため随筆と現代詩部門のみ、メールでの応

募を可としたところ利用する応募者もみられた。 

 長年続けている事業のため、継続して応募されている方が多く、新規の応募者

数についても増やしていけるよう今後も取り組みたい。 

 また、協賛については前年度より申込を増やすことができた。 

募集締切 R6年 11月 3日(日祝) 

内容 
俳句・短歌・川柳・五行歌・現代詩・随筆の作品を募集し、

「文芸ふじさわ」として刊行する。 

応募者数 
244人(俳句 92人、短歌 24人、川柳 55人、五行歌 31人、 

    現代詩 8人、随筆 34人) 

 企業協賛 7社 個人協賛 37人 

＊発行：藤沢市、本財団 

 編集：文芸ふじさわ編集委員会 
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3 芸術文化団体等への支援 

事 業 名 内    容 

芸術文化助成事

業 
【成果】 

 市民の自主的な文化芸術活動の支援及び藤沢市の文化芸術の振興を図ること

を目的に、市内で文化芸術活動を行う団体の事業に助成した。 

 令和 6年度は新規 7団体を含む 12団体からの応募申請があり、下記 5団体の

支援を行った。なお、支援を決定した団体、事業については全て盛会に実施され

たが交付予定団体のうち、1 団体については予算上不要となったとの理由によ

り、事業終了後に助成金交付の辞退の申し出があった。 

(R6年 2月 20日(火)開催の芸術文化専門委員会にて助成事業を決定) 

 

団体名と事業名など 助成決定額 

団 体 名：湘南交響吹奏楽団グランドシップ 

事 業 名：第 17回定期演奏会 

開催日時：R6年 5月 19日(日) 

会  場：市民会館大ホール 

220,000円 

団 体 名：コール・ピッコロ/バンビーノ・バンビーナ 

事 業 名：コール・ピッコロ 20周年/バンビーノ・バンビー

ナ10周年記念うたの宝石箱コンサート ～大切な

あの人に贈る～ 

開催日時：R6年 6月 23日(日) 

会  場：茅ヶ崎市民文化会館 小ホール 

253,000円 

団 体 名：アンサンブル アスコルタ 

事 業 名：夏休みファミリーコンサート  

開催日時：R6年 8月 31日(土)  

会  場：Ｆプレイス ホール 

300,000円 

団 体 名：MOA美術館藤沢児童作品展実行委員会 

事 業 名：第 17回藤沢児童作品展 

開催日時：R6年 10月 5日(土)、10月 6日(日) 

会  場：市民会館第二展示ホール 

22,000円 

（交付辞退） 

団 体 名：藤沢今昔まちなかアート実行委員会 

事 業 名：藤沢今昔・まちなかアートめぐり 2024 

開催日時：R6年 10月 26日(土)～11月 17日(日) 

会  場：旧稲元屋、旧桔梗屋、旧鎌田商店 他 

202,000円 
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4 その他 

事 業 名 内    容 

本財団の後援名 

義使用等を許可 

した事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 

 事業目的や内容等を審査し、芸術文化の振興及び地域文化の発展に寄与できる 

ものと判断した事業に対して、本財団の共催・後援名義使用等を許可し、事業の 

開催を支援した。 

① ①後援 

団体名 ふじさわアートフェスティバル実行委員会 

事業名 ふじさわアートフェスティバル 2024 

開催日 
R6年 5月 4日(土祝)～5月 6日(月振休) 

旧モーガン邸庭園 

 

団体名 有限会社まち処計画室 

事業名 
藤沢にゆかりのある音楽家たち 2024 

イタリアの風、藤沢の海 

開催日 R6年 7月 20日(土) 鵠沼めぐみルーテル教会 

 

団体名 湘南台アートスクエアプロジェクト 

事業名 夏の夕べに「駅でクラシックを」 

開催日 R6年 7月 24日(水) 湘南台駅地下アートスクエア 

 

団体名 藤沢友の会 

事業名 

ファミリーコンサート 

青島広志のおしゃべりコンサート 

「ペールギュントの大冒険」 

開催日 R6年 7月 24日(水) 茅ヶ崎市民文化会館大ホール 

 

団体名 トライアングルコンサート 

事業名 トライアングルコンサートメンバーによる室内楽（デュオ） 

開催日 R6年 7月 27日(土) 市民会館小ホール 

 

団体名 新湘南室内合奏団 

事業名 水野優也＆山本樹生デュオコンサート 

開催日 R6年 8月 16日(金) 市民会館小ホール【荒天により中止】 

 

団体名 湘南台アートスクエアプロジェクト 

事業名 湘南台アートスクエア Summerフェスタ 

開催日 
R6年 8月 21日(水)、24日(土) 

 湘南台駅地下アートスクエア 
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事 業 名 内    容 

本財団の後援名 

義使用等を許可 

した事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体名 湘南アマデウス合唱団・合奏団 

事業名 湘南アマデウス合唱団・合奏団 第 26回定期演奏会 

開催日 R6年 10月 13日(日) 市民会館大ホール 

 

団体名 有限会社まち処計画室 

事業名 
藤沢にゆかりのある音楽家たち 2024 

郷愁そして未来への響き 

開催日 R6年 10月 14日(月祝) 寂光山龍口寺 

 

団体名 藤沢市民謡民舞連合会 

事業名 第 3回民謡コンクールと民舞発表会 

開催日 R6年 10月 20日(日) 市民会館小ホール 

 

団体名 SFJM湘南ふじさわジャズミーティング実行委員会 

事業名 湘南ふじさわジャズミーティング 2024 

開催日 
R6 年 11 月 2 日(土) 藤沢駅北口サンパール広場、サンパ

レット広場、北口地下広場 

 

団体名 一般社団法人愉音 

事業名 
TERA Concert  

0歳からお寺で聴くクラシック音楽コンサート 

開催日 R6年 11月 17日(日) 東勝寺本堂 

 

団体名 有限会社まち処計画室 

事業名 
藤沢にゆかりのある音楽家たち 2024 

円熟のデュオ、多彩な響き 

開催日 R6年 12月 14日(土) 鵠沼めぐみルーテル教会 

 

団体名 湘南台アートスクエアプロジェクト 

事業名 湘南台アートスクエア Winterフェスタ 

開催日 R6年 12月 18日(水) 湘南台駅地下アートスクエア 

 

団体名 
公益財団法人藤沢市まちづくり協会・藤沢市民会館サービ

ス・センター株式会社共同事業体 

事業名 
クリスマスファミリーコンサート 

音楽の絵本～ブラスサンタ withサキソフォックス～ 

開催日 R6年 12月 22日(日) 湘南台文化センター市民シアター  
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事 業 名 内 容 

本財団の後援名 

義使用等を許可 

した事業 
団体名 新湘南室内合奏団 

事業名 新湘南室内合奏団ニューイヤーコンサート 2025 

開催日 R7年 1月 17日(金) 市民会館大ホール 

団体名 湘南ドルフィンズマーチングバンド 

事業名 みんなで交流演奏会 

開催日 R7年 2月 22日(土) 湘南台文化センター市民シアター 

広報・情報事業 【成果】 

 事業の集客をねらい各媒体で定期的で効果的な更新及びフォローバック、リツ

イートをするように努めた。更新回数は年間で 200 回近くにのぼり、「第 25 回

藤沢市民オペラ『魔笛』」を中心に短い動画を投稿することで閲覧回数を伸ばす

ことができた。 

 また、藤沢市民オペラ事業に関しては、「Webふじさわびと」との連携により、

“人”にスポットをあて市民オペラの制作過程を Web 記事にし、連載は 50 回を

数えた。大勢の方に閲覧いただき事業周知とともに機運を高めることができた。 

■ホームページによる情報提供等

公演内容や入場券発売日などの情報を掲載した。

■SNS(ふじさわみらいアーツ)による情報の発信

媒 体 内 容 

Facebook 主に公演情報や入場券発売日案内の他、当日券の有無、

公演報告等の更新を随時行った。 

Instagramフォロワー数  ：631 

X(旧 Twitter)フォロワー数：1,986 

Instagram 

X(旧 Twitter) 

■市内掲示板での情報周知

市民センターや市内の主要な駅に設置されている掲示板に、公演ポスターを掲

示した。アンケート調査結果からは、掲示板のポスターやチラシで公演を知った

という市民の方も多かった。SNSやホームページなどのデジタル情報と併用する

ことで、多くの世代の方に情報を提供することができた。 
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事 業 名 内 容 

藤沢市民オペラ

制作委員会 

【成果】 

 第 25回藤沢市民オペラ『魔笛』の進捗状況報告及び実施後の評価等について、

ご意見をいただくとともに協議を行った。 

 また、藤沢市民会館再整備中の藤沢市民オペラ公演やオペラ関連事業について

も議論し、今後の市民オペラについて一定の方向性を決定した。 

〈藤沢市民オペラ制作委員会第 3期 第 6回〉 

開催年月日 R6年 5月 29日(水) 

出席委員 
太田修二、門井淑治、石田麻子、榑松三郎、園田隆一郎、 

齊藤雅子、神原勇人   以上 7人 

議 題 

・今後の市民オペラについて

・第 25回藤沢市民オペラ『魔笛』について

・その他

〈藤沢市民オペラ制作委員会第 3期 第 7回〉 

開催年月日 R6年 11月 9日(土) 

出席委員 
太田修二、門井淑治、石田麻子、園田隆一郎、中島直、 

神原勇人   以上 6人 

議 題 

・第 25回藤沢市民オペラ『魔笛』について

・次年度の事業について

・その他

〈藤沢市民オペラ制作委員会第 3期 第 8回〉 

開催年月日 R7年 3月 18日(火) 

出席委員 
太田修二、門井淑治、石田麻子、中島直、齊藤雅子、 

神原勇人   以上 6人 

議 題 

・第 25回藤沢市民オペラ『魔笛』事業報告について

・藤沢市民オペラ『ランスへの旅』演奏会形式について

・次年度の市民オペラ関連事業について

・今後の市民オペラについて

・その他

【その他目的を達成するために必要な事業(定款第4条第1項第4号)】 

1 物品販売事業 

(１) 音楽・演劇等の公演事業での物品販売

事 業 名 内    容 

音楽・演劇等の

公演事業での

物品販売 

【成果】 

 音楽・演劇などの公演事業の際に、公演プログラムや出演者のCD、書籍などを

販売することで、来場者のサービス向上に寄与するとともに、手数料収入による

自主財源の確保に努めた。 

区 分 収入額 

物品販売手数料 175,400円 

131



132




